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クロツラヘラサギ Platalea minor はトキ科ヘラ
サギ属に含まれ，国内では稀な旅鳥として知られて
いる（日本鳥類目録編集委員会，2000）．その独特
なしゃもじ形の嘴とともに，世界的に絶滅が危惧
されており，日本野鳥の会（2011）によると 2011
年には全世界で約 1800 羽の生息が確認されている
に過ぎない．国内では北海道から沖縄まで各地から
記録があるが，特に九州地方に多く，少数が越冬
することもある（Brazil, 2009）．環境省では本種
を絶滅危惧 IA類（CR）に指定しており（環境省，
2006），2011 年に国内で行われた調査では 270 羽
が数えられている（日本野鳥の会，2011）．北海道
における過去の観察記録としては上ノ国町，石狩
市，根室町，紋別市，稚内市などがあるが（藤巻，
2000），これまで利尻島からの記録はなかった（小
杉，2000，2010）．
2011 年５月，筆者らは利尻島南部の利尻富士町

鬼脇にて本種１羽の飛来を確認したので，以下に報

利尻島におけるクロツラヘラサギの観察記録
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告する．なお，本種の利尻島内における観察につい
ては永田あかね氏（釧路市）に貴重な情報をご提供
いただいたほか，本稿のとりまとめについては，柳
田和美氏（日本野鳥の会旭川支部），小杉和樹氏（利
尻島自然情報センター），佐藤雅彦氏（利尻町立博
物館）にお世話になった．ここに厚くお礼を申し上
げる．
利尻島において本種が観察されたのは 2011 年５

月 22 日から 23 日の２日間であり，以下の複数の
目撃記録が存在する．いずれの個体も，大きさはコ
サギくらいで全身は白く，後頭部に白い冠羽があ
り，足は黒く，赤色の虹彩を持ち，目先は黒く，そ
こには小さな一対の黄色の斑が確認された．長い嘴
は基部から先端まで一様に黒く，その先端がへら状
になっており，淡く青白い横斑模様がみられた．こ
れらの特徴から本個体はクロツラヘラサギの成鳥冬
羽と思われた．どの観察場所においても観察個体数
は１羽であり，目先の小さな黄斑の存在，観察場所
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がほぼ同じ地域内に限定されているため，おそらく
これらの記録は全て同一個体によるものと考えられ
た．

観察記録１ （Fig. 1a, 1b）
月　日： ５月 22日
時　刻： 13:40-14:00 頃（沼浦），15:00-15:30 頃（南浜） 
場　所： 利尻富士町鬼脇字沼浦および南浜・南浜湿原
観察者： 大吉五夫・大吉信子・坂井伍一・坂井俊子

最初に本種を確認したのは，著者らのうちの大吉
および坂井の４人のメンバーであった（旭川野鳥の
会，2011）．12:45 頃からオタドマリ沼の散策路を
時計回りに歩き始めるが，この時はクロツラヘラ
サギを見ることはなかった．13:40 頃に沼を一周し
て売店近くに戻ると，売店から沼に延びる木製の桟
橋のそばで採餌している本種１個体を初認し，散策
路から観察を行った．本個体は水辺で採餌をするほ
か，羽繕いを行ったり，休息をするなど，あわてて
逃げる様子は見られず，14:00 頃には南西方面に飛

び去った．その後，同メンバーは 15:00 頃に南浜
湿原を訪れ，メヌショロ沼の木道の傍で休むクロツ
ラヘラサギ１羽を再度確認することができた．４名
がメヌショロ沼を反時計回りに一周した後も同個体
はその場所にいたが，メンバーの姿を見たためか，
15:30 頃には北東方面へと飛び去った．翌 23 日に
再びオタドマリ沼を訪れたが，本個体を確認するこ
とはなかった．

観察記録２（Fig. 1c）
月　日： ５月 23日
時　刻： 16:55-17:00 頃
場　所： 利尻富士町鬼脇字野中市街から鬼脇側に

500 ｍほど離れた車道上
観察者： 松本英宣

仙法志から南浜に車を走らせていた筆者の一人松
本は，車道上を歩いている本個体に気づいた．見慣
れぬ鳥であったため，確認の写真を離れた場所から
撮影していたところ，対向車が近づき，搭乗者が車
を降りて観察を始めた．その後，この鳥は海の方向

Figure 1. Platalea minor observed at Rishiri Island in May 22-23, 2011. a: at Numaura (photo by I. Ohyoshi), b: at Numaura 
(photo by G. Sakai), c: at Notchu (photo by H. Matsumoto), d: at Notchu (photo by K. Nagata).

a

c d

b
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に飛び去ったため，観察を終了した．
 
観察記録３ （Fig. 1d）
月　日： ５月 23日
時　刻： 17:44-17:55
場　所： 利尻富士町鬼脇字野中
観察者： 永田　幹

筆者の一人永田は永田あかね氏から情報を聞き，
確認のため野中に向かったところ，本個体が道道す
ぐ脇の枯草の中に立っているところを発見した．観
察中はあまり逃げようとせず，筆者が近づいても数
メートルの距離を保つ程度に離れる程度であった．
しかし，座り込む，羽毛をふくらます，首がふらつ
く，飛べない，などの症状は見られなかったため，
保護は行わず，10 分ほどの観察後，そっと現場を
離れた．
なお，翌５月 24 日に，永田が最後に目撃した周

辺地域を佐藤雅彦氏（利尻町立博物館）が 7:30 か
ら 8:50 まで探索したが，本個体を再び見つけるこ
とはなかったという．

参考文献
旭川野鳥の会，2011．旭川野鳥の会へようこそ．
http://asahikawabird.blog102.fc2.com/blog-
date-201105.html, 2011 年 11 月 15 日引用．

Brazil, M., 2009. Brids of East Asia. Princeton Uni-
versity Press. 528 pp.

藤巻裕蔵，2000．北海道鳥類目録改訂 2版．帯広
畜産大学野生動物管理学研究室．83 pp.

環境省，2006．（別添資料１）鳥類のレッドリス
ト．http://www.env.go.jp/press/file_view.
php?serial=8929&hou_id=7849, 2011 年 11 月
18日引用．

小杉和樹，2000．利尻島における月別鳥類出現リ
スト．寺沢孝毅（編），北海道　島の野鳥．150-
155 pp．北海道新聞社．札幌．

小杉和樹，2010．利尻島の野鳥リスト．利尻島自
然情報センター．自刊．

日本鳥類目録編集委員会，2000．日本鳥類目録．
改訂第 6版．日本鳥学会，京都．345 pp.

日本野鳥の会，2011．クロツラヘラサギは減少か．
野鳥，(755): 17.
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これまで利尻島からは 10 種のタカ科の記録があ
るが（小杉，2000，2012），礼文島における 13種
（宮本，2012）と比すればその種数は決して多い
とは言えない．2011年５月に筆者を含めた４名は，
利尻島南部に位置する沼浦地区において，ハチクマ
と思われる１個体の観察を行った．本種はこれまで
同島から記録がない種であるため（小杉，2000，
2012），ここにその詳細を報告する．
なお，本稿のとりまとめについては、小杉和樹氏

（利尻島自然情報センター）、佐藤雅彦氏（利尻町
立博物館）にお世話になった。ここに厚くお礼を申
し上げる。

ハチクマ　Pernis apicorus (Linnaeus, 1758)
観察年月日：2011 年５月 23日
観察時刻：11:00 頃
観察場所：利尻富士町鬼脇字沼浦，オタドマリ沼駐
車場上空

観察者：坂井伍一・坂井俊子・大吉五夫・大吉信子

野鳥観察のため利尻を訪れていた筆者らは，オタ

利尻島におけるハチクマの観察記録

坂井伍一

〒006-0816　札幌市手稲区前田 6条 9丁目 6-8　日本野鳥の会旭川支部会員

Observational Record of Honey Buzzard, Pernis apivorus, 
from Rishiri Island, Northern Hokkaido

Goichi SAKAI
 
A member of Asahikawa branch of Wild Bird Society of Japan, 6-8, Maeda 6-9, Teine, Sapporo, Hokkaido, 006-0816 Japan

Abstract. One male of honey buzzard, Pernis apicorus, was observed at Numaura, southern area in Rishiri 

Island, northern Hokkaido, in May 2011. This is the first record of this species from Rishiri Island.

Keywords: new record, Pernis apivorus, Rishiri Island

ドマリ沼に到着し，その駐車場から上空を見あげた
ところ，１羽の猛禽類が頭上を旋回しながら飛んで
いることに気付いた（Fig. 1）．一見，クマタカの
ようにも見えたが，頭部が長く突出していること，

 

Figure 1. Pernis apivorus observed at Rishiri Island in May 
23, 2011. 
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翼の後縁の膨らみが比較的少なかったこと，尾羽に
太い黒帯があること，などからハチクマと判断し
た．さらに，体下面の色，および尾羽の 2本の太い
黒帯から雄中間型と思われた（森岡ほか，1995）．
本個体は，1分弱で旋回しながら上昇し，姿が見え
なくなり，筆者らの観察もそこで終了となった．
ハチクマは北海道では夏鳥として飛来し（藤巻，

2010），主に落葉広葉樹林に営巣・繁殖をしている
という（藤巻，2005）．筆者の観察でも，特に秋の
渡りの時期に室蘭市測量山・地球岬ではよく見かけ
ることがあった．道北各地からも記録があり（藤巻，
2010），礼文島では５～７月，９月の夏期に複数の
記録があるものの，繁殖は確認されておらず，旅鳥
とされている（宮本，2012）． 

参考文献
藤巻裕蔵，2005．北海道のワシタカ類．富士元寿

彦（編著），原野の鷲鷹．134-137 pp. 北海道新
聞社．札幌．

藤巻裕蔵，2010．北海道鳥類目録改訂 3版．極東
鳥類研究会．美唄．74pp.

小杉和樹，2000．利尻島における月別鳥類出現リ
スト．寺沢孝毅（編），北海道　島の野鳥．150-
155 pp．北海道新聞社．札幌．

小杉和樹，2012．利尻島の野鳥リスト．利尻島自
然情報センター．自刊．

宮本誠一郎，2012．礼文島の野鳥．レブンクル自
然館．自刊．

森岡照明・叶内拓哉・川田　隆・山形則男，
1995．図鑑　日本のワシタカ類．文一総合出版．
東京．632 pp.

日本鳥類目録編集委員会，2000．日本鳥類目録．
改訂第 6版．日本鳥学会，京都．345 pp.
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2012 年に筆者により観察された利尻島未記録種
の鳥類３種について報告する．観察記録は，観察場
所，観察年月日，個体数の順に記し，種の配列，
和名及び学名については日本鳥類目録編集委員会
（2000）に従った．
なお，以下の方々にはクロヅルの観察について情

報提供をいただいた．川原修子さん（仙法志小学
校），佐藤由美子さん（利尻町沓形），鎌田喜男さん
（利尻町沓形），佐藤雅彦さん（利尻町立博物館）．
クロヅルの写真は山本貴之さん（環境省稚内自然保
護官事務所利尻事務室）に提供いただいたほか，小
杉和樹さん（日本野鳥の会道北支部）には掲載にあ
たり原稿の校閲をいただいた．記してお礼を申し上
げる．

クロヅル（Fig. 1）
Grus grus (Linnaeus, 1758)
利尻富士町鬼脇字沼浦，2012. ⅸ .25，1
利尻町仙法志，2012.ix.25, 26, 30，１
　
筆者が本種を観察した場所は，利尻島南東部の沼

浦地区である．2012 年 9 月 25 日午前 8時ごろ，
町道横の草地を歩いているところを発見した（Fig. 
1a）．民家の玄関前や花畑の中を採餌しながら移動

利尻島における鳥類の新分布の記録（2012 年）

田牧和広

〒097-0211　北海道利尻郡利尻富士町鬼脇字沼浦

Newly Recorded Birds from Rishiri Island, Northern Hokkaido in 2012

Kazuhiro TAMAKI

Numaura, Oniwaki, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0211 Japan

Abstract. Three bird species, Grus grus, Charadrius hiaticula and Larus saundersi, were newly recorded 
from Rishiri Island, northern Hokkaido in 2012.

していたが，筆者から 20mほど手前の位置で突然
上空に舞い上がり，強風にあおられ北西方向に移動
し，そのまま姿が見えなくなった．観察した個体の
体全体は灰褐色，前頸は黒色で後頸が白色，跗蹠は
黒色で足指が茶褐色（Fig. 1a），虹彩は橙色，わず
かに頭頂が赤く，飛翔中の雨覆は灰色で風切は黒色
だった．真木・大西（2000）によるクロヅルの特
徴と本個体 (Fig. 1b) は一致することからクロヅル
の成鳥と推定された．本個体は頭頂が赤いので 本
種の若鳥でない（叶内，1998）．類似種のタンチョ
ウは体の上面下面とも白く，またナベクロヅル（ク
ロヅルとナベヅルの交雑個体）は，顔と頸の模様が
不鮮明（桐原，2000）で，どちらも本個体とは異
なる．観察した当日は低気圧通過により風雨が強い
悪天候で，渡りの途中の一時的避難と思われる．雨
の中を採餌しながら歩き回り，特に弱っているよう
には見られなかった．
筆者の観察以外にも，同一個体と思われる本個体

の観察例が同日以降もあるのであわせて記述してお
く．9月 25 日午前 11 時 37 分ごろ，利尻島南部に
ある仙法志地区の仙法志中学校敷地内で川原修子さ
ん（仙法志小学校）によりツル１羽が発見された
（Fig. 1c）．一旦，この個体は車道を横断し，近く
の町営住宅敷地内や隣接する畑などに移動したが，
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再び，中学校内のグランド付近に戻り，夕方近くま
で時折場所を移動しながら，飛び立つ様子も見せず
にいたという（佐藤雅彦さん，私信）．次に 9月 26
日の朝には仙法志中学校から北西方向に移動し，飛
翔している姿を佐藤由美子さん（利尻町沓形）が確
認している．その後，このツルはしばらく観察され
ることはなかったが，9月 30 日に再び仙法志地区
のパークゴルフ場で鎌田喜男さん（利尻町沓形）に
よって観察された．鎌田さんによると時折飛翔する
など，衰弱した様子はなかったとされ，これが本個
体の利尻島における最後の観察となった．
なお，筆者が沼浦地区で観察した個体と 25 日に

仙法志で 観察された個体（Fig. 1c）を比較したと
ころ，頭部の黒色部の分布や不明瞭な頭頂の赤色
部，橙色の虹彩，灰色を呈する背や雨覆，茶褐色の
足指などが一致したため，同一個体と考えられた．
クロヅルは，スカンジナビア半島からシベリアの

コリマ川にかけての地域で繁殖し，南ヨーロッパ・
アフリカ北部 ･インド北部・中国で越冬する．日本
では数少ない冬鳥として飛来し（桐原，2000），北
海道では迷鳥として知られ，千歳長都，大樹，釧路，
阿寒などから記録されている（藤巻，2010）．これ

まで利尻島からの本種の記録はなかった（小杉，
2012）．

ハジロコチドリ（Fig. 2a）
Charadrius hiaticula Linnaeus, 1758
利尻富士町鬼脇字沼浦，2012. ⅵ .4 ～ 6，1

筆者が本種を観察した場所は，利尻島南部の沼浦
地区の砂浜海岸である．2012 年 6月 4日，この海
岸の西側で「ピユーイ，ピユーイ」とキアシシギに
似た鳴き声を耳にし，その姿を探したところ突然１
羽の鳥が飛び立ち，東方向に 200mほど離れた場
所に再び降りた．20mほどの距離を置いた観察に
よると，そのしぐさはコチドリに似ており，体を上
下させて鳴いたり，突然すばやく走りだしてエサを
啄ばんだりしていた．その際に額と目の後方が白
色，頭頂から後頭にかけては灰褐色，喉から後頸に
かけては白色，胸から後頸下部は黒色のほか，嘴
は黄橙色で先は黒く，足は黄橙色などの夏羽の特
徴を確認することができた（真木 ･大西，2000）．
ただし，本個体では過眼線が完全に黒くない（Fig. 
2a）ことから冬羽から夏羽への移行個体と考えら

Figure 1. Grus grus. a & b: photos by the author on 
September 25, 2012 at Numaura, c: photo by T. Yamamoto 
on Sep. 25, 2012 at Senhoshi.c

a b
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れた．この個体は 6日まで同海岸で観察された．
ハジロコチドリは，グリーンランド，ユーラシア

大陸北部，バフィン諸島で繁殖し，ヨーロッパ，ア
フリカ，西アジアで越冬する．日本では旅鳥または
冬鳥として少数が渡来する（桐原，2000）が，北
海道では稀な旅鳥で，河口部や湖沼の干潟に飛来す
る．根室，別海走古丹，網走，コムケ湖の記録があ
る（藤巻，2010）．これまで利尻島からの本種の記
録はなかった（小杉，2012）．

ズグロカモメ　（Fig. 2b）
Larus saundersi (Swinhoe, 1871)
利尻富士町鬼脇字沼浦および字南浜，2012.ⅳ.3，1

観察場所は，利尻島南部の沼浦地区と南浜地区の
海岸である．2012 年 4月 3日，筆者は沼浦の海岸
を東から西方向へ飛翔中の小型カメモ１羽に気付い
たが，100mほど離れた海岸に本個体が降りた後，
その姿を見失った．そこで，沼浦から 2kmほど西
に位置する南浜地区の海岸を探したところ，再び飛
翔中の同個体と思われる姿を確認することができ
た．このカモメが海岸を飛翔し何度も往復した際，
翼上面の初列風切の先端だけが黒いこと，また，翼
下面の初列風切に明瞭な黒斑があることが観察され
た．その後この個体が海岸中央部の波打際に降り静
止した時に，太く短い黒色の嘴，暗赤色の足，翼先
端の白と黒の斑，そして本種の成鳥夏羽の特徴で
ある眼の上下の白い縁取り，黒い頭部などを，筆
者は 20mほどの距離から観察することができた．

しかし，頭部は後頭部まで頭巾状に黒くない（Fig. 
2b）ため，第１回夏羽の個体と思われた（氏原・
氏原，2010）．観察後本個体は再び西方向に飛び去っ
た．　　 　　　　　　　　
ズグロカモメは，中国東北部とモンゴルで繁殖

し，中国南部・台湾・韓国・ベトナム北部で越冬す
る．日本では冬鳥として飛来する（桐原，2000）が，
北海道内でもこれまでに秋と春に少数が観察されて
おり，鵡川，千歳，豊頃湧洞沼，浦幌，などからの
記録がある（藤巻，2010）．礼文島でも 2011 年 4
月 25 日～ 5月 5日に冬羽の個体が記録されている
が（嶋崎ほか，2012），これまで利尻島からの本種
の記録はなかった（小杉，2012）．
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はじめに
筆者らは北海道北部におけるコウモリ相の調査

を継続しており（佐藤ほか，2011，佐藤ほか，
2012，など），稚内市については 2002 年に調査を
実施し，ヒメホオヒゲコウモリMyotis ikonnikovi
およびコテングコウモリMurina ussuriensis の捕
獲と，北海道稚内高等学校に保存されている 1962
年に捕獲されたというオヒキコウモリ Tadarida 
insignis の標本確認を行ったほか，音声調査からは
キタクビワコウモリ Eptesicus nilssonii の生息の
可能性を指摘した（佐藤ほか，2003）．その後，
2011 年にヒナコウモリVespertilio 属の１種と思わ
れる目撃例の報告があり（佐藤，2012），現在まで
に確実な生息の証拠が得られないオヒキコウモリを
除き，同地域には未同定種も含め４種のコウモリの
生息があるものと考えている．しかし，隣接する豊
富町および猿払村では７種（佐藤ほか，2001，佐
藤ほか，2006）のコウモリが確認されていること
から，稚内市においてもさらなるコウモリの生息が
予想され，2012 年に捕獲調査のほか，聞き取り調
査などを，稚内市の増幌地区周辺を中心に実施し

稚内市におけるコウモリ類の分布（２）

佐藤雅彦・佐藤里恵

〒097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字栄浜 142　道北コウモリ研究センター

Distribution of Bats in Wakkanai (2)

Masahiko Satô and Rie Sato

Research Center for Bats in Northern Hokkaido, 142, Sakaehama, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan

Abstract. Bat research was carried out by the authors in central Wakkanai, particularly in Masuhoro and 

Koetoi area, between July and October, 2012. During this study two ussurian tube-nosed bat individuals, 

Murina ussuriensis, were captured by mist nets at Kami-koetoi. Also a record for Japanese long-eared bat, 

Plecotus sacrimontis, at Kami-Masuhoro in 2007, was reported by H. Satou. The latter species is newly re-

corded from Wakkanai city, northern Hokkaido.

た．その結果，聞き取り調査から新たに１種の追加
が得られたので，ここに報告する．
調査の実施にあたり，コウモリの捕獲許可につい

ては環境省（環北地野許第 120507002 号）より許
可をいただいたほか，国有林内での調査については
宗谷森林管理署に入林の便宜を図っていただいた．
調査では疋田英子さん（日本野鳥の会道北支部），
嶋崎暁啓さん（NPO法人サロベツ・エコ・エット
ワーク），森永太一さん（〃）にお世話になったほ
か，増幌地区の佐藤治義さんには貴重な目撃例や写
真をいただいたほか，市島家のみなさんには周辺地
域での捕獲調査を快くご許可いただいた．Ronald L. 
Felzer 氏（Merritt College）には英文校閲をお願
いした．ここにお名前等を記して心からお礼を申し
上げる．なお，本稿の学名についてはOhdachi et 
al. (2009) に基づいて表記を行った．

調査期間，調査地および調査方法
かすみ網を用いた捕獲調査は増幌および上声問

地区の３か所において，2012 年の７月９日，９月
15-16 日，10 月７日に実施された．調査により捕
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獲されたコウモリは，同定・計測作業を行った後，
すみやかに放獣された．また 25kHz の反応を持つ
コウモリの存在を調べるために，捕獲調査終了後，
９月と 10 月については調査地から稚内市立増幌小
中学校を経て，稚内空港付近の「空港公園前」バス
停までの区間を車でゆっくりと走りながら，助手席
においたバットディテクター（以下，BD）の反応
を調べた．

結果
【捕獲調査】
かすみ網を用いた捕獲調査における調査日，場

所・緯度経度，植生を表１に示す．捕獲されたコウ
モリはコテングコウモリ２個体で，北辰ダム以外の
調査地の多くでは BDの反応がほとんどなかった．
各調査地での詳細は以下に記す．

１．中増幌・ケナシポロ川
ケナシポロ川に沿った道を農地から山地に入り，

比較的大きなイタヤカエデなどが点在する広葉樹林
である．林床にはクマイザサが密生し，小さな沢が
暗渠を通して道路を横切り，ケナシポロ川に注ぐ．
かすみ網は道をふさぐように２枚設置された．同
じ場所で７月９日と 10 月７日の２回実施したが，
BDの反応は全くなかった．７月の調査日の気温は
14.8℃（20:00），10 月は 7.1℃（17:25）であった．

２．上増幌・増幌川

国有林９林班付近で，オノエヤナギを主体とした
針広混交林で，近くには増幌川が流れる．かすみ網
は道をふさぐように２枚設置されたが，エゾシカの
姿を見かけた他は，コウモリの捕獲，および BDに
よる反応も全く得られなかった．調査中の気温は
17.3℃（20:00）であった．

３．上声問・北辰ダム
北辰ダム周辺の国有林 19 林班の林道入口付近２

か所で，どちらもケヤマハンノキとクマイザサが優
占する広葉樹林である．北辰ダムに近い林道ではす
ぐ横を小さな沢が流れており，林道入口付近をふさ
ぐようにかすみ網２枚が設置され，もう一か所の農
地に近く，比較的広い林道の場所では道をふさぐよ
うに１枚のかすみ網が設置された．前者では 18:30
から 20:30 までの調査中，BDの反応が時々あった
が，捕獲には至らなかった．一方，後者の場所で
は BDの反応は少なかったものの，２個体のコテン
グコウモリが捕獲され，本調査では唯一の捕獲例と
なった．捕獲された個体はオス成獣およびメス成
獣で，それぞれの前腕長および体重は，29.7mm，
5.1g，30.2mm，5.9g であり，メス成獣について
は乳頭の発達など繁殖の痕跡を確認することはでき
なかった．調査中の気温は16.7℃（20:00）であった．

【聞き取り調査】
2007 年に増幌地区でコウモリを保護した方がい

るという情報があらかじめ得られていたため，疋田

年月日 場所 緯度経度 1) 主な植生 2)

2012.vii.9
2012.x.7

中増幌・ケナシポロ
川

N45°21'44.3" 
E141°52'43.5"

オノエヤナギ *，ケヤマハンノキ，イタヤカエデ（胸高直径 60-70cm），オ
ヒョウ，クマイザサ *，オオイタドリ，オオハナウド，ハンゴンソウ，エ
ゾイラクサ *，オドリコソウ，オオヨモギ，ウド，イヌタデ，コウゾリナ，
ヨブスマソウ，アキタブキ．

2012.ix.15 上増幌・増幌川 N45°19'45.7" 
E141°52'46.2"

ヤナギ sp.*，ケヤマハンノキ，トドマツ，カラマツ，ナナカマド，クマイ
ザサ *，オオヨモギ，オオイタドリ，オオバコ，シロネ sp.，ゲンノショウコ，
イヌタデ，エゾイラクサ．

2012.ix.16 上声問・北辰ダム N45°18'54.6" 
E141°53'27.4"

ケヤマハンノキ *，イタヤカエデ，ヤナギ sp.，クマイザサ *，オオヨモギ，
エゾイラクサ，ハンゴンソウ．

N45°18'43.9" 
E141°53'14.2"

ケヤマハンノキ*，ヤナギsp.，クマイザサ*，ヨツバヒヨドリ，カニコウモリ，
ヨブスマソウ，オオイタドリ，スミレ sp.．

1)　測地系WGS84
2)　＊は優占種．

表１．捕獲調査日，場所および植生
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英子さんを通じて得ることができた当時の資料とと
もに，発見者である佐藤治義さんを７月９日に訪
ね，聞き取り調査を行った．増幌地区にある佐藤さ
んのご自宅は，農地に囲まれ，周辺には大きな農機
具を入れる建物や倉庫，物置などが点在しているほ
か，自宅脇には小さな林も見られる場所である．
佐藤治義さんの話によると，2007 年 10 月５日に
自宅に１匹のコウモリが迷い込んできたため，虫か
ごに保護し，稚内市立増幌小中学校に持って行った
ということであった．学校からはコウモリを観察し
ている児童の写真などが送られてきたとのことで，
その後，コウモリは放獣されたと聞いているが，そ
の詳細は不明だそうである．保護時に佐藤さんによ
り撮影された写真が残されており（図１），特徴的
な大きな耳介などからこの個体はウサギコウモリで
あることが明らかとなった．聞き取り調査後，佐藤
さんの古い物置小屋の中を拝見させてもらったとこ
ろ，コウモリのものと思われる糞が床板などにわず
かに残されていたが，確実なコウモリの利用を示す
痕跡などを見つけることはできなかった．

【BDによる 25kHz における反応調査】
車輌で走行しながら，25kHz を中心とした BD

の反応の有無をMini-3（Ultra Sound Advice 社）
を用いて調べたが，９・10 月ともに反応を得るこ
とはなかった．

考察
本調査によって稚内市におけるウサギコウモリの

生息が新たに確認された．これによって未確認種も
含め，少なくとも５種のコウモリが同市から記録さ
れたことになった．
ウサギコウモリは北海道北部では森林内で捕獲さ

れるほか，廃線となったトンネル，学校などの建造
物内で単独個体や，時に繁殖コロニーが確認される
ことがある（佐藤，未発表）．今回，捕獲による本
種の確認はできなかったが，今後は民家に近い場所
など，環境の異なる場所においても丹念に調査を実
施していくことで，新たな確認が得られる可能性も
あると思われた．
その一方，合計４日間の捕獲調査で１種２個体の

コウモリのみが捕獲されたに過ぎず，BDの反応が
増幌地区周辺ではほとんど得られなかったことか
ら，利尻・豊富・猿払などの近隣の町村における状
況と比較して，これらの地域におけるコウモリの生
息密度や多様性が低いことが想像された．表２は，
2011 年における利尻島沓形，稚内市開運，稚内市
声問，稚内市沼川の４か所の日平均気温，最高気温，
最低気温を示し（気象庁，2012），同じ道北地域で
もそれぞれの地域間での差があることがわかる．海
に近い地域では比較的気温が高く，寒暖の差も少な
いが，沼川などの内陸では気温が低く，寒暖の差も
大きい．増幌地区は，声問と沼川の中間の位置にあ
たる．このような気温の例のみならず，これら同じ

表２．利尻島および稚内市における 2011 年の気温

日平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃）

利尻（沓形） 7.6 28.3 -11.5

稚内（開運） 7.3 27.9 -11.4

稚内（声問） 6.4 29.0 -19.5

稚内（沼川） 5.6 29.2 -26.0

図１．2007 年に増幌地区で保護されたウサギコウモリ（撮影：佐
藤治義さん）．
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道北北部の隣接地域同士でも，地域の森林の発達の
歴史，餌資源などの環境の差のほか，調査期間や方
法の違いなどによっても各地のコウモリ相の解明・
評価は大きく影響を受けるはずである．今後も丹念
に調査を行い，地元における情報収集を積み重ねる
ことで，各地域のコウモリ相のさらなる解明が進む
とともに，北海道北部のコウモリの分布や生息状況
の差がどのような要因によって影響されてきたのか
解明されることに期待したい．

参考文献
気象庁，2012．過去の気象データ検索．http://
www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.
php，2012 年 10 月 13 日引用．

佐藤雅彦，2002．稚内と豊富におけるコテングコ
ウモリの記録．利尻研究，(21): 1-2．

佐藤雅彦，2012．稚内市におけるヒナコウモリ属
の観察記録．利尻研究，(31): 35-38．

佐藤雅彦・前田喜四雄・赤澤　泰，2001．豊富町

と幌延町におけるコウモリ類の分布．利尻研究，
(20): 23-28．

佐藤雅彦・美土路建・疋田英子・前田喜四雄，
2003．稚内市におけるコウモリ類の分布．利尻
研究，(22): 13-22.．

佐藤雅彦・村山良子・前田喜四雄，2006．猿払村
のコウモリ類の分布．利尻研究，(25): 37-45．

佐藤雅彦・村山良子・佐藤里恵，2012．苫前町に
おけるコウモリ類の分布．利尻研究，(31): 19-
26．

佐藤雅彦・村山良子・出羽　寛・福井　大・佐藤里
恵・清水省吾・村山美波・前田喜四雄，2011．
音威子府村におけるコウモリ類の分布．利尻研
究，(30): 35-44．

Ohdachi, S. D., Y. Ishibashi, M. A. Iwasa & T. 
Saitoh (eds.), 2009. The Wild Mammals of 
Japan. Shoukadoh Book Sellers and the Mam-
malogical Society of Japan. 544pp. 
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ベニバト Streptopelia tranquebarica は，チベッ
ト，中国，台湾，ミャンマー，タイ，インドネシ
ア，フィリピンなどの狭い地域に分布するハト科の
一種であり，基本的に渡りはしないが，北方に生息
するものは冬期間稀に暖かな地域に移動する（日本
鳥類目録編集委員会，2000）．日本には数少ない旅
鳥や冬鳥として渡来し，本州中部以西の各地で記録
され，九州や南西諸島では毎年記録されている（真
木，2000）．
筆者は，1987 年 11 月 11 日に利尻町沓形の見返

台園地に向かう町道の標高 140m付近で本種の雄
１羽が採餌するのを観察したが，その時は写真撮影
が出来ず，簡易な観察報告をしているのみであった
（小杉，1988）．しかし，この観察記録は利尻島並
びに北海道では，初めての観察記録であった（藤巻，
2010）．今回，25 年振りに利尻島でベニバトを再
び確認したので報告する．
2012 年 9月 8日午後 2時頃，利尻島の北西部ポ

ロフンベの海岸沿いを通る町道脇のシロヨモギが生
える地面から，この時季には見慣れない茶色の鳥が
飛び立ち，近くの岩に後ろ向きで止まったのを双眼
鏡で確認したが，直ぐに飛んでしまった．
身体のサイズやコントラストから，イソヒヨドリ

利尻島におけるベニバト Streptopelia tranquebarica の観察記録

小杉和樹

〒097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字富士見町

Observation Records of Red Turtle Dove from Rishiri Island, Northern Hokkaido

Kazuki KOSUGI

Fujimi-cho, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan

Abstract. A Red Turtle Dove, Streptopelia tranquebarica was observed at the Porofunbe, northe western 
area of Rishiri Island, northern Hokkaido on September 8, 2012. This is the second record of the species 

from Rishiri Island. 

Monticola solitarius とも思ったが，尾羽の先端と
外側が白く見えたのと飛翔はハトのものであった．
その後，やや遠くの電線に止まり，頭部が灰色でそ
の他の部分は，やや赤みを帯びた茶色なのが確認で
き，これらを総合してみてみると，ハトの仲間でサ
イズと色からするとベニバトのようであった．近づ
いて観察しようとしたが，同じように電線に止ま
るキジバト Streptopelia orientalis とともに飛び立
ち，南方に飛んだのを追いかけたが，見失ってしまっ
た．
翌 9月 9 日午前 9時頃から前日の場所を何度も

探したが見つからず，沓形までの海岸線沿いの道路

Figure 1. Streptopelia tranquebarica observed on 
September 9, 2012.
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脇や 1987 年の時に観察した見返台車道線も探した
が，見つからなかった．その後，一旦探索を中止し，
午後 1時から再度ポロフンベの海岸に行き，前日
に観察した付近まで行くと，地上で採餌するその鳥
がいて，双眼鏡で観察することができ，ベニバトで
あることを確認した．
本種の雄は，背と翼上面が赤みのある紫褐色で，

ハト科の中では他に似た羽色の種はなく，雌雄も明
らかな違いがあることから，今回観察されたのはベ
ニバトの雄で，大雨覆いの先端部が汚白色であるこ
とから，若鳥であった．
なお，利尻島で観察される一月半程前の 7月 30

日に，天売島で初めてベニバトが観察された（2012
年８月 14 日付け北海道新聞）が，天売島で記録さ
れた個体は雄の成鳥であり，同時期に複数の個体が
北海道北部の島嶼に飛来したということと，どちら
も観察時期が春秋の渡り時期ではなく，夏期であっ

たことは特筆すべきことである．本種の南側分布域
の一部がキジバトの分布域と重なっているので，北
上するキジバト群と行動を共にして，北海道北部に
やってきたまま夏を過ごしたことも推測される．
本種は，その後，9月 10 日まで同場所で観察さ

れた．

参考文献
藤巻裕蔵，2010．北海道鳥類目録改訂３版．帯広
畜産大学野生動物管理学研究室．74pp．

小杉和樹，1988．利尻島の鳥．利尻研究，(7): 45-
54．

日本鳥類目録編集委員会，2000．日本鳥類目録．
改訂第６版．日本鳥学会．京都．345pp．

真木広造・大西敏一，2000．日本の野鳥 590．平
凡社．654pp．
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シロフクロウNyctea scandiaca は，北極圏のツ
ンドラ地帯で繁殖し，日本には冬鳥として渡来し，
北海道一円で記録されているが（日本鳥類目録編集
委員会，2000），特に北海道北部での観察記録が多
い（河井ほか，2003）．
これまでに利尻島では，1986 年 11 月 16 日，利

尻富士町鬼脇字清川の道路脇で保護されたのち釧
路動物園に送られた雌成鳥の保護記録１例があった
が，2012 年９月 15 日に保護の 2例目が記録され
たので報告する．更に，その 2週間後に野外で野
生状態も観察されたのであわせて報告する．
シロフクロウが保護されたのは，2012 年 9 月

15 日の午前 6時半頃で，利尻島の南西部蘭泊の道
路脇に設置された建設会社のプレハブ事務所の入り
口前であった．建設会社社員が出勤すると，プレハ
ブ事務所の入り口付近にシロフクロウがいて邪魔に
なるので，追い払ったが飛べず，カラスに襲撃され
そうな様子だったので，作業員に捕まえてもらい，
段ボール箱に入れて沓形駐在所に届けた．その後，

利尻島におけるシロフクロウNyctea scandiaca の保護と観察記録

小杉和樹 1)・山澤玉木 2)・佐藤雅彦 3)

1) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字富士見町
2) 〒 097-0101　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町

3) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館

Two Records of Snowy Owl from Rishiri Island, Northern Hokkaido

Kazuki KOSUGI1), Tamaki YAMAZAWA2) and Masahiko SATÔ3)

1)Fujimi-cho, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan
2)Sakaemachi, Oshidomari, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0101 Japan

3)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan

Abstract. An emaciated male Snowy Owl, Nyctea scandiaca, was rescued in southwestern Rishiri Island, 

northern Hokkaido on September 15, 2012. Another Snowy Owl was observed at the oshidomari-pon-

yama, northern Rishiri Island, northern Hokkaido on September 29, 2012.

沓形駐在者から連絡を受けた筆者の一人である小杉
が引き取りに行き，筆者の一人で傷病鳥獣保護対策
協力者でもある佐藤とともに外観上の異常がないか
確認したが，怪我をしている様子は無いものの，風
切羽及び尾羽の先端は摩耗と傷みが激しく，非常に
痩せている状態であったため，佐藤の自宅へ運び，
ケージで強制給餌を試みながら安静にすることとし
た．しかし，その夕方には，立位を保つことが出来
なくなり落鳥した．
保護した個体は横班がほとんど無いことと全身が

汚白色であったことから，雄の若鳥であった．落鳥
直後の体重は 918g で標準的な個体の 70％程度し
かなかった．なお，本個体は佐藤が仮標本にして
利尻町立博物館に収蔵（標本番号：RTMB478）し
た．その際，各部位の計測を行い，全長 686mm，
尾長 200mm，露出嘴峯長 26.5mm，最大翼長
375mm，跗蹠長 36.0mmの計測値が得られた．こ
の計測値を山階（1941）に記載されている計測値
と比較すると，全長及び跗蹠長は比較出来なかった
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が，翼長及び尾長は雄の範囲のものであった．
次に，野外で野生の状態でシロフクロウを観察し

たのは，筆者の一人である山澤が 2012 年９月 29
日に鴛泊ポン山の遊歩道をトレッキンガイドしてい
る時であった．午前 10時頃，標高 380m程の地点
で，先を行く同行者から珍しい鳥がいると知らさ
れ，見てみると針葉樹林帯の遊歩道の真ん中にシロ
フクロウがいた．警戒した様子で観察者の方向を見
て，５mほどの距離に近づくと，遊歩道を数メー
トル飛び，止まっては振り返るのを何度か繰り返
し，北東側に飛び去った．観察された個体は，黒い
横縞が多数あることから雌で，全身の白と横縞の黒
いコントラストが明確であるものの，横斑の太さか
ら，若鳥であった．
これまで，北海道北部の島嶼におけるシロフクロ

ウの記録は，天売島及び礼文島からもあり（寺沢，
2000；宮本，2010），天売島では 12月から 3月，
礼文島では９月から 12 月に記録されている．北海
道大雪山系トムラウシ山周辺では夏期にも観察され
ている（河井ほか，2003）ことから，北海道北部

における冬季以外の記録は大雪山系トムラウシ山周
辺で観察されている個体群の漂鳥例である可能性も
考えられる．
本報告にあたり，シロフクロウを保護していただ

いた多賀大輔氏，トレッキングガイドに同行してシ
ロフクロウの存在に気付き，知らせてくれた岡本澄
男氏に心から感謝申し上げる．

参考文献
河井大輔・川崎康弘・島田明英，2003. 北海道野鳥
図鑑．亜璃西社．札幌．399pp．

日本鳥類目録編集委員会，2000．日本鳥類目録．
改訂第６版．日本鳥学会，京都．345pp．

宮本誠一郎，2010．礼文島の野鳥．レブンクル自
然館．自刊．

寺沢孝毅，2000．天売島における月別鳥類出現リ
スト．144-149pp．寺沢孝毅（編）．北海道　島
の野鳥．北海道新聞社．札幌．

山階芳麿，1941．日本の鳥類と其生態第２巻．岩
波書店．東京．1080pp．

Figures 1-2. Nyctea scandiaca. 1. A male rescued on September 15, 2012; 2. A female observed on September 29, 2012.

1 2
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2012 年 8 月に利尻島（8 日），礼文島（9 日～
11日），奥尻島（21日～ 23日）において植物相調
査を行った．この際に確認された外来植物を過去の
文献資料などと対比し，天売・焼尻島における過去
の調査とあわせて表１の目録として報告する．今回
の調査は利尻島が 1日，礼文島が 3日，奥尻島が
3日と調査日数も違うため確認総数に違いが出てい
る．
筆者による調査は，利尻島は 1999 年 7 月 26 日

～ 28 日（27 日は利尻山登山）から 13 年ぶり，礼
文島は 2002 年 8 月 16 日～ 17 日，9 月 21 日～
23 日から 10 年ぶり，奥尻島は 2001 年 7 月 11 日
～ 12 日から 11 年ぶりであった．前回の利尻島調
査では 16 科 44 種，礼文島では 25 科 100 種，奥
尻島では 15 科 52 種の確認であったが，今回調査
で利尻島は 25 科 77 種（9 科 33 種増加），礼文島
は 31 科 136 種（6科 36 種増加），奥尻島は 25 科
84 種（10 科 32 種増加）とそれぞれの島で 30 種
以上増加した．基本的に標本の採集は行なっていな
い．

利尻島・礼文島・天売島・焼尻島・奥尻島の外来植物目録

五十嵐　博

〒066-0066　北海道千歳市大和２丁目４番 13号　北海道野生植物研究所

Checklist of Naturalized Plants from Rishiri Island, Rebun Island, Teuri Island, 
Yagishiri Island and Okushiri Island

Hiroshi IGARASHI

Wild Plant Research Institute, 2-4-13, Yamato, Chitose, 066-0066 JAPAN

Abstract. A checklist of naturalized plants from five offshore islands of Hokkaido is presented on the basis 

of past literature and investigations in 2003 and 2012 by the author. The number of recognized species 

per island is 124 for Rishiri Is., 154 for Rebun Is., 84 for Teuri Is., 79 for Yagishiri Is. and 137 for Okushiri 

Island. It appears that the difference in recognized species numbers between these islands depends chiefly 

on period and season of investigation at each island. 

天売島は 2002 年 5 月 5日および 2003 年 6 月 7
日～ 8 日調査で 23 科 60 種，焼尻島は 2003 年 6
月 6 日調査で 19 科 57 種の確認が過去の調査結果
であり，調査時期が早い点と調査回数が少ないため
確認総数は他の島と比べ少ない結果である．
参考とした各種文献は参考文献に整理した．利尻

島では舘脇（1941），松野（1984）などの報告後，
利尻研究の各号に多くの報告があり，礼文島では舘
脇（1934），松野（1984）などの報告後，宮本（2006，
2007）など，天売島では竹内（1971），焼尻島で
は志田ほか（2006），奥尻島では奥尻町教育委員会
（2008），丹羽（2010）などの報告から外来植物
を拾い出した．一部，見解の相違で文献では外来種
判断していない種もあるが最新の筆者の見解で削除
したものや採用したものを含んでいる．例として
は，奥尻町教育委員会（2008）の写真は間違いが
多いため同定した種を採用している．今回，アキグ
ミなど本来は在来種であるものを移入種として扱っ
た点である．また，マメ科のクスダマツメクサの報
告があるがテマリツメクサとの誤認の可能性，トゲ
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ヂシャの報告があるがマルバトゲヂシャとの誤認な
ど気になる点も多く含んでいる．
本目録は環境庁植物目録（1987）に準じて配列
し，その後の学名，和名の変更などに応じてコード
ナンバーを新たに作成しているが，和名，学名など
は基本的に清水（2003）を基準とし一部は他の文
献も参考としている．
表の配列は，分類群，科名，環境省コードナン
バー，和名，別名，学名，島別確認の順とした．灰
色に塗りつぶされた環境省コードナンバーは植栽か
らの逸出の可能性種を示し，●印は筆者の確認種，
○印は各種文献からの採用種である．
天売島，焼尻島を除く３島は偶然にも 10 年～
13 年ぶりの調査となった．前回見逃した可能性が
あるものの新しい確認が相次いだ．この中で前回調
査後に各種文献で報告のない種としては利尻島の森
林公園内で確認したセイヨウニガナ（道内２例目）
は特筆すべき種と思われた．本種は種子吹き付けな
ど緑化工事に起因するものと判断された．
今回の調査と各種文献を合計した外来植物の確認
数は植物目録に示す利尻島 124種，礼文島 155種，
天売島84種，焼尻島79種，奥尻島137種となった．
過去の文献などを加えた確認総数では礼文島が最
も多い．次いで奥尻島となる．開発の歴史性なのか
放牧などが過去にあったためか原因は不明である．
外来植物にはキク科やイネ科が多く，それらの確認
時期は夏から秋に多いのが一般的である．このため
春調査を行った天売島，焼尻島の確認総数は他の島
と比べ少ない結果である．
舘脇（1934）の礼文島ではソバカズラ，ツルタデ，
ヒメスイバ，ナガバギシギシ，ハコベ，カザ，オゲ
イトウ，ムラサキツメクサ，シロツメクサ，ジャコ
ウアオイ，メマツヨイグサ，ヘラオオバコ，ヒメム
カシヨモギ，コシカギク，ノボロギク，オニノゲシ，
タンポポ類，コヌカグサ，マカラスムギ，カモガヤ，
オオウシノケグサ，クサヨシ，オオアワガエリ，ナ
ガハグサの 24種の外来植物が掲載されていた．
舘脇（1941）の利尻島では前記種以外にシロザ，
ウラジロアカザ，ヤマゴボウ，ツキミセンノウ，ム
シトリナデシコ，オオナズナ，セイヨウワサビ，オ

オマツヨイグサ，タチイヌノフグリ，キクイモ，ア
カミノタンポポ，セイヨウタンポポなど 31 種が掲
載されていた．1934 年，1941 年当時は利尻島の
方が外来植物は多かったのであろうか．
丹羽（2010b）にもあるように奥尻島の場合は災
害復旧後の工事などが主原因と思われた．礼文島で
の確認総数が多い理由は調査時期，調査日数が多い
点などが原因の一つであろう．目録を比較して見る
と５島全てで確認される種や島によって確認種にむ
らがあることが判明した．芝生関連の導入の原因が
第一であろうが，五十嵐・小杉（2012）で書いた
ヤブボロギクのように移入原因が不明なものも多
い．
五十嵐（2000）でも書いたが法面緑化に在来自
然工法と称した偽の外来種緑化が各所で行われてお
り，マメ科，キク科などの外来植物がイネ科と混在
して各所で確認された．今回の奥尻島調査では災害
復旧法面などを十分に調査出来なかったのでキク
科，イネ科などの外来植物をかなり見逃していると
思われる．
確認総数の違いは滞在日数や調査時期の違いによ
るものが第一の原因であると思われた．自然度の高
い離島において今後気になるのは緑化工事などによ
る新たな種の導入と近年流行のガーデニングブーム
による園芸植物の逃げ出しなどである．利尻島，礼
文島，奥尻島での確認であるが，アラゲハンゴンソ
ウ（キヌガサギク）は園芸種起源の大型の庭に植え
た種の逸出であった．今後，季節を変えて再調査を
行いたいと考えている．
調査に当たっては利尻島の佐藤雅彦氏，礼文島の
宮本誠一郎氏などに現地調査でお世話になった．資
料に関しては丹羽真一氏から奥尻島の資料を，松井
洋氏からは礼文島，利尻島の資料を借用出来たので
ここに記してお礼申し上げます．
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te
nt
ill
a 
no
rv
eg
ica

○
●

○
66

26
17
5

ス
モ
モ

Pr
un

us
 sa

lic
in
a

○
67

マ
メ

28
26
5

イ
タ
チ
ハ
ギ

:ク
ロ
バ
ナ
エ
ン
ジ
ュ

､ロ
シ
ヤ
ハ
ギ

Am
or
ph
a 
fru

tic
os
a

●
●

68
28
56
5

エ
ニ
シ
ダ

Cy
tis
us
 sc

op
ar
iu
s

○
●

69
29
17
0

マ
ル
バ
ハ
ギ

Le
sp
ed
ez
a 
cy
rto

bo
try

a
●

70
29
38
5

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ヤ
コ
グ
サ

Lo
tu
s c

or
ni
cu
la
tu
s

●
71

29
39
8

ル
ピ
ナ
ス

:タ
ヨ
ウ
ハ
ウ
チ
ワ
マ
メ

､ノ
ボ
リ
フ
ジ

､シ
ュ
ッ
コ
ン
ル
ピ
ナ
ス

Lu
pi
nu

s p
ol
yp
hy
llu
s

●
●

72
29
44
0

コ
メ
ツ
ブ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ

M
ed
ica

go
 lu

pu
lin

a
●

73
29
47
0

ム
ラ
サ
キ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ

:ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

､ 
ル
ー
サ
ン

M
ed
ica

go
 sa

tiv
a

●
●

●
74

29
74
0

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ

:ニ
セ
ア
カ
シ
ア

､ア
カ
シ
ア

､イ
ヌ
ア
カ
シ
ア

Ro
bi
ni
a 
ps
eu
do
ac
ac
ia

○
●

●
○

●
75

29
82
3

テ
マ
リ
ツ
メ
ク
サ

Tr
ifo

liu
m
 a
ur
eu
m

●
●

76
29
82
4

ク
ス
ダ
マ
ツ
メ
ク
サ

:ホ
ッ
プ
ク
ロ
ー
バ
ー

､ホ
ッ
プ
ツ
メ
ク
サ

､カ
ラ
ハ
ナ
ツ

メ
ク
サ

Tr
ifo

liu
m
 c
am

pe
str

e
○

77
29
82
5

コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ

:キ
バ
ナ
ツ
メ
ク
サ

Tr
ifo

liu
m
 d
ub
iu
m

○
78

29
83
0

タ
チ
オ
ラ
ン
ダ
ゲ
ン
ゲ

:タ
チ
ツ
メ
ク
サ

､ア
ル
サ
イ
ク
ク
ロ
ー
バ
ー

Tr
ifo

liu
m
 h
yb
rid

um
●

●
●
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科
名

環
コ
ー
ド

和
  名

：
別
　
名

学
 名

利
尻
島

礼
文
町

天
売
島

焼
尻
島

奥
尻
島

79
マ
メ

29
85
0

ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ

:ア
カ
ツ
メ
ク
サ

､レ
ッ
ド
ク
ロ
ー
バ
ー

Tr
ifo

liu
m
 p
ra
te
ns
e

●
●

●
●

●
80

29
85
1

シ
ロ
バ
ナ
ア
カ
ツ
メ
ク
サ

:セ
ッ
カ
ツ
メ
ク
サ

Tr
ifo

liu
m
 p
ra
te
ns
e 
f. 
al
bi
flo
ru
m

●
81

29
86
0

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

:オ
ラ
ン
ダ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ

､オ
ラ
ン
ダ
ゲ
ン
ゲ

､ホ
ワ
イ
ト
ク

ロ
ー
バ
ー

Tr
ifo

liu
m
 re

pe
ns

●
●

●
●

●
82

29
86
1

モ
モ
イ
ロ
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

Tr
ifo

liu
m
 re

pe
ns
 f.
 ro

se
um

●
83

30
10
0

ビ
ロ
ー
ド
ク
サ
フ
ジ

:シ
ラ
ゲ
ク
サ
フ
ジ

､ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ

Vi
cia

 v
ill
os
a 
ss
p.
 v
ill
os
a

○
84

30
10
5

ナ
ヨ
ク
サ
フ
ジ

Vi
cia

 v
ill
os
a 
ss
p.
 v
ar
ia

●
85

30
25
0

フ
ジ

:ノ
ダ
フ
ジ

W
ist
er
ia
 fl
or
ib
un

da
●

●
●

●
86

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

30
94
5

コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ

Ch
am

ae
sy
ce
 m

ac
la
ta

○
●

87
カ
エ
デ

32
67
5

ネ
グ
ン
ド
カ
エ
デ

:ト
ネ
リ
コ
バ
ノ
カ
エ
デ

Ac
er
 n
eg
un

do
○

88
ア
オ
イ

35
32
6

タ
チ
ア
オ
イ

Al
th
ae
a 
ro
se
a

●
●

○
●

89
35
40
0

ギ
ン
セ
ン
カ

Hi
bi
sc
us
 tr
io
nu

m
○

90
35
40
5

ジ
ャ
コ
ウ
ア
オ
イ

M
al
va
 m

os
ch
at
a

●
●

●
91

35
40
6

ゼ
ニ
バ
ア
オ
イ

M
al
va
 n
eg
lec

ta
●

○
92

35
41
6

ゼ
ニ
ア
オ
イ

M
al
va
 sy

lv
es
tri
s

○
93

35
41
7

フ
ユ
ア
オ
イ

M
al
va
 v
er
tic
ill
at
a

○
94

グ
ミ

36
08
0

ア
キ
グ
ミ

El
ae
ag
nu

s u
m
be
lla
ta

●
●

●
95

ス
ミ
レ

36
73
4

ニ
オ
イ
ス
ミ
レ

Vi
ol
a 
od
or
at
a

●
96

36
91
4

ス
ノ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
（
ア
メ
リ
カ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
）

Vi
ol
a 
so
ro
ria

 c
vs
. S

no
w
 P
rin

ce
ss

○
97

ミ
ソ
ハ
ギ

37
51
0

ミ
ソ
ハ
ギ

Ly
th
ru
m
 a
nc
ep
s

●
98

ア
カ
バ
ナ

38
15
0

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

Oe
no
th
er
a 
bi
en
ni
s

●
●

●
●

●
99

38
16
6

オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

Oe
no
th
er
a 
gl
az
io
vi
an

a
●

○
●

●
10
0

38
18
5

ヒ
ナ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

Oe
no
th
er
a 
pe
re
nn

is
○

10
1
セ
リ

38
75
5

イ
ワ
ミ
ツ
バ

Ae
go
po
di
um

 p
od
ag
ra
ia

●
10
2

39
46
5

ノ
ラ
ニ
ン
ジ
ン

Da
uc
us
 c
ar
ot
a 
ss
p.
 sa

tiv
us

●
●

●
10
3
サ
ク
ラ
ソ
ウ

42
89
5

コ
バ
ン
コ
ナ
ス
ビ

:ヨ
ウ
シ
ュ
コ
ナ
ス
ビ

Ly
sim

ac
hi
a 
nu

m
m
ul
ar
ia

●
10
4
キ
ョ
ウ
チ
ク
ソ
ウ

45
23
1

ツ
ル
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ

Vi
nc
a 
m
aj
or

●
●

●
10
5

45
23
2

ヒ
メ
ツ
ル
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ

Vi
nc
a 
m
in
or

●
○

10
6
ア
カ
ネ

46
09
5

ト
ゲ
ナ
シ
ム
グ
ラ

Ga
liu
m
 m

ol
lu
go

●
10
7
ハ
ナ
シ
ノ
ブ

47
00
3

シ
バ
ザ
ク
ラ

:ハ
ナ
ツ
メ
ク
サ
、
モ
ス

･フ
ロ
ッ
ク
ス

Ph
lo
x 
su
bu
la
ta

○
10
8
ム
ラ
サ
キ

47
44
2

ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

:ワ
ス
ル
ナ
グ
サ

､シ
ン
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

M
yo
so
tis
 a
lp
es
tri
s

○
○

○
10
9

47
44
5

ノ
ハ
ラ
ム
ラ
サ
キ

:ノ
ハ
ラ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

M
yo
so
tis
 a
rv
en
sis

●
●

●
●

○
11
0

47
53
5

ヒ
レ
ハ
リ
ソ
ウ

:コ
ン
フ
リ
ー

Sy
m
ph
yt
um

 o
ffi
cin

al
e

●
●

●
●

●
11
1
シ
ソ

48
41
0

チ
シ
マ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

:イ
タ
チ
ジ
ソ

Ga
leo

ps
is 
bi
fid
a

●
●

11
2

48
41
1

シ
ロ
バ
ナ
チ
シ
マ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

Ga
leo

ps
is 
bi
fid
a 
f. 
al
ba

●
11
3

48
41
5

コ
バ
ノ
カ
キ
ド
オ
シ

:セ
イ
ヨ
ウ
カ
キ
ド
オ
シ

Gl
ec
ho
m
a 
he
de
ra
ce
a 
ss
p.
 h
ed
er
ac
ea

●
○

11
4

48
50
5

モ
ミ
ジ
バ
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

La
m
iu
m
 h
yb
rid

um
●

11
5

48
50
6

フ
イ
リ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

La
m
iu
m
 m

ac
ul
at
um

●
11
6

48
52
0

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

La
m
iu
m
 p
ur
pu
re
um

○
●

11
7

48
68
5

オ
ラ
ン
ダ
ハ
ッ
カ

:ス
ペ
ア
ミ
ン
ト

､ミ
ド
リ
ハ
ッ
カ

M
en
th
a 
sp
ica

ta
 v
ar
. c
ris
pa

○
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N
o.

科
名

環
コ
ー
ド

和
  名

：
別
　
名

学
 名

利
尻
島

礼
文
町

天
売
島

焼
尻
島

奥
尻
島

11
8
シ
ソ

48
79
5

ハ
ナ
ハ
ッ
カ

:オ
レ
ガ
ノ

Or
ig
an

um
 v
ul
ga
re

●
11
9

48
79
7

シ
ソ

:ア
カ
ジ
ソ

Pe
ril
la
 fr
ut
es
ce
ns
 v
ar
. a

cu
ta
 f.
 a
cu
ta

●
○

12
0
ナ
ス

49
53
5

オ
オ
セ
ン
ナ
リ

Ni
ca
nd

ra
 p
hy
sa
lo
de
s

○
12
1

49
56
0

ホ
オ
ズ
キ

Ph
ys
al
is 
al
ke
ck
en
gi
 v
ar
. f
ra
nc
he
tii

●
12
2

49
74
0

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

So
la
nu

m
 n
ig
ru
m

●
●

○
●

12
3
ナ
ス

49
74
3

ケ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

So
la
nu

m
 sa

rr
ac
ho
id
es

○
12
4
フ
ジ
ウ
ツ
ギ

49
80
0

チ
チ
ブ
フ
ジ
ウ
ツ
ギ

Bu
dd
lej
a 
da
vi
di
i

○
12
5
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

49
83
5

ツ
タ
バ
ウ
ン
ラ
ン

:ツ
タ
カ
ラ
ク
サ

Cy
m
ba
la
ria

 m
ur
al
is

●
●

12
6

49
85
5

ジ
キ
タ
リ
ス

:キ
ツ
ノ
ノ
テ
ブ
ク
ロ

Di
gi
ta
lis
 p
ur
pu
re
a

○
○

●
12
7

50
19
0

ホ
ソ
バ
ウ
ン
ラ
ン

:ホ
ザ
キ
ウ
ン
ラ
ン

､セ
イ
ヨ
ウ
ウ
ン
ラ
ン

Li
na

ria
 v
ul
ga
ris

○
●

12
8

51
25
5

モ
ウ
ズ
イ
カ

:ニ
ワ
タ
バ
コ

Ve
rb
as
cu
m
 b
la
tta

ria
●

12
9

51
25
6

シ
ロ
バ
ナ
モ
ウ
ズ
イ
カ

:エ
サ
シ
ソ
ウ

Ve
rb
as
cu
m
 e
ru
be
sc
en
s

●
13
0

51
26
0

ビ
ロ
－
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ

:ア
イ
ヌ
タ
バ
コ

､ニ
ワ
タ
バ
コ

Ve
rb
as
cu
m
 th

ap
su
s

●
○

●
13
1

51
28
0

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

Ve
ro
ni
ca
 a
rv
en
sis

●
●

●
●

●
13
2

51
42
0

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

Ve
ro
ni
ca
 p
er
sic

a
○

●
●

●
●

13
3

51
44
5

コ
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ

Ve
ro
ni
ca
 se

rp
yl
lif
ol
ia
 ss

p.
 se

py
lli
fo
lia

●
○

13
4
ノ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ

51
64
0

キ
リ

Pa
ul
ow

ni
a 
ta
m
en
to
sa

○
●

13
5
オ
オ
バ
コ

52
38
0

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ

Pl
an

ta
go
 la

nc
eo
la
ta

●
●

●
●

●
13
6

52
38
5

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
バ
コ

:オ
ニ
オ
オ
バ
コ

Pl
an

ta
go
 m

aj
or

●
●

●
13
7
ス
イ
カ
ズ
ラ

53
49
0

ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ

W
ei
ge
la
 c
or
ae
en
sis

○
●

13
8
キ
キ
ョ
ウ

54
04
0

ソ
バ
ナ

:マ
ル
バ
シ
ャ
ジ
ン

Ad
en
op
ho
ra
 re

m
ot
ifl
or
a

●
13
9

54
21
5

ハ
タ
ザ
オ
キ
キ
ョ
ウ

:カ
ン
パ
ヌ
ラ

Ca
m
pa
nu

la
 ra

pu
nc
ul
oi
de
s

●
14
0
キ
ク

54
45
6

セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ

:ヤ
ロ
ー

Ac
hi
lle
a 
m
ill
ef
ol
iu
m

○
●

14
1

54
58
0

ブ
タ
ク
サ

Am
br
os
ia
 a
rte

m
isi
ae
fo
lia

●
14
2

54
70
6

カ
ミ
ツ
レ
モ
ド
キ

:シ
ロ
カ
ミ
ツ
レ

An
th
em

is 
co
tu
la

○
○

14
3

54
70
9

ゴ
ボ
ウ

:ノ
ラ
ゴ
ボ
ウ

Ar
ct
iu
m
 la

pp
a

●
●

●
●

●
14
4

54
86
5

ヨ
モ
ギ

:カ
ズ
サ
ヨ
モ
ギ

Ar
te
m
isi
a 
in
di
ca
 v
ar
. m

ax
im
ow

icz
ii

●
●

●
14
5

54
96
5

ヒ
メ
ヨ
モ
ギ

Ar
te
m
isi
a 
la
nc
ea

●
○

14
6

55
02
0

ヤ
ブ
ヨ
モ
ギ

:ブ
ン
ゴ
ヨ
モ
ギ

Ar
te
m
isi
a 
ru
br
ip
es

●
14
7

55
02
5

イ
ワ
ヨ
モ
ギ
（
外
来
タ
イ
プ
）

Ar
te
m
isi
a 
sa
cr
or
um

●
14
8

55
39
6

ネ
バ
リ
ノ
ギ
ク

:ア
メ
リ
カ
シ
オ
ン

As
te
r n

ov
ae
-a
ng
lia
e

○
14
9

55
39
7

ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク

:シ
ノ
ノ
メ
ギ
ク

､メ
リ
ケ
ン
コ
ン
ギ
ク

As
te
r n

ov
i-b

elg
ii

●
○

●
○

15
0

55
42
5

ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ

As
te
r s

av
at
ie
ri

●
15
1

55
52
4

ヒ
ナ
ギ
ク

:デ
ー
ジ
ー

Be
lli
s p

er
en
ni
s

●
●

●
●

●
15
2

55
57
0

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

:セ
イ
タ
カ
ウ
コ
ギ

Bi
de
ns
 fr
on
do
sa

○
●

●
15
3

-
シ
ロ
ム
シ
ョ
ケ
ギ
ク

Ch
ry
sa
nt
he
m
um

 c
in
er
ar
ia
ef
ol
iu
m

○
15
4

-
ア
カ
ム
シ
ョ
ケ
ギ
ク

Ch
ry
sa
nt
he
m
um

 c
oc
cin

eu
m

○
15
5

-
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
ギ
ク

Ch
ry
sa
nt
he
m
um

 n
ip
po
ni
cu
m

○
15
6

56
06
9

キ
ク
ニ
ガ
ナ

:チ
コ
リ
ー

Ci
ch
or
iu
m
 in

tｙ
bu
s

●
15
7

56
09
5

セ
イ
ヨ
ウ
ト
ゲ
ア
ザ
ミ

:カ
ナ
ダ
ア
ザ
ミ

Ci
rs
iu
m
 a
rv
en
se

●
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N
o.

科
名

環
コ
ー
ド

和
  名

：
別
　
名

学
 名

利
尻
島

礼
文
町

天
売
島

焼
尻
島

奥
尻
島

15
8
キ
ク

57
03
5

セ
イ
ヨ
ウ
オ
ニ
ア
ザ
ミ

:ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ

､ヒ
レ
オ
ニ
ア
ザ
ミ

､ア
メ
リ

カ
ヒ
レ
ア
ザ
ミ

Ci
rs
iu
m
 v
ul
ga
e

●
●

●
●

●
15
9

57
05
5

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

:ゴ
イ
ッ
シ
ン
グ
サ

､テ
ツ
ド
ウ
グ
サ
、
メ
イ
ジ
ソ
ウ

Co
ny

za
 c
an

ad
en
sis

●
●

○
●

●
16
0

57
08
1

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

Co
re
op
sis
 la

nc
eo
la
ta

●
○

16
1

57
17
5

セ
イ
ヨ
ウ
ニ
ガ
ナ

Cr
ep
is 
ca
lla
ris

●
16
2

57
19
7

ヤ
ネ
タ
ビ
ラ
コ

Cr
ep
is 
te
ct
or
um

●
16
3

57
61
5

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

:ヤ
ナ
ギ
バ
ヒ
メ
ギ
ク

Er
ig
er
on
 a
nn

uu
s

●
●

●
●

●
16
4

57
64
0

ハ
ル
ジ
オ
ン

:ハ
ル
ジ
ョ
オ
ン
、
カ
ン
ザ
シ
バ
ナ

Er
ig
er
on
 p
hi
la
de
lp
hi
cu
s

○
16
5

57
65
5

ヘ
ラ
バ
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

:ヤ
ナ
ギ
バ
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

?
Er
ig
er
on
 st
rig

os
us

●
16
6

57
85
8

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク

Ga
lin

so
ga
 q
ua
dr
ira

di
at
a

○
16
7

57
93
0

エ
ダ
ウ
チ
チ
チ
コ
グ
サ

:(
タ
チ
チ
チ
コ
グ
サ

?)
Gn

ap
ha
liu
m
 sy

lv
at
icu

m
●

●
○

16
8

57
94
9

キ
ク
イ
モ

:ブ
タ
イ
モ

He
lia
nt
hu

s t
ub
er
os
us

○
●

○
●

16
9

58
06
6

ブ
タ
ナ

(タ
ン
ポ
ポ
モ
ド
キ

)
Hy

po
ch
ae
ris
 ra

di
ca
ta

●
●

●
●

●
17
0

58
45
5

ト
ゲ
チ
シ
ャ

:ア
レ
チ
ジ
シ
ャ

､ト
ケ
ジ
シ
ャ

La
ct
uc
a 
se
rr
io
la

●
●

○
17
1

58
45
6

マ
ル
バ
ト
ゲ
ヂ
シ
ャ

La
ct
uc
a 
sc
rr
io
la
 f.
 in

te
gr
ifo

lia
●

●
17
2

58
61
5

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク

Ｌ
eu
ca
nt
he
m
um

 v
ul
ga
re

●
●

●
●

●
17
3

58
71
0

コ
シ
カ
ギ
ク

:オ
ロ
シ
ャ
ギ
ク

M
at
ric

ar
ia
 m

at
ric

ar
io
id
es

●
●

●
●

○
17
4

58
87
0

フ
キ

:キ
ョ
ウ
ブ
キ

Pe
ta
sit
es
 ja

po
ni
cu
s

●
●

17
5

58
93
5

コ
ウ
リ
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はじめに
小平町は北海道北部の日本海側に位置し，その

北部に隣接する苫前町とともに東西に広がる面積
627km2，人口約 3600 人の町である．本町の東西
方向の中心には小平蘂川が流れ，その上流には小平
ダムによってできた「おびらしべ湖」があるほか，
町内にはいくつかの貯水池が見られる．小平町の中
央に位置する達布はかつて炭坑の町として知られ，
留萌から達布を結ぶ天塩鉄道が走っていたこともあ
る．西部の海岸線沿いを除く，町のおよそ３分の２
が道有林または国有林に含まれ，農地などを除いて
谷と山地が続く．
これまで同町からは大椴の内陸 8kmほどの工事

現場で 10 月に保護されたヒナコウモリの記録（佐
藤・小野，2000）が報告されている以外に，筆者
らが知る限りコウモリに関する情報は全くなかっ
た．そこで，道北北部におけるコウモリ相解明の一
環としてかすみ網およびバットディテクター（以
下，BD）を用いた調査を 2012 年に実施し，本町
のコウモリ相の解明を試みた．
調査の実施にあたり，コウモリの捕獲許可につい

小平町におけるコウモリ類の分布

佐藤雅彦 1)・村山良子 2)・佐藤里恵 1)

1) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字栄浜 142　道北コウモリ研究センター
2) 〒 098-5821　北海道枝幸郡枝幸町栄町 154　日本野鳥の会道北支部会員

Distribution of Bats in Obira, Northern Hokkaido

Masahiko SATÔ1), Yoshiko MURAYAMA2) and Rie SATO1)

1)Research Center for Bats in Northern Hokkaido, 142, Sakaehama, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan
2)Do-hoku branch, Wild Bird Society of Japan, 154, Sakae-machi, Esashi, Hokkaido, 098-5821 Japan

Abstract. A distribution study of bats was carried out in Obira-cho, northern Hokkaido in September 2012. 

Three species of bats: Rhinolophus ferrumequinum, Myotis ikonnikovi and Murina ussuriensis were record-

ed. All three species are newly recorded from Obira-cho.

ては環境省（環北地野許第 120507002 号）より許
可をいただいたほか，国有林内の調査については留
萌南部森林管理署，道有林については留萌振興局森
林室に様々な便宜を図っていただいた．前田喜四
雄氏（京都府笠置町）には全体の校閲を，Ronald 
L. Felzer 氏（Merritt College, U.S.A）には英文校
閲をお願いした．ここにお名前等を記して心から
お礼を申し上げる．なお，本稿の学名については
Ohdachi et al. (2009) に基づいて表記を行った．

調査期間，調査地および調査方法
調査は 2012 年 9 月 6日から 9月 11 日にかけて

実施された．調査期間中，日中は糞の痕跡や樋門や
トンネル内などのねぐらの探索，および調査場所の
下見を行い，夜間はかすみ網による捕獲調査を実施
するとともに，BDによる周辺地域でのコウモリの
飛翔状況を調べることに努めた．かすみ網による捕
獲調査は図 1に示す６か所で実施された．調査に
より捕獲されたコウモリは外部寄生虫の採取のほ
か，同定・計測作業を行った後，すみやかに放獣
された．また 25kHz の反応を持つコウモリの存在
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を調べるために，捕獲調査終了後，調査地から小平
市街まで車でゆっくりと走りながら，車の助手席の
調査員が BDの反応を調べた．なお，ヒメホオヒゲ
コウモリとホオヒゲコウモリの識別については，
Kondo & Sasaki （2005）に基づいて行われた．

結果
【かすみ網による捕獲調査】
かすみ網を用いた捕獲調査における調査日，場

所・緯度経度，植生を表１に，捕獲されたコウモリ
の計測値等を表２に示し，その詳細は場所ごとに以

下に記す．

１．大椴「寧楽林道」（道有林 65林班）（図 1-a）
道有林のゲート部分で，ケヤマハンノキを主体と

する広葉樹林にヤナギ類が混じる．林道に沿って小
さな渓流が流れている．かすみ網は林道をふさぐよ
うに２枚，そして林道に並行して１枚の計３枚が設
置された．天候は小雨後霧雨と悪く，調査は 18:30
から 21:12 まで行われ，BD の反応（40kHz）は
19:04 から 19:41 の間に数回あったほか，網の前
でコウモリが反転する姿も確認され，ヒメホオヒゲ

図１．調査地点．●；かすみ網による捕獲調査地点，▲；樋門調査地点，■；トンネル調査地点．BD調査は 9/7 に g-i，9/8 に h-i
までの車道上（白抜き線）において実施された．スケールは５km．

N

小平町

港町

大椴

小平

留萌市

苫前町
日
本
海

小平蘂川

小平ダム

f

g

j

h

i
c

d

e

a b



31小平町におけるコウモリ類の分布

年月日 場所 緯度経度 1) 主な植生 2)

2012.ix.6 大椴「寧楽林道」（道
有 林 65 林 班 ）（ 図
1-a）

N44°04'42.6" 
E141°46'06.7"

ケヤマハンノキ *（胸高直径 20cm），ヤナギ sp.*，ミズナラ，エゾイタヤ，
ハルニレ，クルミ sp.，クマイザサ *，オオバコ *，ヤマニガナ，イヌタデ，
ミゾソバ，オオイタドリ，ゲンノショウコ，ツルニンジン，エゾイラクサ，
イケマ，ヨブスマソウ，エゾゴマナ，ハンゴンソウ，オオアマドコロ，ア
キタブキ，ウマノミツバ，ヤブハギ，ムカゴイラクサ．

2012.ix.7 小平蘂川「川上本流
林道」（国有林 1128
林班）（図 1-b）

N44°04'58.7" 
E142°00'47.2"

ケヤマハンノキ *，ミヤマハンノキ，ヤチダモ，オニグルミ，ヤナギ sp.，
トドマツ，クマイザサ *，アキタブキ，オオイタドリ，ハンゴンソウ，オ
ニシモツケ，ヨブスマソウ，オオヨモギ，ウド，アカソ，キツリフネ，ヒ
メジョン，イヌタデ，エゾシロネ，エゾゴマナ，オオバコ，ニガウリ，ヤ
マニガナ，ミヤマトウバナ，ミズ，キツネノボタン．

2012.ix.8 下記念別・三ノ沢「三
の沢林道」（国有林
1057 林班）（図 1-c）

N44°00'42.0" 
E141°54'36.3"

ケヤマハンノキ *，ヤナギ sp.*，ハルニレ，オニグルミ，オオイタドリ *，
クマイザサ *，アキタブキ，ハンゴンソウ，ヒメジョン，ミヤマトウバナ，
アマチャヅル，イヌタデ，オニシモツケ，オオバコ，キツネノボタン，キ
ツリフネ，ヨシ，ニガウリ，ウド，オオヨモギ，ミゾソバ．

2012.ix.9 大椴「森田の沢林道」
（道有林 68林班）（図
1-d）

N44°03'35.9" 
E141°43'56.4"

ヤナギ sp.*，トドマツ *，ケヤマハンノキ，ヤマグワ，クマイザサ *，ハン
ゴンソウ，ヨシ，オオイタドリ，アキタブキ，ミゾソバ，ムカゴイラクサ，
ヤブタバコ，オニシモツケ，キンミズヒキ，ヒメジョン，ミズ，オオヨモギ，
オオタチツボスミレ，エゾシロネ，ダイコンソウ sp.，エゾゴマナ．

2012.ix.10 沖内「本沖内林道」（国
有林 1023 林班）（図
1-e）

N44°00'38.3" 
E141°46'34.1"

ケヤマハンノキ *，ヤナギ sp.*，ホオノキ，オニグルミ，キハダ，ヤマグワ，
オヒョウ，ミズナラ，イタヤカエデ，クマイザサ *，オオイタドリ *，ツル
ニンジン，ヨブスマソウ，アキタブキ，エゾゴマナ，ミヤマニガウリ，ア
メリカセンダングサ，エゾノコンギク，エゾイラクサ，ミズ，オオバコ，
ヒメジョン，ウマノミツバ，ヤマブドウ，ゲンノショウコ，オニシモツケ，
キンミズヒキ，ヤマニガナ，ツリフネソウ，ハンゴンソウ，ミゾソバ，ヨシ，
オオヨモギ，ミズヒキ，

2012.ix.11 音寧川上流「オンネ
ノ沢」（道有林 80 林
班）（図 1-f）

N44°09'22.2" 
E141°43'29.7"

イタヤカエデ *，ヤチダモ *，ホオノキ，ヤナギ sp.，ミズナラ，ハルニレ，
ケヤマハンノキ，クマイザサ *，ミゾソバ *，ミズヒキ，エゾイラクサ，ム
カゴイラクサ，ヒメジョン，クジャクシダ，ヨブスマソウ，ウマノミツバ，
ミゾソバ，オオイタドリ，アキタブキ，ハンゴンソウ，ヤブタバコ，

1)　測地系WGS84
2)　＊は優占種．

表１．捕獲調査日，場所および植生

コウモリ１個体が捕獲された．この場所は 2011 年
に苫前町でモモジロコウモリが５個体捕獲された
三渓「６線沢林道」から約６km離れた別河川にあ
たるが，同種は捕獲されなかった．気温は 20.7℃
（19:30）であった．

２．小平蘂川「川上本流林道」（国有林 1128 林班）
（図 1-b）
小平町の海岸部から最も離れた調査地点であり，

幌加内町との境界まで約 3.8kmにあたる．ケヤマ
ハンノキが主体となる広葉樹林で，調査地の林道に
は橋があり，川幅 3mほどの流れが横切る．かすみ
網はこの川をふさぐように１枚，林道上に２枚が設
置された．BD（30-40kHz）の反応は 19:20 から
20:47 まで断続的に聞かれ，ヒメホオヒゲコウモリ
１個体，コテングコウモリ１個体が捕獲された．

19:20 に林道上にかけたかすみ網付近ではキクガシ
ラコウモリ属の特徴に似た BDの反応があったが，
捕獲に至らず，その正体は不明のままとなった．調
査は 18:20 から 21:00 まで行われ，気温は 16.0℃
（19:30）であった．なお，17:00 頃に調査地の橋
の近くのオオイタドリ群落の枯葉の中で休息してい
るコテングコウモリ１個体が確認されたが（図２），
すぐに飛翔してしまい，雌雄の確認などはできな
かった．

３．下記念別・三ノ沢「三の沢林道」（国有林 1057
林班）（図 1-c）
ケヤマハンノキとヤナギ類が優占する広葉樹林

で，二股に別れる林道脇には川幅約４ｍの渓流が流
れる．かすみ網は林道をふさぐように２枚，渓流
に１枚が設置された．調査は 18:10 から 21:00 ま
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で実施され，BD の反応（40kHz）は 18:59 から
20:56 までに林道上にて断続的に確認されたが，捕
獲には至らなかった．気温は 16.7℃（19:30）であっ
た．

４．大椴「森田の沢林道」（道有林 68 林班）（図
1-d）
トドマツの植林地が隣接する林道で，すぐ脇に

川幅 08-1.0m の渓流が並行して走る．渓流周辺は
ヤナギ類が優占するが，その奥にはスギ林が植林
されている．かすみ網は林道上に２枚と川をさえ
ぎるように１枚が設置された．調査は 18:00 から
実施されたが，19:30 頃から降り出した雨がひどく
なったために 20:00 には調査を中止した．林道上
で１個体のヒメホオヒゲコウモリが捕獲されたほ
か，18:59 および 19:48 に BD（30kHz）の反応が
あったが，川では反応も捕獲もなかった．気温は
19.7℃（19:22）であった．

５．沖内「本沖内林道」（国有林 1023 林班）（図
1-e）
畑や車道脇の丘陵地にある国有林のゲート周辺

で，広場と小さな堤防が見られる．林道上はキハ
ダやオニグルミなどの様々な広葉樹が並び，川幅
2-3mの流れの部分ではケヤハハンノキとヤナギ類
が優占する．かすみ網は林道上に１枚，川をさえぎ
るように１枚が設置された．調査日は天候が雨で
18:00 から網を開くが，19:30 には雨がひどくなり
調査を中止した．林道上では BDの反応はなく，川
では網の前で反転するコウモリが１度確認されたほ
か，BD（40kHz）の反応が 19:12 および 19:18 に
あった．

６．音寧川上流「オンネノ沢」（道有林 80林班）（図
1-f）
音寧川に沿って走る林道で，調査場所では川幅約

８ｍほどの蛇行した川と林道が交差する．林道付近
ではイタヤカエデなどが優占する広葉樹林である．
かすみ網は林道上に１枚，林道から河原に降りる小
径の入口をふさぐように１枚，川の上に１枚の計
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３枚が設置された．17:30 から調査を開始したが，
19:30 頃から降り出した雨がひどくなり，20:00 に
は調査を中止した．18:45に林道上でBD（40kHz）
の弱い反応があったのみで，それ以外の反応や捕獲
はなかった．気温は 20.3℃（19:30）であった．

【トンネルおよび樋門調査】
９月８日に調査したトンネルは，道道 1048 号線

沿いに確認される旧天塩炭礦鉄道「第２トンネル」
（図１j）の留萌側の入口付近である．トンネル内
部は湿度が非常に高く，また入口付近からトンネル
内部に向かって泥土の流入・堆積が続き，壁の亀裂・
崩壊なども激しいため，入口から約 30mまでの区
間のみを調査した．トンネルの天井付近は壁の崩落
などにより，大小の凹みが多数見られ，入口付近か
ら８ｍほど入った場所の岩盤の凹みに懸垂するコウ
モリ１個体が見られた．本個体に見られた特徴的な
耳介の形態や大きさなどからキクガシラコウモリと
思われたが，発見後，すぐにトンネル内へと飛翔し
たため捕獲はできなかった．この付近の地面も泥流

などが流れ込んでおり，糞の堆積などの痕跡を調べ
ることはできず，継続的にこのトンネルを利用して
いるのかどうかについては不明であった．なお，本
個体が懸垂していた場所の気温は 18℃（10:15）
であった．このトンネルについては同年 12 月８日
に再び同様の調査を実施したが，コウモリの姿を確
認することはできなかった（気温 4.1℃，11:47）．
小平町を流れる川には数多くの樋門や樋管などが

設置されている．これらをコウモリがねぐらとして
利用することも考えられたため，９月 10 日～ 11
日に以下に示す 18か所（図１の▲）を調査したが，
コウモリの姿は確認できなかった．

・第 10号樋函工
・平和排水樋管
・丸岡樋管
・第３号樋管
・六号ひ門
・原排水樋管
・佐々木排水樋管
・西地先樋管上流
・西地先樋門
・小谷地先上流樋管
・本郷頭首工
・原田排水樋門
・小平蘂川 22号排水樋管
・７号樋門
・名称未確認の樋管
・山崎地先下流樋門
・第９号排水樋管
・浄水場（鬼鹿）

【BDによる 25kHz における反応調査】
車輌で走行しながら，25kHz を中心とした BD

の反応の有無をMini-3（Ultra Sound Advice 社）
を用いて調べた．調査は９月７日および８日の捕獲
調査終了後，各捕獲調査場所の最初に現れる街灯か
らに小平町市街に近い「高砂橋」までの車道上で実
施された（ 9/7: 図１g-i の区間， 9/8: 図１h-i の区
間）．本調査では，いずれのルートでも反応を得る

図２．コテングコウモリが利用していた「川上本流林道」の
オオイタドリの枯葉．
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ことはできなかった．
なお，９月７日の 22:00 頃，小平ダム上でも BD

による反応調査を実施したが，コウモリの反応を得
ることはなかった．

【外部寄生虫調査】
捕獲したコウモリ類の体表を肉眼的に精査し，

外部寄生虫の採集を行ったところ，ヒメホオヒゲ
コウモリの１個体からクモバエ科に属する双翅目
Basilia truncata １♂２♀が得られた．

考察
本調査によって，小平町よりキクガシラコウモ

リ，ヒメホオヒゲコウモリ，コテングコウモリの３
種のコウモリの生息が初めて確認された．佐藤・小
野（2000）によるヒナコウモリを含めると，合計
４種のコウモリが本町から記録されたこととなる．
道北地域におけるキクガシラコウモリの記録

は， 増 毛 町（ 前 田，1986；Yoshiyuki & Endo, 
2003），旭川市（出羽，2002，2005），深川市（出
羽・小菅，2001；出羽，2002）のほか，2011 年
に苫前町からもその生息が確認されている（佐藤ほ
か，2012）．発見された環境としては，増毛町は海
岸の洞窟，深川市は住宅地，旭川市は農家納屋と樹
林地，苫前町は廃線となったトンネルからそれぞれ
得られているが，旭川市についてはいずれも突哨山
が採集地であり，出羽（2005）は突哨山にある鍾
乳洞に本種が生息している可能性を指摘している．
旭川市を除く洞窟やトンネル以外からの発見は，深
川市のマンションで発見された１例のみで，これ
は 1996 年 12 月８日のことであった．筆者らは苫
前町でキクガシラコウモリ３個体を 2011 年９月に
確認した後，12 月２日に再び同じトンネルを踏査
したもののキクガシラコウモリを再び発見すること
はなく，越冬場所としての利用は確認されなかっ
た（佐藤ほか，2012；佐藤未発表）．今回小平町で
確認できたキクガシラコウモリも１個体のみであ
り，苫前町同様に少数の確認に過ぎない．庫本ほか
（1998）では山口県産の本種について春秋の分散
傾向を指摘するほか，標識調査によって 30-50km

圏内での再捕獲が多いことから，その行動圏の狭さ
に言及している．また，海外では，より隠れられ
るような場所に初冬に移動するとされ（Csorba et 
al., 2003），遠距離移動の例外はあるものの定住性
が強く，夏と冬の季節的移動は 10-60kmと考えら
れているほか（Hutterer et al., 2005），越冬・繁
殖場所以外に移動時に集まるねぐらの存在も示され
ている（Bihari, 2001）．おそらく小平町や苫前町，
そして深川市で比較的季節が遅い時期に確認された
少数個体は，分散や越冬に関わる個体と想像され
た．その一方，増毛町における記録は８月（前田，
1986）と 11 月（Yoshiyuki & Endo, 2003）の夏
と初冬の記録があり，場所によっては一年を通した
利用もされている．これら留萌周辺に生息するキク
ガシラコウモリの分散移動の解明については，今後
季節変化も含めた周辺地域における更なる詳細な分
布調査が必要と思われた．
小平町からは 25kHz 付近の音声を発するヒナコ

ウモリの 2000 年 10月１日の保護記録があるが（佐
藤・小野，2000），本調査では BDによる反応も確
認できないことから，2000 年の記録個体は分散期
の移動個体と想像された．しかし，羽幌町，苫前町，
小平町と隣接する３町でそれぞれヒナコウモリの記
録があるため，近隣地域に繁殖コロニーなどがある
可能性もある．今後，住民からの情報提供などによ
るコロニーの発見などに期待したい．
2011 年の苫前町における調査ではモモジロコウ

モリが捕獲され，近隣市町村からの飛来の可能性が
指摘されていたが（佐藤ほか，2012），苫前町と隣
接する小平町内においてはかすみ網調査による林内
のほか，樋門などの人工物内においても本種を確認
することはできなかった．また，小平町においては，
モモジロコウモリに限らず，全体的にコウモリの捕
獲数が少なく，25kHz の BD の反応なども街灯な
どから得ることはなかった．調査期間中の天候が不
安定であったこともコウモリの飛翔やその捕獲数に
影響があった可能性は否定できないが，６日間で３
種４個体の確認という成果は，同町におけるコウモ
リ相の貧弱さを強く感じさせられるものであった．
コウモリ相の種構成も，天塩町または遠別町以南の



35小平町におけるコウモリ類の分布

日本海側に面する市町村にドーベントンコウモリ，
カグヤコウモリ，ウサギコウモリの記録がないこと
と合致しており（佐藤ほか，2012），他の道北北部
の内陸部またはオホーツク海側の地域と異なったコ
ウモリ相が，小平町を含む道北北部の日本海側の地
域にあることが想像された．しかし，筆者らの調査
は季節や日数，場所などが限られたものであり，今
後も継続して留萌周辺の日本海に面する地域のコウ
モリ相を丹念に調べていくことで，これら日本海側
の地域に特有なコウモリ相の傾向を明らかにしてい
きたいと考えている．
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2000 年から 2009 年にかけて島内で採集され，
利尻町立博物館に保管されていた蛾類標本の整理を
実施し，その採集記録を以下にまとめた．標本の多
くは，筆者らや島民による灯火採集や見つけ採りに
よるものであり，14科 84 属 90 種 170 個体が確認
できた．同定は外部形態のほか，一部，識別が困難
なものについては，生殖器をKOH処理した後検鏡
し，確認を行った．科の配列や学名は原則として，
小蛾類が井上（1982），大蛾類が岸田（2011a，
2011b）に従った．採集記録は，個体数と性別，採
集場所，採集年月日，採集者，標本番号（RTMLp）
の順番に記した．また，これらの個体のうち 21 種
については同島から未記録の種であり，その和名の
前に「*」を付けた．これまで利尻島からはおよそ
600 種ほどの蛾類の記録があるが（杉，1969；神保・
柳田，1978；楠，1975；倉田・西澤，1992；工藤，
2010，など），季節や場所などを変えることにより，
さらに新たな記録が今後も増加する可能性は高いも
のと思われる．
なお，標本を寄贈いただいた佐野ひろみさん（利

尻町沓形），大野陽子さん（利尻町沓形），採集にご

2000 年から 2009 年にかけて採集された利尻島産蛾類標本
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1) 〒 078-8321　北海道旭川市神楽岡 11条３丁目　日本蛾類学会会員
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Abstract. One hundred sixty-five moth specimens in the Rishiri Town Museum collection were identified by 

the authors. Among them are 21 species newly recorded from Rishiri Island. 

協力いただいた佐藤里恵さん（利尻町沓形）にお礼
申し上げる．

TORTRICIDAE　ハマキガ科

01. オオアトキハマキ
Archips ingentanus (Christoph, 1881)
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp28; 1F, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., 
RTMLp29

02. * オオフタスジハマキ
Hoshinoa adumbratana (Walsingham, 1900)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp36

03. ギンムジハマキ
Eana argentana (Clerck, 1759)
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1M1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp30-31

04. * グミオオウスツマヒメハマキ
Hedya auricristana (Walsingham, 1900)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp34

05. シラフオオヒメハマキ
Hedya vicinana (Ragonot, 1894)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp35

06. * ナツハゼヒメハマキ
Olethreutes moderata Falkovitsh, 1962
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp37

07. ヨモギネムシガ
Epiblema foenella (Linnaeus, 1758)
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp32; 1F, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., 
RTMLp33

COCHYLIDAE　ホソハマキガ科

08. * ツマオビセンモンホソハマキ
Eugnosta ussuriana (Caradja, 1926)
2F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp38-39

TINEIDAE　ヒロズコガ科

09. * マエモンクロヒロズコガ
Monopis monachella (Hübner, 1796)

1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp40; 1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & 
R. Sato leg., RTMLp41

YPONOMEUTIDAE　スガ科

10. * コナガ
Plutella xylostella (Linnaeus, 1758)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp42

11. * ギンスジクチブサガ
Ypsolopha albistriatus (Issiki, 1930)
2U, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp43-44

OECOPHORIDAE　マルハキバガ科

12. * ハナウドヒラタマルハキバガ
Agonopterix angelicella (Hübner, 1813)
1M, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp45

PYRALIDAE　メイガ科

13. ツマスジツトガ
Chrysoteuchia culmella ussuriella Bleszyński, 
1962
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp51

14. クロフタオビツトガ
Neopediasia mixtalis (Walker, 1863)
4F1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
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leg., RTMLp55-59

15. ウスムラサキクルマメイガ
Clupeosoma cinereum (Warren, 1892)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp52

16. コヨツメノメイガ
Pleuroptya inferior (Hampson, 1898)
2M1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp68-70

17. マエアカスカシノメイガ
Palpita nigropunctalis (Bremer, 1864)
1F, Senhoshi, Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 

2000.vii.30, Y. Ohno leg., RTMLp62; 1M, 
Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., RTMLp63; 
1M1F, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp64-65; 1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô 
leg., RTMLp66

18. スカシノメイガ
Glyphodes pryeri Butler, 1879
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp53

19. ワモンノメイガ
Nomophila noctuella (Denis et Schiffermüller, 
1775)
1M, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2000.viii.21, M. Satô leg., RTMLp60

20. * クロマダラキノメイガ
Phlyctaenia coronatoides (Inoue, 1960)
1F, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp67

21. オオツヅリガ
Aphomia zelleri (Joannis, 1932)
1F1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp46-47

22. トビイロシマメイガ
Hypsopygia regina (Butler, 1879)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp54

23. アカマダラメイガ
Oncocera semirubella (Scopoli, 1763)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp61

24. ウスアカモンクロマダラメイガ
Ceroprepes ophthalmicella (Christoph, 1881)
1M2F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp48-50

DREPANIDAE　カギバガ科

25. ギンモントガリバ
Parapsestis argenteopicta (Oberthür, 1879)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp71

GEOMETRIDAE　シャクガ科

26. ヒメマダラエダシャク
Abraxas niphonibia Wehrli, 1935
1F, Senhoshi, Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 

2009.vii.17, M. Satô leg., RTMLp72; 2M1F, 
Oniwaki, Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 
2009.viii.4, M. Satô leg., RTMLp73-75; 2F, 
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Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato leg., 
RTMLp76-77; 1F, Himenuma, Oshidomari, 
Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 2009.vii.7, 
M. Satô leg., RTMLp78; 1F, Senhoshi, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 2009.vii.9, M. Satô leg, 
RTMLp79

27. シロオビヒメエダシャク
Lomaspilis marginata (Linnaeus, 1758)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp98

28. マルハグルマエダシャク
Synegia ichinosawana (Matsumura, 1925)
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp101; 2F, Fujino, Oshidomari, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & 
R. Sato leg., RTMLp102-103

29. トンボエダシャク
Cystidia stratonice (Stoll, 1782)
1F, Oniwaki, Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 

2009.viii.4, M. Satô leg., RTMLp82

30. オオシロエダシャク
Metabraxas clerica Butler, 1881
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp99

31. スモモエダシャク
Angerona prunaria (Linnaeus, 1758)
1M, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp197.

32. * ギンスジエダシャク
Chariaspilates formosaria (Eversmann, 1837)

1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp80

33. コウスアオシャク
Chlorissa obliterata (Walker, 1863)
1F, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp81

34. ウスキヒメシャク
Idaea biselata (Hufnagel, 1767)
2F, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp96, RTMLp193

35. * ツマグロナミシャク
Xanthorhoe muscicapata (Christoph, 1881)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp104

36. トビスジヒメナミシャク
Orthonama obstipata (Fabricius, 1794)
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp100

37. フタシロスジナミシャク
Epirrhoe supergressa (Butler, 1878)
1F1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp86-87

38. キマダラオオナミシャク
Gandaritis fixseni (Bremer, 1864)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp95

39. キガシラオオナミシャク北海道亜種
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Gandaritis agnes festinaria (Christoph, 1881)
1F, Oniwaki, Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 

2009.viii.4, M. Satô leg., RTMLp94

40. ウストビモンナミシャク
Eulithis ledereri (Bremer, 1864)
1M, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp89; 1U, 
Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato leg., 
RTMLp90

41. ヨコジマナミシャク
Eulithis convergenata (Bremer, 1864)
1M, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp88

42. オオハガタナミシャク
Ecliptopera umbrosaria (Motschulsky, 1861)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp83; 2M, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., 
RTMLp84-85

43. キホソスジナミシャク
Lobogonodes erectaria (Leech, 1897)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp97

44. * フタクロテンナミシャク北海道亜種
Xenortholitha propinguata suavata (Christoph, 
1881)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp105

45. * シロマダラカバナミシャク
Eupithecia extensaria leuca Dietze, 1913
2M1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp91-93
本種は北海道，本州の草原に分布する種である

が，産地が非常に限定されており，道内では石狩低
地帯にいくつかの産地が知られているだけである
（亀田，2008）．今回得られた鴛泊の富士野園地は
海岸そばの草原である．

LASIOCAMPIDAE　カレハガ科

46. ヨシカレハ
Euthrix potatoria bergmani (Bryk, 1941)
1M, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp106

SATURNIIDAE　ヤママユガ科

47. ヒメヤママユ
Saturnia jonasii (Butler, 1877)
1F, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp107

SPHINGIDAE　スズメガ科

48. * ホウジャク
Macroglossum stellatarum (Linnaeus, 1758)
1U, Sakaehama, Kutsugata, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2005.xi.6, M. Satô leg., 
RTMLp108; 1U, Motodomari, Oshidomari, 
Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 2008.x.8, M. 
Satô leg., RTMLp109

ARCTIIDAE　ヒトリガ科

49. * クロスジホソバ
Pelosia noctis (Butler, 1881)
3M2F, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp119-123



42 楠　祐一・佐藤雅彦

50. ヨツボシホソバ
Lithosia quadra (Linnaeus, 1758)
1F, Kutsugata, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2006.viii.9, H. Sano leg., RTMLp111

51. * ハガタベニコケガ北海道亜種
Barsine aberrans askoldensis (Oberthür, 1880)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp112

52. ハガタキコケガ
Miltochrista calamina Butler, 1877
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp113; 
4F,  Fuj ino,  Oshidomari ,  Rishir i  Is land, 
Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp114-117

53. アマヒトリ
Phragmatobia amurensis Seitz, 1910
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp125

54. * ヒメキシタヒトリ北海道亜種
Parasemia plantaginis kunashirica Bryk, 1942
1U, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2009.vii.18, M. Satô leg., RTMLp118

55. シロヒトリ
Chinoarctia nivea (Ménétriès, 1859)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp110

56. スジモンヒトリ
Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata 
(Motschulsky, 1861)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2007.vii.8, M. Satô leg., RTMLp124

NOLIDAE　コブガ科

57. トビモンシロコブガ
Meganola albula pacifica (Inoue, 1958)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp126

NOCTUIDAE　ヤガ科

58. テンクロアツバ
Rivula sericealis (Scopoli, 1763)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp181

59. * クロテンカバアツバ
Anachrostis nigripunctalis (Wileman, 1911)
1M, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp141

60. シロホシクロアツバ
Idia curvipalpis (Butler, 1879)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp171

61. ウスエグリバ
Calyptra thalictri (Borkhausen, 1790)
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp149

62. ハガタキリバ
Scoliopteryx libatrix (Linnaeus, 1758)
1M1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp183-184; 1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô 
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leg., RTMLp185

63. ムラサキシタバ
Catocala fraxini jezoensis Matsumura, 1931
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp150

64. フタスジコヤガ
Deltote bankiana amurula (Staudinger, 1892)
3M1F, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp151-154

65. シロフコヤガ
Protodeltote pygarga (Hufnagel, 1766)
1M, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp178

66. シマカラスヨトウ
Amphipyra pyramidea yama Swinhoe, 1918
1F, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp140

67. ウスムラサキヨトウ
Eucarta virgo (Treitschke, 1835)
2M1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp166-168; 1U, Fujino, Oshidomari, 
Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. 
Satô & R. Sato leg., RTMLp169

68. タデキリガ
P s e u d e u s t r o t i a  c a n d i d u l a  ( D e n i s  e t 
Schiffermüller, 1775)
1F, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp180

69. エゾキシタヨトウ
Triphaenopsis jezoensis Sugi, 1962
2F, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp190-191

70. セスジヨトウ
Loscopia scolopacina (Esper, 1788)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp146

71. セアカヨトウ
Litoligia fodinae (Oberthür, 1880)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp176

72. ホシミミヨトウ
Mesapamea concinnata Heinicke, 1959
1M, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp174

73. サッポロチャイロヨトウ
Sapporia repetita (Butler, 1885)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp182

74. ハジマヨトウ
Bambusiphila vulgaris (Butler, 1886)
1M, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp148

75. ショウブヨトウ
Amphipoea ussuriensis (Petersen, 1914)
6M3U, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp134-139, 194-196
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76. ゴボウトガリヨトウ
Gortyna fortis (Butler, 1878)
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp170

77. ホソバウスキヨトウ
Longalatedes elymi procera (Staudinger, 1889)
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp177

78. * キスジウスキヨトウ
Capsula sparganii (Esper, 1790)
1M, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp147

79. ナカグロホソキリガ
Lithophane socia (Hufnagel, 1766)
2M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp172-173

80. オオモンキキリガ
Xanthia tunicata Graeser, 1889
1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp192

81. キトガリキリガ
Telorta edentata (Leech, 1889)
1M, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp188; 1M, Numaura, Oniwaki, Rishiri 
Island, Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô 
leg., RTMLp189

82. アオバハガタヨトウ
Antivaleria viridimacula (Graeser, 1889)

2M, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp144-145

83. オオフタオビキヨトウ
Mythimna grandis Butler, 1878
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp175

84. アワヨトウ
Mythimna separata (Walker, 1865)
1F, Mikaeri-dai, Kutsugata, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp179

85. アカスジキヨトウ
Mythimna postica (Hampson, 1905)
1M1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.vii.20, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp142-143

86. シロテンキヨトウ
Mythimna conigera (Denis et Schiffermüller, 
1775)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp128; 1M2F, Oshidomari, Rishiri Island, 
Hokkaido, Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., 
RTMLp129-131; 1M1U, Fujino, Oshidomari, 
Rishiri Island, Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. 
Satô & R. Sato leg., RTMLp132-133

87. タマナヤガ
Agrotis ipsilon (Hufnagel, 1766)
1F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.viii.12, M. Satô leg., 
RTMLp127

88. * シロオビハイイロヤガ
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Spaelotis lucens Butler, 1881
1U, Fujino, Oshidomari, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2009.viii.8, M. Satô & R. Sato 
leg., RTMLp187

89. ウスイロカバスジヤガ
Sineugraphe bipartita (Graeser, 1889)
1F, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 

Japan, 2005.viii.10, M. Satô leg., RTMLp186

90. オオバコヤガ
Diarsia canescens (Butler, 1878)
7M4F, Numaura, Oniwaki, Rishiri Island, 

Hokkaido, Japan, 2000.ix.21, M. Satô leg., 
RTMLp155-165
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トゲバネイソネジレオバエ Thalassophorus 
spinipennis は，1986 年に三枝豊平博士によっ
てオドリバエ科の新属新種として記載された体長
2-3mmほどの双翅目である（Saigusa, 1986，Fig.
１）．海岸の岩場などに棲息し，基準産地は利尻島
鴛泊ペシ岬であり，これまで本種の分布記録は同
地以外からは知られておらず，利尻島固有種の一
つとされてきた．新属新種の発表以降も同属の種
は長らく発見されなかったが，２番目の種が 2011
年にカナダと北米から新種発表された（Brooks & 
Cumming, 2011）．利尻島固有種であるにも拘わ
らず，その分布や生態などはこれまでほとんど調査
されていなかったため，筆者は 2008 年と 2012 年
に利尻礼文両島においてトゲバネイソネジレオバエ
の分布状況を再確認する調査を実施した．その結
果，利尻島内で 11 か所，そして初めて礼文島にお
いても２か所から本種の棲息を確認したので，ここ
に報告する．なお，本種の採集にはH. Ulrich 博士
（Grafschaft）の現地での 1992 年の調査が大変参

利尻・礼文両島におけるトゲバネイソネジレオバエの分布

佐藤雅彦

〒097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館

New Distributional Records of an Endemic Fly, 
Thalassophorus spinipennis, at Rishiri and Rebun Islands, Northern Hokkaido 

Masahiko SATÔ

Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan 

Abstract. Thalassophorus spinipennis, an endemic fly of Rishiri Island, is newly recorded from Rebun 

Island. Although its distribution on Rishiri Island was previously known only from a coastal area at Os-

hidomari, which is the type locality, it is newly recorded from 11 coastal areas on Rishiri Island, except 

for the northwest. The reasons for its absence in northwestern Rishiri Island are unclear, but may be due 

to substrate preferences, as most of the northwestern coastal areas are covered by a localized lava flow, 

known as the Kutsugata Lava Flow. 

Figure 1. Thalassophorus spinipennis.
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Figure 3. Collection sites of T. spinipennis (a) at Ishizaki, Rishiri Island, (b) at Minamihama, Rishiri Is., (c) at Asahihama, 
Rishiri Is.,  and (d) at Motochi, Rebun Island.

Figure 2. Distribution maps of T. spinipennis on Rebun and Rishiri Islands. a: Rebun Island, b: Rishiri Island. The solid circle 
shows the known distribution of T. spinipennis and the open circle shows the unconfi rmed distirbution. The date indicates 
the day of the survey.
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考になったほか，礼文島の調査では宮本誠一郎氏（レ
ブンクル自然館）に様々な便宜をはかっていただい
た．また，和名については本種の記載をされた三枝
豊平博士（三枝昆虫研究所）にご教示いただいた．
これらの方々に心より感謝の意を表したい．

調査方法
現地調査は利尻島については 2008 年５月～７

月，礼文島については 2012 年の６月に実施した．
調査場所は図２で示した利尻島 16 か所，礼文島５
か所，計 21 か所の海岸で実施され，本種の確認の
ために同一場所で 10 分間，目視によって本種を探
すほか，目視ができなかった場合は付近で捕虫網（直
径 35cm）によるスウィーピングを行い，捕獲され
た昆虫類に本種が含まれていないかを確認した．確
認がされた場合は証拠標本として各調査場所におい
て少数のサンプルを捕獲し，調査後，実体顕微鏡に
て外部形態の確認を再度行った．

結果と考察
利尻島内では 11 か所（図２b），礼文島からは 2

か所（図２a）において本種が確認された．なお利
尻島以外からの本種の確認はこれが初めての記録と
なった．確認された多くの場所は人為的な影響が少
ない自然海岸であるが（図3a，3b），一部，テトラポッ
トなどが置かれているような人為的な改変があった
と想像されるような海岸（図 3c, 3d）でもその生
息が確認された．生息が確認された場所に共通する
環境としては，波打ち際が玉石によって構成されて
いることや，比較的大きな礫などが点在する点であ
る．その一方，利尻島北西部では一様に本種を確認
することができなかった．これらの海岸はおよそ
2.7 万年前に山腹などから流れた沓形溶岩流によっ
て広く覆われた場所であり（植木・近藤，2008），
礫や玉石などが少なく岩礁地帯が続くことが多い．
このような海岸環境の変化が本種の分布をこれらの
海岸部で阻んでいる可能性もあるが，今後，更にこ
れらの海岸で丹念に本種の探索をする必要もあろ
う．
本種は波打ち際付近から１～２ｍの間の場所で発

見されており，大きな礫の基部と玉石から構成され
る地面の隙間などの日陰部分から見つかるほか，特
にその姿を確認しやすかったのは，大きな礫の垂直
面上からであった．直射日光下にも出てくることが
あり，その場合は赤い複眼が肉眼でもよく目立ち，
他の海浜性双翅目類などからのよい識別点となっ
た．観察された多くの個体は礫の面を点々と何かを
探すように比較的早めの速度で断続的に歩く行動を
していたが，捕食や交尾に関すると思われる行動は
確認されなかった．また，吸虫管などを近づけると
敏感に反応して飛翔し，すぐに礫の間などに移動す
ることも多かった．
本調査およびこれまでの利尻町立博物館所蔵標本

では，５月 28 日～７月３日に成虫が確認されてお
り，三枝博士が記載に使用した標本は 1967 年７月
２～３日に鴛泊で採集されたものだった．雌雄とも
に５月下旬から出現するが，成虫の発生時期につい
ては７月中旬以降の調査がされていないため，今後
の課題である．
本種はこれまで利尻固有種とされていたが，本調

査によって礼文島における分布も初めて確認され
た．海岸部の小さなハエであり，これまであまり調
査も行われず見過ごされてきたためと想像される．
利尻島においても本種の存在についてはほとんど知
られておらず，リシリヒナゲシに代表されるような
陸上維管束植物の同様の固有種と比較すると，その
保全や関心の度合いは非常に低く，漁業や自然災害
対策として自然海岸が消えていく中，本種の保全な
どについてはなにも対策が打たれてこなかったのが
現状である．本調査によって利尻島固有種の希少性
は失われたものの，本種の生息域がこれまで以上に
広いことが明らかになったことは，同種の保全対策
の選択肢がさらに広がることにもつながるはずであ
る．今後は北海道本土における分布調査を行うこと
で，新たな生息地の発見や同属の別種の探索などを
進めていくことも必要であろう．
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筆者らによって 2004，2005，2007，および
2012 年に観察されたチュウヒ Circus spilonotus
について報告する．記録は，観察場所，観察年月日，
観察時刻，観察者，個体数，雌雄の順に示した．

利尻富士町大磯，2004. ⅴ . 11，9:30，風間健太郎，
1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2004. ⅴ . 20，8:30，風間健太郎，
1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2004. ⅴ . 23，12:10，風間健太
郎，1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2004. ⅴ . 27，7:30，風間健太郎，
1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2005. ⅴ . 15，14:20，風間健太
郎，1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2007. ⅴ . 24，16:30，風間健太
郎，1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2007. ⅶ . 2，16:00，風間健太郎，
1，雌雄不明

利尻富士町大磯，2012. ⅴ . 6，14:30，宮本誠一郎・

利尻島におけるチュウヒの観察記録

風間健太郎 1)・宮本誠一郎 2)・佐藤雅彦 3)

1) 〒 468-8502　愛知県名古屋市天白区　塩釜口 1-501　名城大学農学部
2) 〒 097-1201　北海道礼文郡礼文町香深入舟　レブンクル自然館

3) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館

Observation Records of Eastern Marsh Harrier Circus spilonotus at Rishiri Island

Kentaro KAZAMA1), Seiichiro MIYAMOTO2) and Masahiko SATÔ3)

1) Faculty of Agriculture, Meijo University, 1-501, Shiogamaguchi, Tenpaku, Nagoya Aichi, 468-8502 Japan
2)The natural REBUNCLE, Kafuka, Rebun Is., Hokkaido, 097-1201 Japan
3) Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan

Abstract. Eastern marsh harrier Circus spilonotus was observed at Rishiri Island during May to July 2004, 

2005, 2007 and 2012.

佐藤雅彦，1，雌雄不明
利尻富士町大磯，2012. ⅵ . 24，10:30，風間健太郎・
佐藤雅彦，1， 雌雄不明

2004 年から 2007 年まで記録は，いずれも利尻
富士町大磯のウミネコ営巣地で風間により観察され
た．観察距離は 30 ～ 50mほどで，写真は撮影さ
れなかった．2004 年 5 月の観察が本種の利尻島で
の初記録である（小杉，2000，2010）．この期間
に観察された個体の形態・羽色は全て同様であっ
た．ハシブトガラス Corvus macrorhynchos と同
程度の大きさ，頭部や胸は黄灰色，体の上面は褐色，
上尾筒は白く，体の下面は上半身が淡褐色で暗褐色
の縦斑があり，下半身は茶褐色であった．これらの
形態的特徴から，観察個体はチュウヒ，ハイイロチュ
ウヒの雌成鳥または幼鳥，およびマダラチュウヒの
雌成鳥または幼鳥の可能性があったが，風切の下面
と尾羽に明瞭な黒色黄斑がなかったことからチュウ
ヒと判断された（高野，2004；山形，2010）．チュ
ウヒの色彩の個体差は大きく，羽色からの雌雄・幼
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鳥の識別は困難である（山形，2010）．虹彩の色か
ら雌雄・幼鳥の区別ができるが（山形，2010），観
察個体の虹彩の色は確認できなかった．
2012 年 5 月には利尻富士町大磯で宮本と佐藤に

より観察され，写真が撮影された（図１および２）．
同年 6月には同じ場所で風間と佐藤により観察さ
れた．観察個体は，体下面上半身の暗褐色の縦斑が
明瞭でないことおよび上尾筒の白色が鮮やかでない
こと以外は，2004 年から 2007 年まで観察された
個体と同様の色彩を保有していた（図１および２）．
そのため観察個体はチュウヒと判断された．この個
体についても，虹彩の色は確認できず雌雄・幼鳥の
区別はできなかった．
観察場所には高さ約 30cm ほどの背丈のクマイ

ザサ Sasa senanensis が優占し，パッチ状に背丈の
高いイネ科が叢生していた．この場所には 2011 年
までウミネコ Larus crassirostris による集団営巣
地が形成されており，2004 年の営巣数は 19,000
と推定された（小杉ら，2005）．
2004 年 5 月 20 日の観察個体はウミネコ営巣地

内の草原に着地し，数分後に飛び去った．それ以外

の日時に観察された個体は，いずれも数分間草原
上空 5～ 10mをホバリング飛翔したり，上空 30
～ 50m を旋回飛翔したりした．2004 年 5 月 11
日，23 日，および 27 日には，観察個体はホバリ
ング中にウミネコ 20 ～ 30 羽およびハクセキレイ
Motacilla alba lugens1 ～ 2羽に追尾された．

参考文献
小杉和樹，2000．利尻島における月別鳥類出現リ
スト．寺沢孝毅（編），北海道　島の野鳥．150-
155 pp．北海道新聞社．札幌．

小杉和樹，2010．利尻島の野鳥リスト．利尻島自
然情報センター．自刊．

小杉和樹・杉村直樹・佐藤雅彦，2005．利尻島
におけるウミネコの集団繁殖地について (1) - 
2002-2004 年における推定総個体数の推移 -．利
尻研究，(24): 29-35．

高野伸二，2004．フィールドガイド日本の野鳥・
増補版．日本野鳥の会．

山形則男，2010．新訂ワシタカ類飛翔ハンドブッ
ク．文一総合出版．
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Figures 1-2. Ashy Minivet Pericrocotus divaricatus observed on 6, May, 2012.
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猿払村浅茅野（図１）に位置する王子製紙社有林
（以下，社有林）内において初めてホオヒゲコウモ
リMyotis gracilis が確認されたのは 2005 年のこ
とであった．発見当時，この社有林に隣接する浅
茅野神社（図２）においてコウモリと思われる多数
の糞の堆積が見つかり，コウモリによる神社本殿の
利用を確認するために，夕方から夜にかけてコウモ
リの出巣の確認を行ったものの，2005 年の調査期
間中にその出巣を観察することは一度もなく，利用
しているコウモリの種やその利用についてもはっき
りしたことはわからないままであった（佐藤ほか，
2006）．その後，筆者らは王子製紙社有林における
コウモリの生息状況調査を不定期ながらも継続した
ところ，社有林内を飛翔する多数のホオヒゲコウモ
リは浅茅野神社を繁殖場所として利用している個体

国内最北のホオヒゲコウモリMyotis gracilis 出産哺育集団の記録
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Abstract. One colony of ussuri whiskered bats, Myotis gracilis was found in August 2005 under the floor 

of the Asajino shrine, Sarufutsu, northern Hokkaido. The colony consisted of about fifty females and their 

offspring in 2008. While their use of this shrine starts from the beginning of July, their dispersal season, 

hibernation site and male roosts are still unkonwn.

であったことが明らかとなったのでここに報告す
る．本報は主に 2006 年から 2012 年までに行われ
た観察記録および捕獲調査の内容について記すもの
で，2009 年における発信器を用いた行動圏調査な
どについては除外した．
報告に先立ち，社有林内での調査およびビジター

センターの利用に便宜を図っていただいた王子製紙
株式会社，神社での調査やコウモリの本殿の利用に
ついてにご理解をいただいた自治会長の水口孝一さ
んに心から感謝の意を表したい．温度ロガーの設置
については猿払村立浅茅野小学校にご協力いただい
たほか，調査では銭谷純平さん（北海道大学北方生
物圏フィールド科学センター），油田照秋さん（〃），
佐藤里恵さん（道北コウモリ研究センター）に記録
や観察などのお手伝いをいただいた．中山知洋さん
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図１．猿払村浅茅野．

図２．浅茅野神社全景および模式図．点線は屋根を示す．

5km

猿払村 浅茅野

正面

B C

DA

（大阪府羽曳野市立峰塚中学校）には本コロニーに
おける発信器調査の結果を快くご提供いただいた．
あわせてお礼申し上げる．またコウモリの捕獲につ
いては環境省から許可を得るとともに（環北地野許
第 060509002），哺育集団への影響がないよう最低
限の回数の捕獲などに留意した．

調査地と方法
浅茅野神社は 1918（大正７）年 9月 29 日に創

建されたもので，浅茅野市街を西に見下ろす標高

26.9m の高台に設置されている（猿払村史編纂発
行委員会，1976）．その東は王子製紙社有林の森（面
積 14km2）が丘陵地とともにおよそ 1.2kmほど続
き，その先にはモケウニ沼などを含む湿原と海岸草
原がオホーツク海へと面する．神社の西には猿払川
と森林が，北部・南部の多くには広大な牧草地が広
がり，特に南側は浅茅野台地と言われる丘陵地帯へ
と続く．浅茅野神社とそれを含む社有林は，言わば
広大な牧草地の中に残された森と言え，それはトド
マツを主体とした針広混交林を形成している．木造
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などから，捕獲場所から近い場所におそらく本種の
繁殖場所があることが想像され，本種による浅茅野
神社の利用の確率が極めて高いと想像された．そ
こで，2008 年には神社における捕獲許可を得た筆
者の一人である河合が中心となり，７月 16 日から
17 日の二日間にわたり，神社の B地点（図２）を
取り囲むようにカスミ網を設置するとともに，その
近くに１台のハープトラップを設置し，神社本殿か
らの飛翔個体を直接捕獲する試みを行ったところ，
合計 51 頭のホオヒゲコウモリと１頭のヒメホオヒ
ゲコウモリが捕獲された．本結果により，浅茅野神
社を利用しているコウモリはホオヒゲコウモリであ
ることが初めて明らかとなった．
なお，これら２回の捕獲調査において，2006 年

にはウサギコウモリ，2008 年にはヒメホオヒゲコ
ウモリがそれぞれ１個体ずつ捕獲されている．捕獲
調査はたとえ 2008 年のように神社からの飛翔個体
を直接捕獲するようなカスミ網の設置がされたとし
ても，本殿以外の場所から飛翔してきたものが，こ
れらの網にかかることも考えられるため，複数種が
神社を利用しているかどうかは現時点では不明であ
る．ただし，以下に記すように糞の堆積場所が分散
している事実等も考えれば，長期的な利用はなくと
も，昼間のねぐらとして一時的な他種による利用が
なされている可能性も少なくないと考えられた．な
お，近藤（2011）による根室・釧路地方における
ホオヒゲコウモリのねぐらでは，ウサギコウモリや
キタクビワコウモリとの同居も確認されている．

糞の堆積状況など
神社における糞の堆積状況を記録し，コウモリの

利用期間を推測することとした．断片的な観察例し
かないが，以下に糞が確認された場所と観察日を記
すとともに，コロニーに関する観察記録も若干付け
加えた．
最初の発見となった 2005 年８月４日において

は，図２におけるAからDまでのすべての場所で
糞が確認された．最も堆積が多く，糞の色が黒く新
鮮と思われた場所は Bの床下であり，Aは階段付
近に点在する程度であった．Cおよび Dの床下の

である神社本殿正面は北西に向き，その屋根なども
含めた外周は１辺がおよそ６ｍほどのほぼ正方形を
なしている（図２）．地面から最上部の壁までの高
さは約４ｍあり，柱がむきだしとなる床下の空間は
地面からおよそ１ｍ弱ほどの高さを有する．
この浅茅野神社がコウモリによってどのように

利用されているのかを知るために，糞の堆積状況
の記録や，本殿付近の森または本殿の周囲におい
て 2006 年および 2008 年に捕獲された個体の種の
同定，雌雄および齢の確認と前腕長および体重の計
測を行った．さらに 2008 年ではより詳しい利用を
知るために，妊娠などの繁殖状態を個体ごとに記録
し，個体識別のための金属標識をすべての個体に装
着した．また，2010 年から 2012 年にかけて利用
場所およびその付近３か所において，温度ロガーを
用いて１時間ごとの温度を記録した．なお，2009
年には発信器を用いた調査が実施されているが，本
報とは別の報告として今後報告する予定である．
本調査におけるホオヒゲコウモリの同定は

Kondo & Sasaki（2005）を参考としたほか，一部
の個体からの皮膜サンプルによるDNA鑑定を実施
した．

結果と考察
利用種の特定
浅茅野神社に糞の堆積が初めて確認された 2005

年では，神社に隣接する社有林内のコウモリ相の調
査を優先したため，利用種の詮索はそれ以上行われ
ず，また発見場所でコウモリの姿を確認することも
できなかった．2006 年６月 30 日には，糞の堆積
場所である B地点の上部に数センチの隙間を２つ
持った本殿の壁をなす板の最下部が開口しているこ
とがわかり，その隙間の奥に多数のコウモリの姿を
確認することができたが，捕獲することができず種
の確認までは至らなかった．同日夜，神社にもっと
も近い社有林林縁部の通路でカスミ網を用いた捕獲
調査を実施し，20 頭のホオヒゲコウモリと１頭の
ウサギコウモリを得ることができた．多数のホオヒ
ゲコウモリが一度に優占して捕獲されたこと，また
捕獲された個体の性比が雌に極めて偏っていること
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糞は乾燥が進んでいるため古く，Dでは床下以外
にも床上やその外壁付近にも糞が点在・付着してお
り，天井近くの外壁の隙間から本殿内部に出入りし
ている可能性も壁の塗料の脱落具合などから伺われ
た．
2006 年では，５月 31 日までは糞の堆積が見ら

れなかったが，６月 27日には Bに少量の糞が見ら
れた．その後，6月 30 日には，前年同様 Bにおけ
る糞の堆積が顕著にみられ，それ以外の場所ではあ
まり糞は見られなかった．
2007 年に神社では B付近にて改修工事が行われ

たが，コウモリに関する観察や調査は行われず，そ
の影響や糞の堆積についての記録を残すことはでき
なかった．
2008年の最初の観察日は７月６日であり，A，C，

Dに糞が少量見られたが，これまで糞の量が多かっ
た Bには見られなかった．前年，この場所付近で
行われた神社の改修工事が影響していたのかどうか
は不明である．その後，Bにも糞の堆積が見られ始
めたため，７月 16日から 17日の二日間にわたり，
上述のとおり神社本殿からの飛翔個体を直接捕獲す
る調査が行われた．捕獲調査後の７月 29 日では，
前年同様 Cや Dの糞の量は極めて少なく，Bへの
堆積が顕著であることが確認された．
2009 年７月５日には糞がわずかしか見られな

かったが，７月 20日には Bに多数の糞の堆積が見
られた．糞の堆積は７月 26日まで Bで続くが，８
月３日では Cでの堆積が顕著になり，Bから Cへ
とコウモリが場所を移動したものと思われた．場所
の移動については，おそらく天候不順の影響と思わ
れる幼獣（一部成獣も含む）の落下などが続いたこ
とによるものと想像された．８月９日以降は Bに
おける糞の堆積はなく，11 月３日までその状況は
変わらなかった．
2010 年７月３日では Bには糞もなく，Cのみで

糞およびコウモリが確認された．
2011 年７月 11 日には神社の屋根の補修工事が

行われており，そのまわりには足場も組まれ，Bお
よび C部分にもあらたな柱が追加された．B，Cに
はフンの堆積があり，Bの方がその量は多く，コウ

モリの存在も確認することができた．
2012 年７月９日は，Ｃに新鮮なフンの堆積のほ

か，体毛がまだ生えていないものからある程度生え
ている個体まで合計４個体の幼獣の落下が確認され
た．Ｂでは白化した昨年のものと思われる古いフン
の堆積のみが見られただけであった．その後，７月
16 日にＣで幼獣１個体の落下が見られ，７月 21
日にはＢに新しいフンの堆積が見られた．Ｂの新鮮
なフンの堆積がＣからの移動個体を示すのか，別の
コウモリが移入してきたのかを示すものかは不明で
あった．
以上，浅茅野神社の利用は糞の堆積状況などから

６月下旬から７月初旬にかけて多くの個体が集まり
始めているものと推測された．残念ながら８月中旬
以降の観察がほとんど行われていないため，本繁殖
コロニーがいつ神社の利用を終了し，分散していく
かについては不明であるが，筆者の一人である村山
の 2009 年における観察によれば，９月 17 日まで
複数個体による連続したバットディテクターの反応
が確認できたため，少なくとも９月中旬頃までは利
用が続くものと思われた．なお，秋や冬期間の利用
の確認はされていない．
繁殖期間中にフンの堆積場所が変化する例が観察

されているが，同じ個体群中の移動なのか，それと
も別個体群や別種の移入によるものかはわかってい
ない．また，これらの移動は幼獣の落下とともに観
察されているが，移動と幼獣落下の関係も不明であ
り，これらの解明のためには継続かつ定期的な観察
が必要とされる．
本種がどれくらい古くからこの神社を利用してい

たのかについては定かではないが，神社の管理を
行っている水口孝一さんのご家族の話では，この地
域では昔からコウモリはそれほど珍しいものではな
く，小学校や物置などでコウモリの姿を見かけるこ
とが度々あったという．そのため住民のコウモリに
対する関心はそれほど高いものではなく，神社をコ
ウモリが利用していることについてもこれまで気づ
くことはなかったという．

利用の状況
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幼獣 成獣♂ 成獣♀ メモ
‘06.6/30
‘08.7/16-17
‘05.7/31-8/4

1 19
51 ヒメホオヒゲ１オスが捕獲される

5 5

0%

25%

50%

75%

100%

‘06.6/30 ‘08.7/16-17 ‘05.7/31-8/4

性別および齢の構成の割合

捕獲日

幼獣 成獣♂ 成獣♀

妊娠中 28
出産後・授乳中 12
非妊娠 8
不明 3

3
8

12
28

雌の繁殖状況（2008年）

妊娠中 出産後・授乳中 非妊娠 不明

図３．捕獲個体の性別および成獣・幼獣の構成． 図４．2008 年に捕獲された雌の繁殖状況．

図５．捕獲された雌の前腕長と体重およびその繁殖状況．

ホオヒゲコウモリがこの神社をどのように利用し
ているのかを知るために，2006 年および 2008 年
に捕獲調査を実施し，個体の繁殖状況などを調べた．
成獣の性比は６月下旬から７月中旬にかけて妊娠

または授乳中の雌でほとんどが占められており，お
そらく出産は７月初旬と想像された（図３）．なお
７月中旬までは幼獣の捕獲がされたことがなく，７
月下旬になって初めて幼獣の飛翔が開始されている

EZ1193 F A 35.78 5.8 lacting
EZ1201 F A 36.3 5.8 lacting
EZ1202 F A 34.93 5.8 lacting
EZ1203 F A 35.41 5.8 lacting
EZ1208 F A 36.7 5.9 lacting
EZ1218 F A 34.35 5.6 lacting
EZ1225 F A 36.57 6 lacting
EZ1227 F A 36.85 5.6 lacting
HK01060 F A 36.93 5.8 lacting
HK01063 F A 35.12 5.9 lacting

F A 32.8 5.4 15 lac授乳後
F A 36.4 6.1 lac授乳後
F A 36.7 5.6 lac授乳中

EZ1214 F A 35.62 5.8 lac出産後
EZ1216 F A 34.97 5.6 lac出産後
EZ1195 F A 35.59 6.9 妊
EZ1197 F A 35.38 5.9 妊
EZ1198 F A 35.54 7.3 妊
HK01083 F A 35.54 7.5 妊
EZ1204 F A 35.51 7.2 妊
EZ1205 F A 34.84 7.6 妊
EZ1206 F A 35.7 8.2 妊
EZ1207 F A 33.21 6.7 妊
EZ1209 F A 33.43 7 妊
EZ1211 F A 35.58 7.1 妊
EZ1212 F A 36.19 5.6 妊
EZ1215 F A 33.29 6.2 妊
EZ1217 F A 34.74 5 妊
EZ1219 F A 35.02 7.4 妊
EZ1220 F A 36.33 7.6 妊
EZ1221 F A 35.53 7.4 妊
EZ1222 F A 34.62 7 妊
EZ1223 F A 36.12 7 妊
EZ1224 F A 34.8 6 妊
EZ1228 F A 34.71 6.8 妊
EZ1231 F A 35.18 6 妊
EZ1233 F A 35.59 7.4 妊
EZ1234 F A 35.85 7 妊
EZ1237 F A 35.08 6.8 妊
HK01038 F A 33.75 7.1 妊
HK01058 F A 35.27 6.8 妊
EZ1196 F A 35.37 6.2 妊（またはlacting)
EZ1194 F A 36.55 6.4 非妊
EZ1213 F A 34.11 5.4 非妊
EZ1226 F A 35.54 5.2 非妊
EZ1229 F A 34.83 5.8 非妊
EZ1230 F A 36.25 5.6 非妊
EZ1232 F A 37.07 6.2 非妊
EZ1235 F A 35.18 5.8 非妊
EZ1236 F A 34.8 5.4 非妊
HK01038 F A 33.82 5.6
HK01043 F A 35.58 7.0
HK01046 F A 35.03 7.2
HK01047 F A 36.58 6.1
HK01051 F A 35.11 6.1
HK01052 F A 36.43 7.5
HK01053 F A 34.22 7.0
HK01054 F A 35.17 7.2
HK01055 F A 36.85 6.9
HK01056 F A 34.23 6.3
HK01057 F A 34.73 6.1
HK01058 F A 35.03 6.7
HK01059 F A 34.92 6.9
HK01060 F A 36.28 6.7
HK01063 F A 35.03 6.4
HK01066 F A 36.85 6.8
HK01069 F A 33.20 6.1
HK01079 F A 36.07 7.1
HK01083 F A 35.66 6.3

4.5

5

5.5

6

6.5

7

7.5

8

32.5 33.5 34.5 35.5 36.5 37.5

2008年捕獲個体の繁殖状況別計測値と2006年捕獲個体の比較

体
重

 g

前腕長 mm

出産後 妊娠中 非妊娠 ‘06.6/30の個体

（注）．
2008 年における雌の繁殖状況は図４のとおり

で，約四分の三が妊娠中または授乳中の個体で占め
られる一方，妊娠をしていない個体も少数ながら見
られた．これらの雌の前腕長と体重の関係を繁殖状
態ごとに示したのが図５で，これには繁殖状況の
確認をしていない 2006 年の雌のデータも含めた．
このグラフによると，グラフの上部に位置する体重
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が重い個体はすべて妊娠雌であり，非妊娠個体や出
産後の個体に比べると１～ 1.5 ｇほど体重が重かっ
た．2006 年の捕獲個体（図５の ×印）は繁殖状況
を確認していないが，2008 年の数値を参考にする
と，その過半数の個体が妊娠雌であったことが窺わ
れた．その一方で，妊娠雌と判断された個体の中に
は同サイズの妊娠雌と比べて体重の増加が見られな
い個体も若干含まれていた．繁殖状況の確認は，観
察者による主に下腹部の膨満状況の目視による判断
のため，誤差が生じる可能性もあるが，個体群中の
もともとの体重のばらつきによる可能性もある．繁
殖期の捕獲は母胎への影響もあるため，今後は繁殖
終了後の時期にできるだけ多くの個体の計測などを
行い，雌の体重のばらつきなどを明らかにしていく
必要もあろう．
以上，神社を利用するのはホオヒゲコウモリのメ

スによる繁殖集団であることが上記の結果から明ら
かとなったが，例外と思われる結果も記録されてい
る．2006 年の調査では捕獲されたホオヒゲコウモ
リ 20 頭中に１頭の雄成獣がいた．神社やその周辺
の森で捕獲されたホオヒゲコウモリの成獣はこれ以
外はすべて雌ばかりで，おそらく神社とは異なる場
所で雄は夏の生活を送っていることが窺われ，本個
体はたまたま雌集団に紛れ込んでしまった個体，ま
たは直接神社から飛来していない個体ではないかと
思われた．

注）佐藤ほか（2006）の 2005 年 7月 31 日に捕獲
された２個体は幼獣であり，表２の備考にある「授
乳中」は誤りである．

温度変化
2010 年１月 28日にOnSolution Pty 社製温度ロ

ガー（DS1920G-F50）を浅茅野神社の B部分（高
さ約 1ｍの木製の棒先端に装着されたロガーを壁
の隙間に設置），浅茅野神社からおよそ３ｍほど離
れた場所にある林の中のイチイの生木（樹高３～４
ｍ，ロガーは高さ 2.5 ｍ部分に針金で固定）上にお
ける外気温，廃屋の内壁（コウモリがいたと思われ
る壁の内側約３ｍ部分），浅茅野小学校のトタン屋

根の隙間（高さ約５ｍ）に設置した．計測開始は同
年 2月 1 日からで，回収は 2011 年 1 月 9 日に小
学校を除く３個を，そして小学校の１個を３月１日
に回収した．このうち神社，小学校のロガーで不具
合があり，廃屋とイチイ上で計測された外気温の２
か所のみで記録を取ることができた．図６には外気
温のみを示したが，大きな温度差は両者では見られ
なかった．これは廃屋の壁などが崩れ落ち，ほぼ屋
外の気温と変わらない状態になっていたためと思わ
れる．なお，最低気温は，外気温では -21.0℃（2010.
ii.4 0:00），廃屋では -20.5℃（2010.ii.4 4:00）で
あり，最高気温は，外気温が 30.0℃（2010.viii.6 
12:00），廃屋が 27.5℃（2010.viii.6 12:00）であっ
た．
2011 年には，再び浅茅野神社の C部分に T&D

社製温度ロガー（TR-51A）を４月 18 日から設置
し（ロガーを先端に装着した高さ 1.5 ｍの園芸ポー
ルを地上から更に約 1.6m の高さの壁の隙間に設
置），2012 年５月１日に回収を行った．最高温度は
28.1℃（2011.viii.7 14:00），最低温度は -21.3℃
（2012.ii.25 7:00，2012.ii.25 8:00）であった．
結果は図７に示す．コウモリはこの年は主にＢ部分
を利用しており，Ｃ部分では糞の堆積が少なかっ
た．なお，高さ 1.5mの園芸ポールの先端に装着さ
れた温度計はコウモリがねぐらとしている板の隙間
部分に設置されたが，コウモリはこの温度計の高さ
からさらに２ｍ以上高い場所に位置しており，直接
ねぐらの温度変化を示しているわけではない．コウ
モリがこの場所に集まり，出産保育を行う時期を６
月下旬から７月までと仮定した場合，2011 年の 6
月 20 日から 7月 31 日までのＣ部分における平均
温度は 17.4℃で，最高は 25.6℃（2011.vii.7），最
低は 9.2℃（2011.vi.24）であった．

廃屋と神社の利用関係
神社からおよそ約 100mほど東に離れた場所に

４×５ｍほどの木製の廃屋が社有林内に設置されて
いた．2009 年４月 24 日に筆者の一人である村山
はこの廃屋にコウモリのものと思われる大量の糞の
堆積を初めて確認し，同年 7月５日にはこの廃屋
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の壁から，多数のコウモリの声や動く音が聞かれ
た．しかし，同日の神社には糞がわずかしか見られ
なかった．その後，７月 20 日に神社に多数の糞の
堆積が見られ，廃屋からは 19:21 に１個体の飛翔

およびバットディテクターによる 40kHz の反応を
19:55 までに断続的に得られた．しかし，この時，
多くの個体が飛翔しているようには感じられなかっ
た．そこで，翌 21 日の日中に廃屋を再び確認した

図６．浅茅野神社の屋外の気温変化（2010.ii.1 ～ 2011.i.9）．

図７．浅茅野神社のＢ地点における気温変化（2011.iv.18 ～ 2012.v.1）．
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ところ，コウモリが利用している気配は既になく
なっていた．なお，８月５日の日中には，７月 21
日に神社にて捕獲されたホオヒゲコウモリ（個体識
別番号 A-0901 または HK-01063 のいずれも雌）
の発信器の反応が廃屋付近から得られている（中
山，未発表）．
2010 年では，６月 28 日に村山が廃屋前に設置

した BDでの反応を多数確認しているが，７月３日
には廃屋を利用している反応や気配もなくなり，ど
こかに移動したようであった．
2011 年にこの廃屋を利用してるコウモリの正体

を確かめるべく捕獲調査を計画したが，調査実施前
にこの廃屋は取り壊されてしまった．
以上がこの廃屋利用の観察例の全てであるが，観

察例が少ないためこの廃屋が神社にコロニーを形成
していたホオヒゲコウモリとどのような関係にあっ
たのかは不明のままである．2009 年と 2010 年の
観察によれば，神社にコロニーを形成する前に一時
的に利用されていたねぐらとしての可能性が高い
が，性別はもちろん，種の同定もされていないので
他種の別のコロニーの可能性も否定できない．

以上，本調査によって神社本殿がホオヒゲコウモ
リの繁殖場所として利用されてきたことが判明した
が，オスのねぐらや越冬場所については依然わかっ
ていない．将来的にはより広範囲なねぐらの探索を
行い，彼らが一年を通じて利用する様々な場所の保
全を行っていくことが，この繁殖場所の保全にもつ

ながっていくものと思われた．また，国内における
ホオヒゲコウモリの発見されている繁殖場所はす
べて家屋や小屋などの人工構造物であり（服部，
1966；河合・赤坂，2008；近藤，2011），その保
全にはコウモリを含む地域の自然に対する地元の理
解や協力も不可欠と考えられ，調査以外の面でもな
んらかの働きかけなどをしていくことが今後は重要
と思われた．

参考文献
服部畦作，1966．北海道産コウモリについて．北
海道衛生研究所報，(16): 69-77．

河合久仁子・赤坂卓美，2008．北海道十勝平野に
おけるMyotis ホオヒゲコウモリ属３種の日中ね
ぐら．東洋蝙蝠研究所紀要，(7): 9-16．

近藤憲久，2011．北海道根室・釧路地方のウス
リーホオヒゲコウモリ（Myotis gracilis Ognev, 
1927）のねぐらについて．根室市歴史と自然の
博物館紀要，(23): 57-62．

Kondo, N. & N. Sasaki, 2005. An external taxo-
nomic character suitable for separating live 
Myotis ikonnikovi and M. mystacinus. Mammal 
study, 30(1): 29-32.

佐藤雅彦・村山良子・前田喜四雄，2006．猿払村
のコウモリ類の分布．利尻研究，(25): 37-45．

猿払村史編纂発行委員会，1976．猿払村史．猿払
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アオイガイはカイダコ科に属する軟体動物で，
世界の温・熱帯海域に分布，メスだけが薄い貝殻
を形成し，浮遊する（奥谷，2000）．西日本の日本
海側や北海道沿岸においても大量漂着例が知られ
ているが（志賀，2007），道北北部における本種の
漂着例などについてはあまり報告例がない（鈴木，
2006；船木・佐藤，2009；オホーツクミュージア
ムえさし，2012）．本報では，2012 年 10 月 17 日
に利尻島西部の沓形港においてアオイガイ１個体が
生きたまま発見された例のほか，１例を報告すると
ともに，これまで筆者が知る限りの利尻，礼文，稚
内における漂着例を記す事とした．
なお，2012 年における漂着例については石川卓矢

さん，上遠野浩志さん，稚内などにおける過去の漂
着例については堀内淳さん，疋田英子さんに貴重な
資料や報告についてご教示いただいた．志賀健司さ
ん（いしかり砂丘の風資料館）には本種の道内にお
ける漂着情報の提供や，本文の校閲をいただいた．
これらの方々に心から感謝申し上げたい．

2012 年における利尻島の漂着として以下の２例
を報告する．

利尻島沓形港において捕獲されたアオイガイ

佐藤雅彦

〒097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館

A Greater Argonaut, Argonauta argo, Captured at Kutsugata Port, 
Rishiri Island, Northern Hokkaido

Masahiko SATÔ

Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan 

Abstract. A female greater argonaut, Argonauta argo, was captured by fisherman at Kutsugata port, west-

ern Rishiri Island, northern Hokkaido on October 17, 2012. Supplementary records of this species in Rishi-

ri, Rebun and Wakkanai are also reviewed. 

まず最初の例は 10 月 17 日の朝，利尻町沓形港
において石川卓矢さんが港を浮遊しているアオイガ
イ１個体を発見し，網ですくいあげた．この個体（図
１）は生きたまま利尻町立博物館に持ち込まれ，そ
の後標本とされた．殻の大きさは殻長 114mm，殻
高 70mm，殻幅 37mmで，殻の中心の基部にはう
すい黄色を呈したおよそ３cmほどの長さの卵塊が
１つ付着していた．利尻島における本種の確認例は
筆者が知る限り本例が最初のものと思われる．

図１．沓形港で捕獲されたアオイガイ．
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２例目は筆者が 10 月 25 日に利尻富士町大磯の
海岸（北緯 45° 14′ 22" 東経 141° 10′ 20"）にて，
波打ち際から約２ｍほど離れた打ち上げられた海藻
類上で発見した破損した殻によるものである．軟体
部は既に失われ，殻自体も破損があったが，その大
きさは欠損部を補正して計測し殻長 79mm，殻高
45mm，殻幅 29mmの数値が得られた．極めて薄
い殻で形成されているアオイガイの殻は破損しやす
く，利尻島では溶岩により形成された岩場による海
岸地形が多いため，これらのことが同島での本種の
漂着発見例が少ない一因になっているものと想像さ
れた．

これまでの利尻・礼文・稚内周辺地域でのアオイ
ガイの漂着例としては，礼文島については船木・佐
藤（2009）が 2006 年における殻の漂着例を報告
しているほか，稚内市では 2010 年 10 月 22 日に
稚内市声問海岸で疋田英子さんが漂着した殻を発見
し，撮影を行っている（疋田，私信．図２）．１カ
月の間に断続的に複数の場所で見つかった例として

図２．稚内市声問海岸に漂着したアオイガイの殻（撮影：疋田英
子さん）．

は，1998 年の記録がある．1998 年 10 月１日に稚
内港で１個体，同月３日に宗谷港１個体，４日に利
尻島（利尻沖または礼文島西海域でイカ釣り船によ
り採取された）２個体，７日に稚内沖１個体，23
日に稚内前浜１個体，27 日にノシャップ沖１個体
が，稚内ノシャップ寒流水族館に持ち込まれた（堀
内，2001；日刊宗谷，1998）．志賀（2007）では
本種の大量漂着の変動が地球環境変動の指標になる
可能性が指摘されており，今後も本種の道北北部に
おける漂着については各地で丹念に記録を残してい
く必要があろう．
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はじめに
利尻島西部に位置する沓形におけるテュムラス上

の生物相については，既に地衣類については志波
（2007）が 10 種，蘚苔類については大石・佐藤
（2010）が 31種（２変種を含む）を報告をしてい
る．本報は，これらの報告に続き，同地におけるシ
ダ類および種子植物の合計 119 種について報告す
るものである．
なお，シダ類については梅沢俊氏，永田芳男氏，

小杉和樹氏（利尻島自然情報センター）に，イネ科
については五十嵐博氏（北海道野生植物研究所）に
貴重な情報をいただいた．ここにお名前等を記して
心からお礼を申し上げる．

調査場所および方法
調査場所は，大石・佐藤（2010）に示した「栄

沓形地区テュムラス上の植物相（２）
利尻島西部のテュムラス上にみられるシダ類および種子植物

佐藤雅彦 1)・志田祐一郎 2)

1) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館
2) 〒 001-0017　北海道札幌市北区北 17条西 4丁目 株式会社野生生物総合研究所

A Flora on Tumuli in Kutsugata District, Rishiri Island, Hokkaido (2) 
Pteridophyta and Spermatophyta Flora on Tumuli in the Western Rishiri Island
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Abstract. One hundred nineteen plant species are recorded for two tumuli in western Rishiri Island. Al-

though there are no appreciable differences between these tumuli in the same western area from the view-

point of landforms, surroundings and historical formation, the percentage of species in common is only 

40.3%. The unique flora on tumuli including some peculiar seashore and alpine plants has been influenced 

by severe edaphic conditions condition and the micro habitats of fissures. The tumuli that are located on a 

plain on the lower slopes of Mount Rishiri appear to be safe refugia for these plants.

浜テュムラス」および「種富テュムラス」と同じで
ある（図１）．確認種については２つのテュムラス
の溶岩上のほか，隆起があきらかな周辺土壌上に生
息する種も加えた．調査は 2008 年から 2009 年の
４月から９月まで，およそ 10 日間の間隔で訪れ，
開花時期の記録を行い，不明種については採取を行
い，顕微鏡などによる詳細な観察を行うことにより
同定を行った．2010 年から 2012 年は補足調査を
行った．栄浜テュムラスは比較的小さいためほぼ全
体を常に調査することができたが，種富テュムラス
は面積も大きく，また観察がしづらい危険な岩場が
あるために，主に図 1-a に示した北側の一部の岩場
を調査対象とした．

結果
種富テュムラスからはシダ類 9種，種子植物 61
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種が，栄浜テュムラスからはシダ類 8種，種子植
物 89 種の生育が確認され，両テュムラスからシダ
類 12 種，種子植物 107 種，合計 119 種の維管束
植物が確認された．以下に，両テュムラスにおける
シダ類および種子植物のリストを記す．

栄浜テュムラス・種富テュムラスのシダ類および種
子植物リスト
・各種について，和名・学名・調査地略名・備考の

順に記した．
・科の配列はY-list（米倉・梶田，2003-）に従い，

属以下の配列はアルファベット順とした．
・調査地略名は，種富テュムラス→種，栄浜テュム

ラス→栄，とした．
・外来種や移入種，庭抜けと思われる種には＊を記

した．

イワヒバ科 Selaginellaceae
01．エゾノヒモカズラSelaginella sibirica (Milde) Hi-
eron. 種

ハナヤスリ科Ophioglossaceae

02.ヒメハナワラビBotrychium lunaria (L.) Sw. 栄
03. エゾフユノハナワラビBotrychium multifidum 
(S.G.Gmel.) Rupr. var. robustum (Rupr. ex Milde) 
C.Chr. 種

コバノイシカグマ科Dennstaedtiaceae
04.イヌシダDennstaedtia hirsuta (Sw.) Mett. 種

チャセンシダ科Aspleniaceae
05.トラノオシダAsplenium incisum Thunb. 種栄

オシダ科Dryopteridaceae
06.オシダDryopteris crassirhizoma Nakai 種栄
07.シラネワラビDryopteris expansa (C.Presl) Fraser-
Jenk. et Jermy種栄

08.ニオイシダDryopteris fragrans (L.) Schott 栄

ヒメシダ科Thelypteridaceae
09.ミヤマワラビThelypteris phegopteris (L.) Sloss. 
ex Rydb. 種

イワデンダ科Woodsiaceae

50m

500m

a b

沓形

種富

栄浜

図 1．調査地．a：種富テュムラス，b：栄浜テュムラス．種富テュムラスについては矢印で示した岩場を主な調査場所とした．
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10.エゾメシダAthyrium brevifrons Nakai ex Taga-
wa種栄

11.キタダケデンダWoodsia subcordata Turcz. 栄
12.エゾデンダPolypodium sibiricum Sipliv. 種栄
 
マツ科 Pinaceae
13.エゾマツPicea jezoensis (Siebold et Zucc.) Car-
rière 栄

ヤナギ科 Salicaceae 
14.ドロノキPopulus suaveolens Fisch. 栄

クワ科Moraceae
15.ヤマグワMorus australis Poir. 種栄

イラクサ科Urticaceae
16.エゾイラクサUrtica platyphylla Wedd. 栄

タデ科 Polygonaceae
17. オオイタドリFallopia sachalinensis (F.Schmidt) 
Ronse Decr. 種栄

ナデシコ科Caryophyllaceae
18.エゾカワラナデシコDianthus superbus L. var. su-
perbus 種栄

19.オオヤマフスマMoehringia lateriflora (L.) Fenzl栄
20.ハマツメクサSagina maxima A.Gray栄

マツブサ科 Schisandraceae
21.チョウセンゴミシSchisandra chinensis (Turcz.) 
Baill. 種

キンポウゲ科Ranunculaceae
22.ヒメイチゲAnemone debilis Fisch. ex Turcz. 種栄

マタタビ科Actinidiaceae
23. サ ル ナ シ Actinidia arguta (Siebold et Zucc.) 
Planch. ex Miq. 種栄

オトギリソウ科Guttiferae

24.オトギリソウHypericum erectum Thunb. 栄

ケシ科 Papaveraceae
25. エゾエンゴサクCorydalis fumariifolia Maxim. 
subsp. azurea Liden et Zetterlund種栄

26.エゾキケマンCorydalis speciosa Maxim. 種栄

アブラナ科Cruciferae
27.ジャニンジンCardamine impatiens L. 種栄
28.エゾイヌナズナDraba borealis DC. 種栄

ベンケイソウ科Crassulaceae
29. コモチレンゲ Orostachys malacophylla (Pall.) 
Fisch. var. boehmeri (Makino) H.Hara種栄

30.イワベンケイRhodiola rosea L. 種栄

ユキノシタ科 Saxifragaceae
31.ノリウツギHydrangea paniculata Siebold種
32. ツルアジサイHydrangea petiolaris Siebold et 
Zucc. 種

33.エゾスグリRibes latifolium Jancz. 種栄
34.トガスグリRibes sachalinense (F.Schmidt) Nakai種
35.マルスグリRibes uva-crispa L. 栄＊

バラ科Rosaceae
36.オオダイコンソウGeum aleppicum Jacq. 栄
37.キジムシロPotentilla fragarioides L. 種栄
38.ハマナスRosa rugosa Thunb. 種栄
39.エゾイチゴRubus idaeus L. subsp. melanolasius 
Focke種栄

40.ナワシロイチゴRubus parvifolius L. 栄
41.ナガボノワレモコウSanguisorba tenuifolia Fisch. 
ex Link種栄

42.ホザキナナカマドSorbaria sorbifolia (L.) A.Braun
種栄

43.ナナカマドSorbus commixta Hedl. 種
44.タカネナナカマドSorbus sambucifolia (Cham. et 
Schltdl.) M.Roem.種栄【亜種ミヤマナナカマドを含む】

45. エゾシモツケSpiraea media F.W.Schmidt var. 
sericea (Turcz.) Regel ex Maxim. 種
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マメ科 Leguminosae
46.ヤマハギLespedeza bicolor Turcz. 栄
47.センダイハギThermopsis lupinoides (L.) Link栄
48.シロツメクサTrifolium repens L. 栄＊
49.クサフジVicia cracca L. 栄

フウロソウ科Geraniaceae
50.ゲンノショウコGeranium thunbergii Siebold ex 
Lindl. et Paxton栄

ミカン科Rutaceae
51.キハダPhellodendron amurense Rupr. 種
52.ツルシキミSkimmia japonica Thunb. var. inter-
media Komatsu f. repens (Nakai) Ohwi 種

ウルシ科Anacardiaceae
53.ツタウルシToxicodendron radicans (L.) Kuntze 
subsp. orientale (Greene) Gillis 種栄

モチノキ科Aquifoliaceae
54. ハイイヌツゲ Ilex crenata Thunb. var. radicans 
(Nakai ex H.Hara) Murai 栄

ニシキギ科Celastraceae
55.ツルウメモドキCelastrus orbiculatus Thunb. var. 
orbiculatus 種栄

56. オ オ ツリ バ ナ Euonymus planipes (Koehne) 
Koehne種

57.マユミEuonymus sieboldianus Blume種＊

ブドウ科Vitaceae
58.ノブドウAmpelopsis glandulosa (Wall.) Momiy. 
var. heterophylla (Thunb.) Momiy. 種栄

59.ヤマブドウVitis coignetiae Pulliat ex Planch.種栄

ジンチョウゲ科Thymelaeaceae
60.ナニワズDaphne jezoensis Maxim. 種

グミ科 Elaeagnaceae
61.アキグミElaeagnus umbellata Thunb. 栄＊

アカバナ科Onagraceae
62.ヤナギランChamerion angustifolium (L.) Holub栄
63.メマツヨイグサOenothera biennis L. 栄＊

ミズキ科Cornaceae
64.エゾゴゼンタチバナCornus suecica L. 種

ウコギ科Araliaceae
65.ウドAralia cordata Thunb. 栄
66.タラノキAralia elata (Miq.) Seem.種栄
67.ハリギリKalopanax septemlobus (Thunb.) Koidz.
種

セリ科Umbelliferae
68.エゾボウフウAegopodium alpestre Ledeb. 種
69.オオバセンキュウAngelica genuflexa Nutt. 栄
70.エゾノヨロイグサAngelica sachalinensis Maxim. 
var. sachalinensis 栄

71. エゾノシシウド Coelopleurum gmelinii (DC.) 
Ledeb. 種栄

72.カラフトニンジンConioselinum chinense (L.) Brit-
ton, Sterns et Poggenb. 栄

73.オオハナウドHeracleum lanatum Michx. var. la-
natum栄

74.マルバトウキLigusticum scoticum L. subsp. hulte-
nii (Fernald) Hulten種栄

ツツジ科 Ericaceae
75.イワツツジVaccinium praestans Lamb. 種栄

モクセイ科Oleaceae
76.ミヤマイボタLigustrum tschonoskii Decne. 栄

ゴマノハグサ科 Scrophulariaceae
77.エゾヒナノウスツボScrophularia alata A.Gray種栄

オオバコ科 Plantaginaceae
78. エゾオオバコPlantago camtschatica Cham. ex 
Link栄
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スイカズラ科Caprifoliaceae
79.クロミノウグイスカグラLonicera caerulea L. subsp. 
edulis (Regel) Hulten var. emphyllocalyx (Maxim.) 
Nakai 種栄

80.エゾニワトコSambucus racemosa L. subsp. ka-
mtschatica (E.L.Wolf) Hulten種栄

レンプクソウ科Adoxaceae
81.レンプクソウAdoxa moschatellina L. 栄

キキョウ科Campanulaceae
82.ツリガネニンジンAdenophora triphylla (Thunb.) 
A.DC. var. japonica (Regel) H.Hara種

キク科Compositae
83.ノコギリソウAchillea alpina L. 種栄
84.ヤマハハコAnaphalis margaritacea (L.) Benth. 
et Hook. f. subsp. margaritacea栄

85.オオヨモギArtemisia montana (Nakai) Pamp.種栄
86.イワヨモギArtemisia sacrorum Ledeb. 種栄
87.エゾゴマナAster glehnii F.Schmidt var. glehnii栄
88.チシマアザミCirsium kamtschaticum Ledeb. ex 
DC. 栄

89.ヒメムカシヨモギConyza canadensis (L.) Cron-
quist 栄＊

90.ヤナギタンポポHieracium umbellatum L. 種栄
91.ブタナHypochaeris radicata L. 栄＊
92.フランスギクLeucanthemum vulgare Lam.栄＊
93.コウゾリナPicris hieracioides L. subsp. japonica 
(Thunb.) Krylov栄

94.コウリンタンポポPilosella aurantiaca (L.) F.Schultz 
et Sch.Bip. 種栄＊

95.ナガバキタアザミSaussurea riederi Herder subsp. 
yezoensis (Maxim.) Kitam. 種栄

96.アキノキリンソウSolidago virgaurea L. subsp. asi-
atica (Nakai ex H.Hara) Kitam. ex H.Hara種栄

97.セイヨウタンポポTaraxacum officinale Weber ex 
F.H.Wigg. 種栄＊

ユリ科 Liliaceae

98.ミヤマラッキョウAllium splendens Willd. ex 
Roem. et Schult. 栄

99.ギョウジャニンニクAllium victorialis L. 栄
100. ゼンテイカHemerocallis dumortieri C.Morren 
var. esculenta (Koidz.) Kitam. ex M.Matsuoka et 
M.Hotta 栄

101.オニユリLilium lancifolium Thunb. 種＊
102.ヒメイズイPolygonatum humile Fisch. ex Max-
im. 種栄

イグサ科 Juncaceae
103. スズメノヤリLuzula capitata (Miq.) Miq. ex 
Kom.種栄

イネ科Gramineae
104.ハルガヤAnthoxanthum odoratum L. 栄＊
105.イワノガリヤスCalamagrostis purpurea (Trin.) 
Trin. subsp. langsdorfii (Link) Tzvelev種栄

106.タカネノガリヤスCalamagrostis sachalinensis 
F.Schmidt 種

107.カモガヤDactylis glomerata L. 栄＊
108.ハマムギElymus dahuricus Turcz. ex Griseb.栄
109.ウシノケグサFestuca ovina L. 種栄
110.テンキグサLeymus mollis (Trin. ex Spreng.) Pilg.
栄

111.コメガヤMelica nutans L. 種栄
112.ススキMiscanthus sinensis Andersson栄
113.オオアワガエリPhleum pratense L. 栄＊
114.ヌマイチゴツナギPoa palustris L. 栄＊
115.ナガハグサPoa pratensis L. 種＊

サトイモ科Araceae
116. ザゼンソウSymplocarpus foetidus Salisb. ex 
W.P.C.Barton栄

カヤツリグサ科Cyperaceae
117.ネムロスゲCarex gmelinii Hook. et Arn. 種栄
118. ホソバヒカゲスゲ Carex humilis Leyss. var. 
nana (H.Lev. et Vaniot) Ohwi 種栄
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ラン科Orchidaceae
119. ハクサンチドリDactylorhiza aristata (Fisch. ex 
Lindl.) Soo栄

考察
栄浜テュムラスにおけるシダ類と種子植物の合計

種数は 97 種であり，種富テュムラスでは 70 種が
確認された．種富テュムラスに隣接する種富湿原の
高等植物相の種数が 111 種（小杉，1997；冨士田，
2000；丹羽ほか，2001）であることを考えると，
想像以上に多種多様な植物がテュムラス上に存在し
ており，特に栄浜テュムラスでは湿原の植物相に匹
敵する種数が確認された．テュムラスの規模が大き
な種富テュムラスで確認種数が少なかったのは，調
査場所が限られたことの影響とも想像されるが，直
接的な原因は不明である．テュムラスの規模・面積
と種多様性の関係を示すためには，今後，より様々
なテュムラスでの調査を行い，比較検討をすること
が必要であろう．
２つのテュムラスで共通する種は，シダ類

41.6％，種子植物 40.2％，全体で 40.3%を占めた．
両テュムラスは沓形 1溶岩流（KL1）により同時
期に形成されと考えられ（石塚，1999），距離も約
2.7km と近く，周囲の環境にも大きな違いはあま
り感じられないが，共通種は少ない結果となった．
また種子植物における外来種や移入種，植栽由来と
思われる種は，確認された種子植物全体の 14.9％
を占め，栄浜テュムラスでは 13 種，種富テュムラ
スでは５種であった．栄浜テュムラスは車道や物置
小屋，種富テュムラスでは建設会社の作業場などが
隣接し，どちらの隣接地にも多くの外来種が見られ
るが，このような差がテュムラス間にあることは興
味深い点の一つと思われた．
テュムラス上では，（１）より強い直射日光と溶

岩からの照り返し，（２）未発達の土壌，（３）風に
よる影響，などの特異な環境が植物に大きな影響を
与えているものと考えられる．その一方，テュムラ
スは内部からのガスの圧力などで中央に深い亀裂が
入るほか，表面からの冷却が進むことで節理が発達
することにより，上記のような環境とは対照的な場

所，すなわち日が当たりづらく，風から守られる場
所も作られている．一見すると単調な環境にみられ
るテュムラスであるが，溶岩の亀裂や摂理の深さ，
土壌の発達，風向きなど様々な条件が組み合わされ
ることで，多様かつ微細な環境が形成され，それが
様々な種の生育を可能としているものと思われた．
テュムラス上に生育する植物の中には，周辺部の

草原などではほとんど見ることがない種がいくつか
確認できた．ヒメイズイは島内の背丈が低い海岸草
原付近にみられ，栄浜地区ではテュムラス以外では
確認されていない．また，ヒメハナワラビやニオイ
シダなどは利尻山上部に行かなければ見られないも
のであり，本調査とは別に行われた地衣類の調査で
もオニハナゴケモドキやハナゴケは同じく利尻山の
高山帯で見られるものとされる（志波，2007）．こ
れらのことから，テュムラスという環境は平野部で
は高茎草本などの優占によってすでにその生息環境
が失われてしまった植生が，より厳しい環境の中，
細々と残されている場所とも考えられる（大石・佐
藤，2010）．
多数の摂理が入ることが多いテュムラスである

が，利尻山の渓谷や海岸付近の崖に比べればそれほ
ど目立つような崩壊が進んでいるようには見えず，
またなんらかの人間活動が関与し，崩されたり利用
されたりすることも少ないため，これらの植生が失
われる危険性は島内の湿原や高山帯の植生に比べれ
ば非常に小さいと言える．しかし，栄浜テュムラス
のようにその面積自体が小さく，生育する植物の個
体数も少ないことを考えると，わずかな環境変化な
どによっても大きな影響が及ぶことが想像される．
さらに本調査で示されたように，同じような環境に
みえる比較的近い距離のテュムラスでも共通種が少
なく，島内に存在する多くのテュムラス群には，そ
れぞれ独特な生物相が存在している可能性もある．
テュムラス表面上は顕著な植生もなく見えるため，
道路拡幅や何らかの人間活動の影響によって取り崩
しなどの工事が及ぶ可能性も全くないとは言えな
い．ともすると，利尻の植生は利尻山上部や湿原な
どに注目が及ぶことが多いが，テュムラス上の植生
はまさに火山活動によってできた利尻島の特異な環
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境の例のひとつとも言え，今後，その他の生物につ
いても様々な調査が行われていくとともに，その保
全についても議論を重ねていくことが必要であろ
う．
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はじめに
2011 年度利尻島調査研究事業助成制度により，

2011 年 8月 19 日，21 日に利尻島に生息する多岐
腸類を調査した．途中 20 日は，礼文島にも出かけ
採集をしてきた．採集した個体は生時の写真を撮
り，その後固定して実験室に持ち帰り，種の同定を
行った．利尻島および礼文島の海岸での多岐腸類の
調査は今回が初めてであり，採集したものには未記
載種のもの，及び北海道で初記録種も含まれてい
た．本報告では利尻島および礼文島の海岸で採集し
た多岐腸類の調査結果を中心に，種の特徴を述べな
がら紹介をさせて頂いた．
なお，北海道からはこれまでに 8 属 13 種の多

岐腸類が報告されており（Kaburaki, 1923；Kato, 
1937a, 1937b；岡田ほか，1971），さらに萩谷は
2000 年 9月に厚岸および釧路地域で多岐腸類の調
査を行い，Notoplana 属で未記載種を採集した（萩
谷，2012）．今回の利尻島・礼文島の結果と併せて，
北海道の海岸に生息している多岐腸類についてその
成果を論文にまとめて発表する予定である．

採集と方法
採集は利尻島で 8ヶ所（沓形，神居，蘭泊，神磯，

北海道北部，利尻・礼文両島の多岐腸類（扁形動物門，多岐腸目）

萩谷盛雄

〒254-0014　神奈川県平塚市四ノ宮 1-3-39　神奈川県環境科学センター

Polyclads from Rishiri and Rebun Islands, Northern Hokkaido, Japan

Morio HAGIYA

Kanagawa Environmental Research Center, 1-3-39, Shinomiya, Hiratuka, Kanagawa, 254-0014 Japan

Abstract. The polyclad turbellarians dealt with in this report were collected in August, 2011, at Rishiri Is-
land and Rebun Island, Hokkaido. In the present paper 6 species are reported, of which one appears to be 

new to science and four appear to be the first record of the species from Hokkaido.

仙法志御崎，沼浦，野塚，本泊），礼文島は 4か所
（津軽町，上泊，金田ノ岬，元地）の，いずれも水
深約 80cm位までの磯で，石の裏を返しながら行っ
た．採集した個体はポリ容器に入れホテルに持ち帰
り，生体写真を撮り，大きさなどを測定した後，海
水 Bouin 液で固定した．固定された個体は実験室
に持ち帰り，脱水・キシレンで透徹・パラフィン包
埋後 10 ㎛で薄切し，マイヤーのヘマトキシリン・
エオシン染色を施し脱水透徹後，実体顕微鏡（オリ
ンパス SZX），および顕微鏡（オリンパスシステム
生物顕微鏡CX41）で検鏡し，撮影（オリンパス顕
微鏡用デジタルカメラDP73）した．

調査結果
利尻島および礼文島で3属に含まれる多数の種を

採集できたが，今回は6種について報告する．

Suborder Acotylea
 Section Schematommata
  Family Leptoplanidae
    Genus Notoplana
 1. Notoplana humilis (Stimpson, 1857)
 2. Notoplana japonica Kato, 1937
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 3. Notoplana koreana Kato, 1937
 4. Notoplana sp.　

   Family Diplosolenidae
    Genus Pseudostylochus
 5. Pseudostylochus intermedius Kato, 1939

Suborder Cotylea
   Family Eureleptidae
     Genus Cycloporus
 6. Cycloporus japonicus Kato, 1944

1. Notoplana humilis (Stimpson, 1857)
 Leptoplana humilis (Stimpson, 1857)　
 Notoplana humilis Yeri et Kaburaki, 1918
（図 I-1, 7, 8; II-1）
利尻島沓形の磯で 2個体採集できた．生体時の

体長は 2 個体とも 15 ｍｍ，体幅は 4 ｍｍであっ
た．利尻島及び礼文島で採集できた他の 3 種の
Notoplana 属に比べて，背表面全体が灰色で，中
央部付がやや薄い黄褐色である．交接器は身体の中
央より後方にあり，貯精嚢に直接つながっている顆
粒腺嚢は大きな玉葱状で，一端は円錐形となり，雄
性生殖腔に入る．陰茎刺はない．雄性生殖孔の後ろ
に雌性生殖孔が位置する．この種は北海道の忍路か
ら小笠原まで広く分布しているが（Kato, 1944），
今回の調査で北海道の北端に近い利尻島まで分布域
を広げていることが明らかになった．

2. Notoplana japonica Kato, 1937
（図 I-2, 9, 10; II-2）
礼文島の磯で 1個体採集できた．生体時の体長

は 27mm，体幅は 10ｍｍであった．この種は体表
面が薄い灰白色で，眼及び体表面の中央付近が桃色
をしており，また脳域眼と触覚眼がそれぞれ一対あ

るが，脳域眼は触覚眼の後端よりも前方に散らばっ
ていることから，外形からも明らかにNotoplana
属の他の種から区別できる．この種は須崎（静岡県
下田），三崎（神奈川県），織笠（岩手県）から生息
が確認されているが（Kato, 1944；萩谷，1993），
北海道からはこれまで報告されておらず，本報告が
初記載である．

3. Notoplana koreana Kato, 1937
（図 I-3, 11, 12; II-3, 4）
利尻島沓形の磯で 2個体採集できた．生体時の

体長は 20mm，体幅は 5mm，及び体長 15mm，
体幅 3mmであった．体色は背表面は薄い茶褐色
で，中央部はやや濃い．脳域眼と触覚眼がそれぞれ
一対あり，触覚眼は丸くまとまり，脳域眼群は正中
線の両側にあり，眼点は前後に長く散在している．
長く管状の貯精嚢は厚い筋肉壁をもつ．顆粒腺嚢は
小さな楕円形をしており，その一端からでた射精管
は筋肉質で小さな円錐形の陰茎に入る．陰茎刺はな
く，雄性生殖腔は大きい．雄性生殖孔のすぐ後方に
雌性生殖孔がある．この種は群山（韓国），女川（宮
城県），大槌（岩手県），真鶴（神奈川県）から生息
が確認されているが（Kato, 1944；萩谷・蒲生，
1992；萩谷，1993），北海道からは報告されてい
ない．

4. Notoplana sp.
（図 I-4, 13, 14; II-5）
礼文島の磯で 1個体採集できた．生体時の体長

は 15mm，体幅は 5mmであった．背表面は均一
な薄茶色で，中央付近が茶褐色をしている．脳域眼
と触覚眼がそれぞれ一対ある．貯精嚢は蜂の腹部状
で，顆粒腺嚢は楕円形をしている．陰茎は筋肉質で
少し尖った円錐形をしており，陰茎刺はない．雄
性生殖腔は管状で雄性生殖孔に開口している．雌

図 I．利尻・礼文島で採集されたヒラムシ．
1, 7-8. Notoplana humilis （1, 眼点 ; 7, 生体背面 ; 8, 生体腹面）; 2, 9-10. N. japonica （2, 眼点 ; 9, 生体背面 ; 10, 生体腹面）; 3, 
11-12. N. koreana （3, 眼点 ; 11, 生体背面 ; 12, 固定標本腹面）; 4, 13-14. Notoplana sp. （4, 眼点 ; 13, 生体背面 ; 14, 固定標本腹
面）; 5, 15-16. Pseudostylochus intermedius （5, 眼点 ; 15, 生体背面 ; 16, 固定標本腹面）; 6, 17-18. Cycloporus japonicus （6, 眼
点 ; 17, 生体背面 ; 18, 固定標本腹面）．
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性生殖孔は雄性生殖孔の後方にある．交接器官の
構造はN. japonica と似ているが，雌性生殖腔に続
く膣の部分の曲がり具合がNotoplana sp. では N. 
japonica に比べてかなり大きくカーブしているこ
とや，雌雄の生殖孔の間の長さがNotoplana sp. は
N. japonica の長さの約 2倍以上あることから，両
種は明らかに異なっている．この種は生体時の特徴
および交接器官の構造からみて，著者が岩手県大槌
湾で採集し報告したNotoplana sp. と同種である
と思われる（萩谷，1998）．新種の記載をする予定
である．

5. Pseudostylochus intermedius Kato, 1939
（図 I-5, 15, 16; II-6, 7）
利尻島および礼文島の磯から多数採集できた．生

体時の体長は 20mm～ 43mm，体幅は 13mm～
25mmであった．背表面の体色は黄土色で，全体
に茶褐色の斑点が散らばっている．中央付近はやや
黒褐色である．写真の個体は尾端がわずかに切れて
再生した跡があり，その部分の色素が抜けている．
腹面中央付近には体長の約 5分の 2の長さの白色
をした槢壁形の咽頭が見られる．咽頭の後方に交接
器がある．貯精嚢から伸びる細く長い射精管は大き
な顆粒腺嚢の腹側をとおり，顆粒腺嚢から伸びた管
と陰茎の突起部分で交わる．陰茎突起は幅広い円錐
形で，大きな L字を横にしたような形の雄の生殖
腔にある．雄性生殖孔は L字の角の部分に開口す
る．雌性生殖孔は雄性生殖孔の後方にあり，雄性生
殖孔から雌性生殖孔の間，および雌性生殖孔の付近
は深い襞になっている．この種は加藤により青森県
の浅虫及び湯ノ島から採集された個体が新種として
記載されたが（Kato, 1939），その後，田近と石田
により同所から採集した個体に基づいて交接器官の
構造に関しての詳細な記載が行われた（Tajika & 
Ishida, 1999）．

6. Cycloporus japonicus Kato, 1944
（図 I-6, 17, 18; II-8, 9, 10）
利尻島仙法志御崎の磯で 1個体採集できた．生

体時の体長は 12mm，体幅は 8mm．背表面は黄土
色及び褐色で，体縁部分は岐腸の末端の小胞の位置
を示す黒褐色の斑点がある．ブアン液で固定後，キ
シレンで透徹すると，身体全体は黄色に染まり，腸
分岐の部分が褐色の斑点として観察できる．体形は
楕円形で，前縁に一対の丸みをおびた触角がある．
触角部分には多数の眼点がある．脳域眼は一対の眼
点群からなり，それぞれの眼点群は正中線に対して
縦に長く，左右対称に存在している．左右の眼点群
は前部で交るが，後部ではお互いに少し離れてい
る．脳のすぐ後ろにある口と，身体のほぼ中央にあ
る吸盤の間にそれぞれ雌，雄の生殖孔が開口してい
る．貯精嚢は大きな袋状で，そこから伸びた射精管
は顆粒線嚢からでた管と合流し，陰茎に達する．陰
茎刺の先端は角状である．雌性生殖孔は雄性生殖
孔の後ろにあり，そこから雌性生殖腔が背側に向
かって垂直に伸び，急に直角に後方に向きを変え
る．貯精嚢は背表面と雌性生殖腔の間に位置する．
Cycloporus 属は日本からはこれまで C. japonicus
と C. variegatus の２種が報告されているが（Kato, 
1944），雌雄の生殖孔の間の距離が短く，貯精嚢が
雌性生殖腔の上にあることから，利尻島で今回採集
できた個体は C. japonicus であることがわかる．
この種は三崎・真鶴（神奈川県），須崎（下田），瀬
戸（和歌山県），浅虫（青森県），大槌（岩手県）
から報告されている（Kato, 1944；萩谷・蒲生，
1992；萩谷，1993）．

まとめと考察
北海道の海岸に生息している多岐腸類について

は，これまで忍路，小樽，室蘭，厚岸から 8 属
13 種が報告されている（Kaburaki, 1923；Kato, 
1937a, 1937b；岡田ほか，1971）．今回の利尻

図 II．利尻・礼文島で採集されたヒラムシの交接器官（1-7, 9-10）及び縦断面（8）．
1. Notoplana humilis; 2. N. japonica; 3-4. N. koreana; ５. Notoplana sp.; 6-7. Pseudostylochus intermedius; 8-10. Cycloporus 
japonicus. FGP，雌性生殖孔；GF，腺性嚢；LGP，ラング腺嚢；M，口；MGP，雄性生殖孔； PH，咽頭；PN，陰茎；PR，顆粒腺嚢；
SK，吸盤；SV，貯精嚢．
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島・礼文島での多岐腸類の調査では，3属 6 種を
採集することができた．6種のうち Notoplana 属
の 1 種は岩手県大槌湾から採集された未記載種と
同種であり（萩谷，1993），さらにN. japonica，
N. koreana，P. intermedius，C. japonicus は
北海道では初記録である．厚岸および釧路の海
岸には本州ではこれまで確認されていない固有
の Mirostylochus  akkeshiensis（Kato, 1937）
や Notoplana 属の新種が生息しているが（萩谷，
2012），今回の利尻島・礼文島での調査ではそれら
と同じ種は確認できなかった．
また，今回採集できた個体の中には記載した以外

の Notoplana 属，および Pseudostylochus 属の種
で報告した以外の種であろうと思われる個体もまだ
多く含まれていた．さらに，その後利尻町立博物館
の佐藤雅彦学芸員から Pseudostylochus 属と思わ
れる標本が 2個体送られてきたが，いずれも未成
熟であり詳細な種の同定は不可能であった．このこ
とにより，利尻島および礼文島付近の海岸には，ま
だ未発見，未記載種の多岐腸類が多く生息している
ことと思われる．今後，利尻島・礼文島をはじめと
する北海道各地での多岐腸類の研究をさらに進めて
いきたいと考えている．
なお，Faubel (1983) は Notoplana 属を主として

penis stylet を有する属（Notoplana）と，有しな
い属（Notocomplana）とに分割した．Faubel の
分類によると陰茎刺を有しないN. humilis および
N. koreana は Notocomplana 属に分類されるが，
ここではKato (1944) の分類体系に基づいて記載を
した．また，Faubel (1983) は Melloplana 属を創
立し，Notoplana japonia を Melloplana japonica
としたが，同様にKato (1944) の分類に従った．
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はじめに
トド・オットセイが北海道周辺海域に回遊する

ことは知られており（和田，1971；伊藤ほか，
1977a・b；磯野・和田，1999），トドは 1958 年
から被害軽減を目的に駆除が始まり，現在に至る（和
田ほか，1999a）．だが，オットセイの漁業被害は
現在も公の漁業統計には出てこない．2005 年に北
海道日本海側でトドの航空機センサスが行われ，3
月には沖合い 95マイル（150km）付近までトドが

北海道日本海側におけるトド・オットセイの漁業被害域分布と被害防除策：
聞き込みによる実態調査を中心に

和田一雄 1)・藤田尚夫 2)

1) 〒 484-8506　愛知県犬山市官林　京都大学霊長類研究所
2) 〒 046-0328　北海道積丹郡積丹町幌武意 17-1　Zem House

Fisheries Damage of Steller Sea Lions and Northern Fur Seals Obtaining 
by Inquiry of Damaged Fishermen and Fisheries Associations 
along the Coast of the Sea of Japan in Hokkaido Island

Kazuo WADA1) and Hisao FUJITA2)

1)Primate Research Institute of Kyoto Univeristy, Kanrin, Inuyama, Aichi, 484-8506 Japan. 
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Abstract. We conducted a study of conflict between fisheries and Steller sea lions and damaged fishermen 

and fisheries associations along the coast of the Sea of Japan in northern fur seals 24 days during 2004 and 

2010, and collected data by inquiry from Hokkaido. Fisheries damage by Steller sea lions mainly occurred 

near shore less than 100 m in depth, and when they took fishes from gill-net, gave severe damage making 

big hole to the net. In the case of northern fur seals there occurred off shore more than 200 m in depth, 

and they took fishes without severe damage to the net. While resolution policy of the damage by Steller sea 

lions in Japan was made by only the non-effective animal elimination, since 2003, Haboro town govern-

ment tried to support financially a supplement of damaged gill-net. Moderating the damage by the animals 

it is necessary to promote synthetically exploit of techniques shutting out the animals from fishing nets and 

supports to damaged fishermen by the view point of fisheries economy.
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分布するといわれている（Hattori et al., 2009）．
一方，漁師によるとごく沿岸，100m以浅にはトド
が，それより沖合いにはオットセイが分布して，漁
業被害を起こしているという．今回報告する我々の
直接観察も漁師からの聞き込みの事実を支持する．
今回の調査の目的は，我々の直接観察と，漁師から
の聞き込みを綿密に行い，2005 年に実施されたセ
ンサスとの相違を検討する事と同時に，従来駆除の
みであったトドの被害防除策に対して，羽幌町が
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表 1．北海道日本海側でのトド・オットセイの漁業被害に関する聞き込み
番号 場所 漁種 漁期 漁場 被害を与える種類
1 岩内町 底建網 12-5 月 沖合 0.3-1.1 mile，水深 99 m トド
2 積丹町幌武意 マダラ底刺網 11-4 月 沖合 0.6 mile，水深 100 m トド
3 積丹町美国 カレイ刺網 11-3 月 沖合 0.6 mile，水深 65 m トド
4 古平町 カレイ刺網 11-4 月 沖合 0.6 mile，水深 50-70 m トド
5 古平町 マダラ底刺網 10-2 月 沖合 7 mile，水深 150-300 m トド・オットセイ被害なし
5' 古平町 スケトウダラ底刺網 2-4 月 沖合 12 mile，水深 630 m オットセイ
6 古平漁協 カレイ刺網 11-4 月 沖合 4 mile，水深 100 m トド
7 古平町 カレイ刺網 11-4 月 沖合 0.6 mile，水深 60 m トド
8 羽幌町遠別 カレイ刺網 3-6 月 沖合 20 mile，水深 90 m トド
9 焼尻島 カレイ刺網 11-4 月 沖合 １mile，水深 70 m トド
10 天売島 タコ・イサリ 周年 沖合　1mile 以内， 水深 30-60 m トド
11 天売島 マダラ底刺網 11-3 月 沖合 18 mile，水深 260 m オットセイ
12 天売島 マダラ底刺網 11-3 月 沖合 12.5 mile，水深 200-300 m オットセイ
13 天売島 マダラ底刺網 11-2 月 沖合 12.5 mile,　水深 220 m オットセイ
13' 天売島 カレイ刺網 3-5 月 沖合 6.3 mile，水深 100-200 m オットセイ
14 羽幌町遠別 カレイ刺網 3-6 月 沖合 15 mile,　水深 80 m トド
15 古平町 マダラ底刺網 11-2 月 武蔵堆北 - 南縁，水深 150-500 m オットセイ

行った刺網購入費補助策の評価を行う
事である．

調査地，調査期間及び方法
北海道日本海側の南から北に向けて

岩内町，積丹町，古平町，羽幌町，
天売・焼尻両島において，2004 年 2
月 19-24 日（３日間），2005 年 2 月
18-26 日（７日間），同年 5 月 23-25
日（２日間），同年 8月 1-5 日（４日
間），2009 年 5月 20-24 日（２日間），
同年 9 月 11-15 日（１日間），2010
年 6 月 18-21 日（２日間），2011 年
4 月 11-18 日（３日間），計 24 日間
に被害漁家と被害漁家を含む漁協を訪
ねて，聞き込みを行った．
聞き込みの結果は表１にまとめた

が，いずれの場所でも複数の漁家から
の聞き込みであった．また，操業形態
としては，表１の番号 1-4，6-10，14
では使用船舶 1-5t，乗組員 1-3 人，
番号 5，5’，11-13’，15 では使用船
舶 9-14t，乗組員 2-5 人であった．
我々の直接観察は，藤田尚夫によ
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図 1．北海道日本海側におけるトド・オットセイの漁業被害域分布（丸印の番号
は表１の番号に当たる）．



79北海道日本海側におけるトド・オットセイの漁業被害域分布と被害防除策

る，1970 年代から現在に至るものと，和田一雄ら
による短期のものである．これらは，1人，あるい
は 2人によって行われた（表２）．

結果
聞き込みによるトド・オットセイの被害分布と水深
表１と図 1によると，岩内町から羽幌町にいた

る海域では，11 月から 6月の，マダラ・スケトウ
ダラ・カレイ刺網では，水深 100m以浅でトド被
害，水深 100-600m でオットセイ被害があったと
要約できる．ただし，武蔵堆ではその中心部に若干
の 100m以浅海域を含んでいる．100 m 等深線は
積丹半島周辺では距岸 1.6 マイル，羽幌町の天売・
焼尻島から利尻島にかけては距岸 9.5-12.5 マイル
にあるので，積丹半島周辺での被害にオットセイ被
害が著しく接岸して発生したが，羽幌町周辺では比
較的沖合いで起った．トド被害は設置された刺網を
破いて魚を食べているが，オットセイの場合は網揚
げの最中に網に接近して魚を食べるので，網の損傷
はなかった．

トド・オットセイの直接観察
積丹半島神威岬から美国までの距岸 2マイル以

内（水深 100m以内）でトドを観察した．同半島
神威岬先端の岩礁には 12月から 4月にかけてトド
が上陸しており，その周辺では多数の回遊するトド

表２．北海道日本海側のトド・オットセイの直接観察
観察海域 発見種類 使用船舶＊ 観察時期 観察事項 観察者又は 著者

武蔵堆 オットセイ ボート（6t） 1970 年代以降 若年の個体が数十頭群れている 藤田尚夫
毎年 4-6 月

積丹半島神威岬 トド ボート（3t） 1970 年代以降 数十頭岩礁に上陸、ここ数年激減 藤田尚夫
　　　　・マッカ岬 毎年 12月 -4 月 マッカ岬に 5-10 頭上陸
積丹半島神威岬 トド 岬から目視 2000 年 12 月 30 日 39 頭 ( ♂ 2頭を含む） 和田一雄・和田昭彦
積丹半島神威岬 トド 岬から目視 2002 年 2月 16 日 42 頭（♂ 20頭、パップ 1頭を含む） 和田一雄・星野広志
積丹半島神威岬 トド ボート（3t） 1970 年代以降 距岸 2マイル以内（水深 100m以浅） 藤田尚夫
　　　　　　ー美国 毎年 4-5 月 で発見
積丹半島マッカ岬 トド ボート（3t） 2000 年 12 月 29 日 ♀ 1頭 和田一雄・和田昭彦
積丹半島マッカ岬 トド ボート（3t） 2000 年 12 月 30 日 ♂ 3頭、♀ 3頭、パップ 1頭 藤田尚夫
積丹半島マッカ岬 オットセイ ボート（3t） 2011 年 1月 20 日 マッカ岬の岩礁に若年獣 1頭上陸 藤田尚夫
積丹半島マッカ岬 オットセイ ボート（3t） 2011 年 4月 13 日 距岸 1マイル以内の刺網船（ホッケ） 藤田尚夫・和田一雄

20m付近に若年獣 1 頭遊泳中
＊：プレジャーボートを意味し ,　同ボートからの 目視では 8倍双眼鏡、岬からでは 20倍単眼鏡を併用した

を観察した．同じ時期に神威岬から約 20km東に
離れたマッカ岬の岩礁にも 10 頭前後のトドを観察
した（表２）．神威岬先端の岩礁に上陸したトドに
ついて，Hoshino et al. （2006） は 2002 年 12 月
から 2003 年 3月にかけて同岬からの目視（12回）
と航空機センサス（2回）で，1回平均 36.2 頭（0-188
頭）を観察した．マッカ岬では 2011 年 1月に 1頭
のオットセイ（若年獣）が岩礁に上陸しており，同
年 4月には距岸 0.5 マイル付近で刺網を網揚げし
ている船の極くそばで 1頭のオットセイ（若年獣）
を発見した．積丹半島周辺では 100m等深線が距
岸 1.6 マイルと陸地に迫っていることがオットセイ
接岸の 1つの原因と考えられる．4-6 月における武
蔵堆ではオットセイは多数観察されたが，トドは
観察されなかった．武蔵堆の中心部には水深 100m
以浅の海域があるが，トドは観察されたことがな
かった（表２）．

羽幌町の漁業被害対応策
羽幌町は 1986 年から 2001 年までと 2006 年以

降現在まで，国・道も含めた費用補助の下にトド駆
除を行った．なお，2006 年以降は羽幌町による刺
網購入費補助と駆除が併用して実施された （トド駆
除について 1986-87 年は町単独，1988-2001 年及
び 2006 年以降現在までは国・道・町による補助事
業）．1988-2001 年の 14 年間で計 115 頭のトドを
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駆除した．その間の駆除数は，1988-1996 年には
年間 7-13 頭，平均 9.6 頭だったが，1997-2001 年
には 3-8 頭，平均 5.8 頭だった．その間統計のある
1993-2001 年で見ると，直接被害で 3,339 千円か
ら 77,653 千円の間を上下してトド駆除による効果
は不明であった（表３）．2003 年から 2005 年まで
駆除を中止して町単独で刺網被害に対する購入費補
助を実施した．2006年以降は刺網購入費補助と国・
道・町の補助によるトド駆除の導入を併用した．こ
こで検討した被害額に関しては，和田ほか（1999a）
に従い，直接被害として被害刺網購入額を検討の対
象にした．間接被害額は予想漁獲高を指すが，これ
の算出基準が不明確なので，取り上げなかった．
表３に記されていない年度について羽幌町役場の

山口芳徳氏からの情報を付記する．1964-66年にか
けて自衛隊による大規模なトド駆除が行われ，その
後 1981 年ころまで漁業被害はなかった．1982 年

から漁具被害が報告され，年々増大したので 1986
年から天売漁協の要請を受けて羽幌町がハンターを
派遣して駆除を実施した．2007 年以降の駆除はト
ド威嚇に主眼を置いて実施したので，ほとんど水没
したため，駆除数は把握できなかった．なお，羽幌
町管内としては，北るもい漁協に属し，おおよそ苫
前町から天塩町（北緯 44 度 20 分 -50 分）の沖合
いで，天売・焼尻両島周辺を含む海域を指す．
　
議論
トドの分布域と被害分布
北海道日本海側では聞き込みによるトドの漁業被

害域はほとんど全部 100m以浅であった．また，
我々のトドの直接観察はすべて 100m以浅であっ
た．この事実は北米沿岸や千島列島の人工衛星に
よるトド回遊域の水深範囲と一致した．2004 年
6 月に成獣と若年獣に装着した人工衛星テレメト

表 3．羽幌町におけるトド防除策の変遷
実施年 防除策 実施主体 トド駆除数 トド被害額＊
1986 駆除 町 不明
1987 駆除 町 不明
1988 駆除 国・道・町 9
1989 駆除 国・道・町 13
1990 駆除 国・道・町 7
1991 駆除 国・道・町 7
1992 駆除 国・道・町 10
1993 駆除 国・道・町 8
1994 駆除 国・道・町 12
1995 駆除 国・道・町 10
1996 駆除 国・道・町 10 3,339
1997 駆除 国・道・町 6 20,106
1998 駆除 国・道・町 8 18,620
1999 駆除 国・道・町 8 40,638
2000 駆除 国・道・町 4 30,335
2001 駆除 国・道・町 3 44,032
2002 0 46,266
2003 刺網購入費補助 町 0 32,539
2004 刺網購入費補助 町 0 64,739
2005 刺網購入費補助 町 0 77,653
2006 同補助と駆除 国・道・町 7 33,954
2007 同補助と駆除 国・道・町 不明 25,232
2008 同補助と駆除 国・道・町 不明 26,256
2009 同補助と駆除 国・道・町 不明 17,280
2010 同補助と駆除 国・道・町 不明 26,387
＊：単位千円，直接被害としての被害刺網の購入額を示す（羽幌町役場資料）
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リー調査 （Fadeley et al., 2006） によると，アラ
スカからワシントン沖までの海域でトドは一般的
に大陸棚の内側を，オットセイはその外側をよく
利用している．1995-2000 年に，通年に渡る人工
衛星テレメトリー潜水記録調査 （Loughlin et al., 
2003） は 1 才獣 25 頭に装着して行われたが，ア
ラスカからワシントン沖で平均潜水深度は 18.4m
（変異幅 5.8-67.9m），ワシントン沖では平均潜水
深度は 39.4m，平均最深潜水深度は 144.5m（最
深潜水深度は 328m）であった．一般的に潜水す
るのは 100m以浅であった．成獣メス 8頭に人工
衛星潜水記録計を装着した 1991 年 6 月の千島列
島調査 （Loughlin et al., 1998） では平均潜水深度
は 53m，10m 以浅が約 53% を占め，90% 以上は
100m以浅であった．ベーリング海東部からアラス
カ沖で 1973-88 年に各国の底魚トロールにかかっ
て死亡したトドの位置を確認した調査 （Perez & 
Loughlin, 1991） では，約 80%が 200m等深線以
浅であった．Hattori et al. （2009） のトド分布は，
今回のわれわれの観察や聞き込み，及び北米西岸域
と千島列島周辺の一般的な分布パターンとも著しく
異なっている．その資料によると，2005 年 3 月に
積丹半島から礼文島周辺一帯のセスナ機によるセン
サスによると，3月 16 日の天売・焼尻両島北部か
ら利尻島南部の海域を武蔵堆（若干の 100m等深
線以浅海域を有する）を含む距岸 95 マイルまでの
海域で，発見個体の多くは水深 200m以深の海域
であった．この日以外の 3月における各海域での
トドの発見はほとんど無かった．しかし，この時期
沿岸では各種魚類の刺網がトドの被害を受けている
のだが，セスナ機では発見されなかった．セスナ機
と漁業被害のずれを正すには両者の同時期調査が必
要である．
北海道日本海側での，積丹半島を含むトド被害は

駆除が始まった1958 年からあったわけで（山中ほ
か，1986；和田ほか，1999a），おそらくトドとオット
セイの被害の混在はその当時から存在したと考える．

オットセイの分布域と被害分布
三陸沖のオットセイの回遊域は距岸 20 マイルか

ら 200 マイル付近にあり，オットセイは決して岩
礁とか陸地に上陸することはない（和田，1969）．
1959-1966 年の調査では，沿海州と北海道の間の
日本海北部に，2月から 5月にかけてオットセイ
は沿海州寄りを回遊し，武蔵堆周辺では発見され
ず，その北西部に低密度で分布し，武蔵堆から南
の海域でも低密度分布であった（Panin & Panina, 
1968）．それゆえ，オットセイは繁殖場を出ると戻っ
てくるまで陸地に揚がらないのが一般である．それ
に反して，最近北海道日本海側では接岸して，上
陸することが確かめられており（表２），極めて異
常である．渡島半島松前沖では 2009 年 3-6 月に距
岸 2-17 マイルの海域でオットセイを観察した．同
時に沿岸の刺網と小型定置網に絡まった例が 5件
知られており（堀本，2009），摂餌のために接岸し
ていることが考えられる．距岸 95 マイル付近の武
蔵堆では水深 100m前後の海域があるが，オット
セイが多い．三陸沖と異なり，ごく沿岸でオットセ
イが観察される理由は，積丹半島周辺海域では 100
ｍ等深線が距岸 1.6 マイルと岸に近く，また沖合い
ではオットセイの餌になる魚類が少なく，接岸して
漁網の魚を狙っていると考えられる．

羽幌町の刺網購入費補助
著者らから見て刺網購入費補助は，トド被害防除

策として最も正しい被害対策の 1つとして評価す
る．1958 年以来全道におけるトド被害防除策は，
羽幌町の例を除いて現在に至るもトド駆除のみであ
る．駆除は被害の軽減のために行っているのに，駆
除の軽減の効果判定はまったく行われておらず，被
害の軽減は全く見られない（和田ほか，1999a）．
そうならば，即刻駆除を中止すべきである．この間
被害漁家は社会的に放置されていたことになる．こ
の点から羽幌町による刺網購入費補助は大きな意味
を持つと考える．1958 年の時代，千島系統群は個
体数として激減の過程にあったのに漁業被害が社会
化したのである（和田ほか，1999a）．それ故，北
海道周辺海域でのトド駆除が千島系統群の激減に
追い討ちをかけたのである （Takahashi & Wada, 
1998）．これらのことは，トドの個体群が増加した
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ので，被害が社会化したのではないことを示す．お
そらく沿岸の魚類群集が長年の漁業資源の乱獲で著
しい被害を受けており，トドやオットセイの摂餌に
事欠く状況になっていると思われる．それ故，トド
を駆除しても被害が減らないのである．このこと
は，アラスカ沖で底引き網によるスケトウダラ漁の
乱獲でトドの個体数が激減したことに示されている
（Lowry et al., 1989）．トドの主食であるスケト
ウダラの激減でトドの死亡率が上昇したからであろ
う．

トド・オットセイの被害防除策
トド・オットセイの被害防除に関して 3方向か

ら検討する必要があると思うので，要約的に列挙す
る：１） 被害防除の技術策：a） 水中で爆発する爆
竹でトドを追い払う．b） 嫌忌音波機器の開発．輸
入されたシール・スクラムはイギリスのアザラシ類
を対象に開発されたものであり，トドに対する効果
判定の取り組みも本格的には行われなかった（島
崎，1998）．トドが忌避する音波を見つけて新たに
開発すべきである．日本にはこの分野の専門家がお
られるので，本格的な取り組みが求められる．2） 
水産経済的な被害防除策：a） 羽幌町が行っている
ような被害を受けている漁業者の刺網や小型定置網
購入費補助．これを国・道も共同でやるべきである．
b） 被害を受けない漁業への転換，さらには長期的
な被害救済・補償の対策を準備する．3） 長期的な
被害防除策：a） 研究者集団と官僚を対等な立場に
置き，研究者の提言を受け入れるように官僚機構を
修正する．b） 破壊された沿岸の生物群集の回復を
図る漁業資源管理を行う．c）トド・オットセイの
生態・社会・保全研究を行う拠点を整備する．

オットセイの被害に対する態度
1911 年に制定されたオットセイの国際的な保護

条約（北太平洋のおっとせいの保存に関する暫定条
約）は 1988 年に消滅し，国内的にはオットセイの
国際条約を受けて 1912 年に制定された臘虎膃肭獣
猟獲取締法が生きている（和田・伊藤，1999b）．
それゆえ，法の精神としてはオットセイの国際条約

の条項を受け継いでゆくのが適当である．そのよう
な前提に立てば，オットセイによる漁業被害は国に
よる補償や被害防除策の実施が必要である． 
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はじめに
北海道北部の日本海沿岸に位置する天売島

（44° 25′ N，141° 18′ E）の南西部の崖にはウミウ
Phalacrocorax capillatus，ヒメウ P. pelagicus，
オオセグロカモメ Larus schistisagus，ウミネコ L. 
crassirostris，ウミガラス Uria aalge，ケイマフ
リCepphus carbo，ウミスズメ Synthliboramphus 
antiquus，ウトウ Cerorhinca Monocerata が繁殖
する（環境省，2013；長谷部・大槻，2012；天売
海鳥研究室，未発表）．これまで天売島周辺海上で
はケイマフリを中心に日中に個体数調査が行われて
きたが（環境省，2013），夜間の海上で調査が行わ
れたことはない．夜間の海上における海鳥の調査
は，これまで崖など人が近づけない場所で繁殖する
夜行性のウミスズメ属の個体数を調べる目的で行わ
れてきた（Whitworth et al., 1997，Whitworth et 
al., unpubl. report）．ウミスズメ属の調査中に他
のウミスズメ科，ウ科，ペリカン科，カモメ科，ア
ビ科，カイツブリ科，ミズナギドリ科が確認されて

天売島周辺の夜間の海上における海鳥の記録

長谷部　真

〒078-4116　北海道苫前郡羽幌町　北海道海鳥センター友の会

Records of Seabirds off Teuri Island at Night

Makoto HASEBE

Hokkaido Seabird Center Support Club, Haboro-cho, Tomamae-gun, Hokkaido, 078-4116 Japan

Abstract. I counted seabirds at 300m and 600m off seabird colony or 300m off other parts of Teuri Island 

(44°25′N, 141°18′E), by boat spotlight survey from 7th May to 26th June 2012. As nocturnal seabirds, 830 

Rhinoceros Auklets Cerorhinca monocerata and 124 Ancient Murrelets Synthliboramphus antiquus were 

found. As diurnal seabirds, 54 Black-tailed Gulls Larus crassirostris and a few other seabirds, Japnese Cor-

morants Phalacrocorax capillatus, Pelagic Cormorants P. pelagicus, Slaty-backed Gulls L. schistisagus and 

Spectacled Guillemots Cepphus carbo were found. Most seabirds were found off the seabird colony. Rhinoc-

eros Auklets were more found at 600m off the seabird colony than 300m off after late in May and June.  

いる（Carter et al., unpubl. data, Whitworth per. 
com.）．本調査では天売島周辺海上で夜行性のウト
ウとウミスズメを中心に夜間の海上における海鳥の
生息状況を明かにすることを目的とする．

調査地域・方法
2012 年 5 月 7 日から 6 月 26 日までの 8 回，

凪の日を選んで 21:00-23:00 に天売島の海鳥繁殖
地の 300m 沖，600m 沖，または海鳥繁殖地以外
の 300m 沖を小型船で 10km/h で航行した（図 
1）．1名が船首から前方に向き左 90°から真正面ま
でと右 90°から真正面を 300 万カンデラのライト
（Brinkmann co. Qbeam Max Million Ⅲ）を用い
て交互に照らし，片側 100mずつの範囲で飛翔す
る又は浮いている海鳥の種・個体数とGPS で航路
上の位置を記録した．ウミスズメとウトウの確認個
体数に海鳥繁殖地の 300m沖と 600m沖で差があ
るか調べるために T検定を行った．
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図１．夜間海鳥調査経路．海鳥繁殖地周辺 300m沖（黒線），600m沖（濃灰線），島 1周 300m沖（薄灰線），島半周 300m沖（白線）．
Figure 1. Line transect for seabird night survey. 300m (black line) and 600m (dark gray line) off seabird colony (slashed 
polygon), and 300m off round-island (light gray line) or half round-island (white line).

表１．夜間海上調査による海鳥の個体数　Number of seabirds in the sea by night survey.

種　Species 地域　Area 海岸からの距離
Distance from coast

日付　Date
5/7 5/13 5/20 5/28 5/29 6/8 6/14 6/26

ウミウ
Japanese Cormorant

海鳥繁殖地
Seabird colony

300m 6 1 0 0 1 0 0 0
600m - - - 0 0 0 0 0

その他 Others 300m 0 0 0 0 0 - - -
ヒメウ

Pelagic Cormorant
海鳥繁殖地

Seabird colony
300m 0 1 4 0 0 0 0 0
600m - - - 0 0 0 0 0

その他 Others 300m 0 0 0 0 0 - - -
オオセグロカモメ
Slaty-backed Gull

海鳥繁殖地
Seabird colony

300m 1 3 3 0 1 0 0 4
600m - - - 0 0 0 1 0

その他 Others 300m 0 0 0 0 0 - - -
ウミネコ

Black-tailed Gull
海鳥繁殖地

Seabird colony
300m 7 30 54 15 10 4 5 9
600m - - - 35 4 0 0 5

その他 Others 300m 4 18 0 4 0 - - -
ケイマフリ

Spectacled Guillemot
海鳥繁殖地

Seabird colony
300m 0 0 3 0 0 0 0 0
600m - - - 4 0 0 0 0

その他 Others 300m 0 0 0 0 0 - - -
ウミスズメ

Ancient Murrelet
海鳥繁殖地

Seabird colony
300m 0 11 10 4 12 83 70 2
600m - - - 34 9 124 70 6

その他 Others 300m 0 0 0 0 0 -(1) -(2) -
ウトウ

Rhinoceros Auklet
海鳥繁殖地

Seabird colony
300m 173 21 830 7 13 15 32 18
600m - - - 38 62 100 180 70

その他 Others 300m 2 4 0 0 10 - - -
- は未調査 ( ) 内は未調査時の目撃数 . ‒ indicates no survey. Number in ( ) is that by incidental observations.  
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図２．5/7-6/26 に夜行性海鳥を目撃した航路上の位置と個体数．A，ウトウ；Ｂ，ウミスズメ．
Figure 2. Number of nocturnal seabirds and position of the boat at which the seabirds were found from 5/7 to 6/26. 
Slashed polygon represents seabird colonies. A, Rhinoceros Auklet; B, Ancient Murrelet.

A

B
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Ａ

B

図３．5/7-6/26 に昼行性海鳥を目撃した航路上の位置と個体数．A，ウミネコ；B，ウミウ・ヒメウ・オオセグロカモメ・ケイマフリ．
Figure 3. Number of diurnal seabirds and position of the boat at which the seabirds were found from 5/7 to 6/26. Slashed 
polygon represents seabird colonies. A, Black-tailed Gull; B, Japanese Cormorant, Pelagic Cormorant, Slaty-backed Gull 
and Spectacled Guillemot.
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調査結果と考察
ウトウは 6月 8日を除いて最も多く目撃し， 5 月

20 日の海鳥繁殖地 300m 沖で 830 羽だった（表
１）．ウトウはこの時期夕暮れ時に一斉に繁殖地へ
飛来するが，夜の海上にもいることがわかった．ウ
トウのほとんどを海鳥繁殖地周辺の海上で目撃した
（図 2A）．5 月 28 日以降は，300m 沖より 600m
沖で多くの個体を確認した（t=3.53, d.f.=4, p= 
0.02，表１）．ウトウはこの時期夕暮れ前に繁殖地
から数百m以上離れた場所に集まって浮いている
ため，夜も海岸からやや離れた場所に多くいる可能
性がある．
ウミスズメは 6月 8日と 14 日に多く目撃し，6

月 8日は海鳥繁殖地の 600m沖で 124 羽だった（表
1）．5月 28 日以降の 300m沖と 600m沖の個体数
に有意な差はなかった（t=1.63, d.f.=4, p=0.18）．
日中には天売島の海鳥繁殖地以外の沖合でもウミス
ズメが目撃されているが（青塚松寿　私信），夜は
海鳥繁殖地周辺海上に集中していた（図 2B）．
ウミネコは 5月 13 日から 28日にかけて多く，5

月 20 日に 54 羽だった（表１）．最も多く目撃した
のは海鳥繁殖地南西部の海上であったが，海鳥繁殖
地以外のウミネコのねぐらがある島の南東部や北東
部の海上でも目撃された（図 3A）．ウミウ・ヒメウ・
オオセグロカモメ・ケイマフリは少数が海鳥繁殖地
周辺海上で目撃された（表 1，図 3B）．
全体として夜行性のウトウとウミスズメの個体数

が多かったが、昼行性の海鳥はウミネコを中心にウ
ミウ・ヒメウ・オオセグロカモメ・ケイマフリが夜
間の海上にもいることがわかった．調査で目撃され

なかったウミガラスも抱卵期の夜間に抱卵個体以外
がいなくなったことから（環境省 2013），この時
期の夜間に海上にいることが示唆される．海鳥の夜
間海上調査を今後も行うことで海鳥の夜間の海上で
の行動が明かになることが期待される．
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 9 / 29 原油分解菌調査（奥山英登志氏・北海

道大学大学院地球環境科学研究院）
 10 / 16 利尻島近世石造物調査（関根達人氏・

弘前大学人文学部）～ 18
 10 / 20 利尻高等学校インターンシップ受入～21 

月
有料入館者 無料入館者 合計 開館日数個人 団体

小中 一般 小中 一般 小計 小中 一般 小計
4 0 4 0 0 4 3 40 43 47 8
5 3 414 0 96 513 51 46 97 610 31
6 6 1,051 0 690 1,747 39 30 69 1,816 30
7 21 1,479 0 249 1,749 89 126 215 1,964 31
8 126 1,899 0 28 2,053 149 109 258 2,311 31
9 8 1,039 0 403 1,450 141 94 235 1,685 30
10 0 72 0 37 109 94 25 119 228 26
11 0 21 0 0 21 18 31 49 70 24
12 0 1 0 0 1 0 3 3 4 2
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1
3 0 0 0 0 0 21 26 47 47 4
計 164 5,980 0 1,503 7,647 605 531 1,136 8,783 218

表１．平成 23年度入館者数

利尻町立博物館　平成 23年度活動報告
（2011 年４月～ 2012 年３月）
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年
有料入館者 無料入館者

合計 開館日数個人 団体 視察・見学等
小中 一般 小中 一般 小中 一般

1980 昭 55 2,299 13,846 91 922 248 1,239 18,645 182
1981 昭 56 1,799 13,153 82 2,753 106 1,034 18,927 191
1982 昭 57 1,749 12,917 89 2,454 192 1,167 18,568 191
1983 昭 58 1,686 12,573 92 959 124 983 16,417 188
1984 昭 59 1,488 10,525 60 2,707 179 1,056 16,015 192
1985 昭 60 1,534 9,709 53 3,484 199 805 15,784 193
1986 昭 61 1,349 11,161 0 2,455 242 1,838 17,045 194
1987 昭 62 1,319 11,278 35 2,402 512 1,621 17,167 194
1988 昭 63 1,246 10,793 0 2,655 479 1,868 17,041 192
1989 平元 1,180 11,805 0 5,498 440 1,723 20,646 190
1990 平２ 1,248 13,634 26 3,950 383 1,673 20,914 191
1991 平３ 1,589 16,474 38 5,324 398 1,625 25,448 192
1992 平４ 1,711 18,843 0 4,496 314 1,334 26,698 190
1993 平５ 1,295 14,856 64 4,235 231 928 21,609 188
1994 平６ 1,244 14,482 80 4,028 221 1,510 21,565 188
1995 平７ 1,170 13,278 12 3,699 97 865 19,121 191
1996 平８ 1,007 10,777 7 3,670 104 761 16,326 192
1997 平９ 763 9,776 4 1,451 224 696 12,914 197
1998 平 10 648 8,622 8 1,293 317 751 11,639 203
1999 平 11 500 9,430 5 1,059 270 876 12,140 205
2000 平 12 378 9,388 63 2,207 240 594 12,870 223
2001 平 13 442 9,593 0 2,172 237 608 13,052 226
2002 平 14 418 9,637 65 1,859 255 675 12,909 224
2003 平 15 315 8,476 4 2,105 309 583 11,792 225
2004 平 16 300 7,869 0 1,791 337 774 11,071 223
2005 平 17 246 7,274 0 788 487 765 9,560 224
2006 平 18 216 6,782 5 1,676 227 927 9,833 219
2007 平 19 245 6,128 0 1,287 292 633 8,585 220
2008 平 20 198 5,983 3 1,284 231 840 8,539 232
2009 平 21 176 5,646 4 1,029 357 905 8,117 223
2010 平 22 185 5,744 0 768 394 540 7,631 230
2011 平 23 164 5,980 0 1,503 605 531 8,783 218

合計 30,107 336,432 890 77,963 9,251 32,250 487,371 6,531

 12 / 1 冬季閉館
 12 / 19 離島の子供の身体観・健康観・医療観と

医療環境との関わり調査（道信良子氏・
札幌医科大学）～ 21

 3 / 13 利尻研究第 31号発送 
 3 / 21 常設展示電気照明取替工事～ 30
 3 / 29 第２回利尻町博物館協議会
 

表２．年次別入館者数の推移

E．入館者数
表１に平成 23 年度入館者数，表２に年次別入館

者数の推移を示した．平成 14 年度からの急激な減
少はここ数年では穏やかなものになりつつある．利
尻島の観光客入り込み数は 12%減少となったが，
博物館の有料入館者数は前年度（平成 22 年度）の
1.14 倍と若干増加した．これまでも観光客入り込



93平成 23 年度（2011.iv-2012.iii）

表３．平成 23年度博物館予算（当初予算　単位：円）

科　目 予　算 科　目 予　算 科　目 予　算
報酬 46,000 旅費 86,000 備品購入費 0
給料 - 需用費 2,064,000 負担金補助及び交付金 42,000
職員手当等 - 役務費 387,000 公課費 26,000
共済費 - 委託料 30,000
賃金 1,697,000 使用料及び賃借料 302,000
報償費 0 工事請負費 0 合計 4,680,000

表４．展示活動

種　別 テーマ 期　間など

館内展示

時雨音羽展 5-8, 10-11 月．
「知られざる北の国境　樺
太」展

9/1-25．主催：北海道大学グローバ ル COEプログラム「境
界研究の拠点形成」

トイレ展示 通年．「利尻地学十景」「利尻の黄色い花（２）」．トイレ問題．

施設外展示

2010 年の利尻島 通年，町営ホテル利尻．
沓形岬はどんと岬 4-11 月．沓形岬掲示版．
利尻の自然 通年，沓形ミニビジターセンター．
北の海の道の駅 通年，沓形港フェリーターミナル．

「利尻の語り」展 通年，特別養護老人ホーム・利尻町高齢者生活福祉在宅介護
支援センター・利尻島国保中央病院・高齢者共同生活施設ほか．

「映画ポスター」展 年末年始．ふれあい保養センター．
図書室ミニ展示 年３回．「鳥の卵」「オサムシ」「コウモリ折り紙」．
図書まつり関連展示「絶滅
展」 9/22-29，どんとロビー．写真パネル，標本，書籍展示．

第 40回移動展示「利尻島の
自然ニュース 2011」

①鴛泊フェリーターミナル　3/1-7，②ホテル利尻　3/8-14，
③どんとロビー　3/15-21，④仙法志郵便局　3/22-28

未実施
小樽・佐藤武雄資料展 10-11 月．
博物館所蔵資料 5-11 月．
「利尻の碑」展 年末年始．ふれあい保養センター．

展示活動については，例年通りの開催であるが，
新しい情報を盛り込んだきめの細かい展示更新など
が，今後の課題と言える．

Ｂ．普及講座（表５）
普及講座についても例年の継続事業が多い．その

為，前年度の反省を糧にした活動プログラムの更新
が常に行われ，事業に対する感想カード（５点満
点）の平均値は 4.8 点であり，参加者にも満足して
もらえるものとなっていると考えている．今後は新

み数に比例していた有料入館者数であったため，悪
天候や大型客船入港などによる入館者の増加が影響
したものと想像される．無料入館者数についても平
成 22 年度の 1.21 倍となり，これは近隣の小学生
の来館などがあったことによると思われる．

F．平成 23年度博物館予算（表３）

２．教育普及活動
Ａ．展示活動（表４）
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表５．普及講座

月日 テーマ 場所 内容 講師 参加
6/12 フラワーソン 島内一円 植物開花調査会． 学芸員 4
7/22 コウモリ観察会 森林公園 コウモリ学習会と標識調査見学． 学芸員 3

9/21 「知られざる北の国境　
樺太」

交流促進施設・
どんと 日露国境に関する講演会． 岩下明裕氏（北大スラ

ブ研） 12

10/15 ミュージアム・カフェ 博物館 レコード鑑賞． 学芸課長 0

10/16 秋の探鳥会 沼浦 早朝探鳥会．日本野鳥の会道北
支部と共催． 学芸員，支部員 8

10/22 利尻のでき方を探る 博物館
南浜地区のボーリング調査の成
果報告会とコアサンプルから剥
ぎ取り標本作成．

近藤玲介氏（産総研）
ほか 4

11/26 北からの麒麟獅子学 交流促進施設・
どんと

「北に旅した麒麟～津軽海峡を
越えて北海道に渡った因幡の麒
麟～なぜ北に」　講演・フォーラ
ム・獅子舞．北からの麒麟獅子
学事業実行委員会主催．

学芸課長， 伊藤康晴氏
（鳥取市歴史博物館），
荒木昌氏（鳥取市秋里
伝統文化保存会），戸
田恭司氏 ( 釧路市立博
物館），濱野幸男氏（釧
路鳥取きりん獅子舞保
存会会長），畑宮宗聡氏
（利尻麒麟獅子舞う会）

150

2/19 ワシ・ゴマセンサス 島内一円 ワシとアザラシの個体数調査会． 学芸員 4

2/26 スノーシュー観察会 天望山
スノーシューを使った冬の自然
観察．日本野鳥の会道北支部と
共催．

学芸員 4

3/11 標本講習会 利尻町公民館 標本概論と鳥類仮剥製標本講
習会． 学芸員 8

悪天
中止 春の探鳥会 鴛泊 早朝探鳥会．日本野鳥の会道北

支部と共催．5/1． 学芸員，支部員 －

未実施 探る◎庚申の碑 － 学芸課長 －

しいプログラムの開発のほか，これまでの講座とは
異なった視点における博物館のあらたな活動形態な
どを模索していくことが普及啓蒙活動の課題と思わ
れる．なお，平成 23 年度はミュージアム活性化支
援事業として利尻町立博物館，釧路市博物館，鳥取
市歴史博物館により「北からの麒麟獅子学事業実行
委員会」が組織され，フォーラムが実施された．

Ｃ．出版活動
＜定期刊行物＞
・ 博物館だより「リイシリ」
　Vol. 30(4) ～ 31(3) 通巻 No.276 ～ 282
　（年 7回発行）
・ 「利尻の語り（229）～（234）」広報りしり掲載
・ 「博物館発利尻情報（全６回）」同上
・ 「博物館歴史情報 (23)」同上

・ 「利尻研究ダイジェスト　第４号」（A4版 6ページ）
・「利尻研究　Rishiri Studies　第 31 号」
佐藤雅彦：利尻町立博物館所蔵の翼手目標本目録
近藤哲也・吉田恵理・山岸真澄・愛甲哲也：利尻
島に生育する栽培ヒナゲシ種子の札幌市におけ
る播種時期が発芽に及ぼす影響および生活史

佐藤雅彦・村山良子・佐藤里恵：苫前町におけるコ
ウモリ類の分布

田牧和広：利尻島における鳥類の新分布の記録
（2010-2011 年）

佐藤雅彦・小杉和樹：利尻島におけるケアシノスリ
の記録２例

佐藤雅彦：稚内市におけるヒナコウモリ属の観察記録
山谷文人：港町１遺跡の調査
五十嵐　博・小杉和樹：利尻島におけるヤブボロギ
ク（外来植物）の記録
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村上賢治・小杉和樹：利尻島におけるコシャクシギ
とヒメコウテンシの初記録

五十嵐　博：コバノハイキンポウゲ，小型のハイキン
ポウゲの新和名

宮本誠一郎：利尻島におけるオオカラモズの観察記録
宮本誠一郎・佐藤里恵・佐藤雅彦：利尻島におけ
るサクラソウモドキの再発見

長谷部　真・岩澤光子・石郷岡卓哉・善浪めぐみ：
雄冬地区における海上調査による海鳥の繁殖記録

吉田康子：絶滅危惧植物レブンコザクラの利尻島に
おける保全単位の決定

嶋崎太郎・村上賢治・富川　徹・小畑淳毅：礼文島
におけるズグロカモメ（Larus saundersi）の記録

平成 22 年度活動報告

＜学芸員の執筆活動＞
西谷学芸課長
・ 西谷榮治，2011．テングサ採りと伊勢海女．利

尻島の水産だより , (108): 4.
・ 西谷榮治，2011．オホーツク海沿岸の増養殖事

業の進展．山下克彦・平川一臣・谷内　達（編），
日本の地誌第３巻北海道：401-403．朝倉書店．

・ 西谷榮治，2011．離島地域：利尻・礼文島．山
下克彦・平川一臣・谷内　達（編），日本の地誌
第３巻北海道：406-409．朝倉書店．

佐藤学芸係長
・ Naruo Nikoh, Masahiko Satô, Norihisa Kondo 

& Takema Fukatasu. Phylogenetic comparison 
between nycteribiid bat flies and their host bats. 
Medical Entomology and Zoology, 62(3): 185-194.

・ Takahiro Hosokawa, Naruo Nikoh, Ryuichi Koga, 
Masahiko Satô,Masahiko Tanahashi, Xian-Ying 
Meng & Takema Fukatsu. Reductive genome 
evolution, host‒symbiont co-speciation and 
uterine transmission of endosymbiotic bacteria in 
bat flies. The ISME Journal, (2011): 1-11.

・ 佐藤雅彦．北海道利尻島における自然史に関わる
活動の歴史と活発化への提言．第四紀研究，50(5): 
231-242．

・ 風間健太郎・平田和彦・佐藤雅彦．利尻島における
オオセグロカモメ× ワシカモメ交雑繁殖つがいの観
察記録．日本鳥学会誌，60(2): 241-245．

・ 堀　繁久・富川　徹・佐藤雅彦．野幌森林公園の野
鳥から確認されたシラミバエ．jezoensis, (37): 89-90．

・ 紺野美樹・ 百原新・近藤玲介・ 重野聖之・ 宮入陽介・
佐藤雅彦・五十嵐八枝子・沖津　進，2012．北海
道利尻島姫沼ボーリングコアの最終氷期最寒冷期以
降の大型植物化石群．植生史研究，21(1): 21-28

＜映像資料＞
博物館オリジナルの動画資料の記録・閲覧・保管

を実施．以下のコンテンツは博物館，交流促進施設
どんと図書室にてDVDにより視聴できる．
・「磯遊びとヒラムシ調査（2011.viii.19）利尻島調査

研究事業主催」

Ｄ．その他の活動
＜学芸員の館外活動＞
西谷学芸課長
・仙法志小学校社会科授業　5/11
・鬼脇中学校来館対応　5/18
・香深中学校来館対応　5/20
・利尻町教育研究会社会科部会　7/13
・第5回親子昆布たんけん隊@利尻礼文2010年　7/26
・札幌医科大学・地域密着型チーム医療実習　展示

解説　8/17
・JTB 北海道「飛んでクルーズ北海道」にっぽん丸船

内講演　8/22-24
・群馬県太田市青少年交流事業「フレンドシップ

2011」案内　8/23
・北海道消防署長利尻島研修会講演　9/15
・利尻高等学校インターンシップ指導　10/21-22
・商工会宗谷ブロック青年部研修会講演　10/22
・仙法志小学校ふるさと学習指導　7/1, 9/30, 11/18, 

12/2, 12/9, 12/16, 1/20, 2/3, 2/10, 2/22, 2/23
・沓形小学校授業　2/13

佐藤学芸係長
・第 63 回日本衛生動物学会大会．山内ほか「利尻
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島のマダニ相とマダニ保有病原微生物」　4/15
・教育研究会理科サークル　5/25，8/31, 10/26, 12/07
・りしり発掘探検隊指導　6/4
・初任者研修「地域研修」宗谷教育局講師　6/16
・札幌医科大学地域医療実習・野外実習講師　

8/15-17
・日本鳥学会2011 年度大会．風間ほか「ウミネコが肥

やす磯 : 糞由来窒素が営巣地直下の磯の海藻，植物
プランクトン，および固着生物におよぼす影響」　9/17

・第82 回日本動物学会．石田ほか「分子系統樹・核型・
形態から推察した本邦産淡水棲プラナリアの種分
化及び移住経路」　9/21

・39th meeting of the Pacific Seabird Group. Kazama 
et al., 「Effects of seabird-derived nutrients on 
nearshore aquatic systems at the colony of black-
tailed gulls」　2/7

・第27 回北方圏国際シンポジウム．Sakaguchi et al., 
「Feasibility of autochthonous bioaugmentation 
technologies for managing oil spills on the 
northern coasts of Hokkaido」　2/19

・日本地理学会2012 年春季学術大会．近藤ほか「北
海道北部，利尻火山，南浜湿原の成立過程」　3/28

３．資料管理活動
自然史部門では，127点の資料の追加があったほか，

近年，パラタイプなど命名に関わった標本類が当館
に保存されることもあり，それらの集中管理とデー
タベース化を実施した．

４．調査研究活動
Ａ．利尻島調査研究事業
平成 23 年度は「利尻島海岸の多岐腸類の調査・

研究」（萩谷盛雄氏：神奈川県環境科学センター）
が採択され，来島調査が 8/18 ～ 22 と行われた．
8/19 には海岸動物調査やヒラムシの生物学につい
て「磯の動物観察」と題された講演会が開催された．

Ｂ．自然史系調査研究の概要（担当：佐藤雅彦）
博物館活動が資料・標本を中心に展開できるよ

う，標本収集や資料の整理・再資料化などを進める

と共に，地元に固有なもの，変化が激しく現状の記
録が必要なものなどについての基礎的な情報収集な
どに関わる調査を実施した．各分野の概要について
は以下のとおり．

植物：新湊から種富地区にみられるテュムラス上の
植生調査を継続．山岳部における絶滅危惧種の
現存数の調査を行ったほか，近年では再確認さ
れていなかったサクラソウモドキの自生地の調
査を実施した（宮本ほか，2012）．

昆虫，その他の無脊椎動物：種富湿原からは利尻
町としては初めてのキタカズメウズムシが発見
されたほか，海産扁形動物としては利尻島調査
研究事業とあわせてヒラムシの調査が実施され
た．鳥獣寄生性昆虫については，北海道産鳥類
から得られたシラミバエ科の記録，クモバエ共
生菌やクモバエと宿主の系統関係などについて
の報告を行った（堀ほか，2012；Nikoh et al., 
2012; Hosokawa et al., 2012）．また当館標本
や現地調査により初めて利尻島のマダニ類につ
いての調査も実施され，学会発表が行われた．
リシリノマックレイセアカオサムシの分布調査
も新たに実施され，新知見が得られたほか，生
態写真の撮影なども行われた．

鳥類：利尻島西部におけるウミネココロニーの生息
個体数調査を日本野鳥の会などと協力し実施し
た（6/11）．前年より 1.2 万羽が増加し，旧森原
牧場付近や島内でも仙法志御崎、金崎などへの
移動分散傾向もみられた．利尻島未記録種とし
ては，コシャクシギなどが利尻研究に掲載され
た（村上・小杉，2011；宮本，2011）．平成 23
年度における傷病鳥および死体の持ち込み件数
は８件であった．

哺乳類：コウモリの移動に関する調査が利尻島内お
よび枝幸町で継続されたほか，音声記録の採取
を新たに開始した．「道北地域における翼手目調
査」では，苫前町において４種のコウモリの確
認を行い，キクガシラコウモリの国内最北記録
を更新した（佐藤ほか，2012）．礼文島から得ら
れたサンプルについては，これまで国内から得
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■訂正とお詫び■

利尻研究 31 号の以下の箇所に誤りがありました
ので，関係者のみなさまに深くお詫びを申し上げる
とともに，ここに訂正をさせていただきます．

27p　左段４～５行目
誤：日本鳥類目録編集委員会（2006）
正：日本鳥類目録編集委員会（2000）

■利尻研究へのご投稿について■
2012 年版

・ 利尻島およびその周辺地域や離島に関する報告，当
館所蔵標本を題材とした報告などを掲載しています．

・ 原稿は随時受け付け，基本的にその校了順に掲載し
ます．予定ページ数を超過した時点で，掲載を次号
へ延期させていただく場合もあります．

・ 本誌では編集者の判断によって外部の専門家の方に
査読をお願いすることもあります．できればご投稿前
に適切な査読者に原稿をみていただくことをお勧め
するとともに，ご相談等も受け付けたいと思います．

・ 近年の発行部数の減少や電子媒体への対応のた
め，本誌 31号以降に掲載される投稿論文につい
ては，著者を含む誰もがその複製・配布を以下の
条件に限り自由に行うことを認めるものとさせて
いただきます：（１）内容の変更，部分利用など

をしないこと（あくまでも各報告全体としての配
布のみに限ります．例えば，写真のみなど，報告
の一部分の利用・転載・複製・加工などはおやめ
下さい），（２）無料配布とすること．これは，当
館や著者への申請などを行わなくとも，研究機関
などのレポジトリへの登録が可能となるのはもち
ろん，報告の改変などがなければ，紙媒体および
電子媒体ともに自由に本誌掲載報告の複写・配布・
公開を認めるものです．なお本誌への投稿は今後
上記の点についてご了承いただけた方のみとさせ
ていただきます．いつでも，誰もが，気軽に本誌
の情報を参照できるよう，みなさまのご協力をお
願いいたします．

・ 原稿は12月末日を締切とし，年1回，年度末に発
行しています．

・ 原稿には英文でタイトル，著者名，所属を必ず明記
してください．

・ ランニングタイトルを3ページ以降の奇数ページに
つけておりますが，長いものはこちらで適当に短く
直します．

・ 英文 abstract をできるだけつけてください．英文 
summary をつけることもできますが，その場合も必
ず英文 abstract をつけてください．なお短報 short 
communication の場合は， 英文 abstract は必須
ではありませんが，そのかわりに英文 Keywords を
つけてください．

・ 掲載された第一著者の方には別刷り50 部と年報を

られていない種と推測され，調査を開始した．
ゴマフアザラシに関しては例年通り来遊個体数
のカウントを２月に行ったほか，埋設サンプル
のクリーニングを実施し，当館としては初めて
のツチクジラの下顎標本を得る事ができた．

地球科学：定点撮影装置を用いた利尻島内の雪形の
撮影を試みたが，器機のトラブルなどで春，初
冬ともに失敗に終わり，次年度のへの課題が残
された．また，南浜湿原ボーリング調査で得ら
れたサンプルについては共同研究者らによる分

析も進んだほか（紺野ほか，2012），コアからの
剥ぎ取り標本を作成し，当館に保管された．

環境：盗掘に関する報告を１件行ったほか，傷病鳥
関係では１個体について鳥インフルエンザ用の
検体を提供した．外来種についてはオオハンゴ
ンソウ外来種駆除作業について各機関への協力
を行ったほか，ヤブボロギクの除去および標本
作製を実施した．

Ｃ．人文史系調査研究の概要（担当：西谷榮治）
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さしあげます．別刷りの追加も可能ですが，費用は
著者の負担となります．

・ 原稿はどのような形態のものでも受付けております
が，本文などはできるかぎりテキスト形式のファイ
ルにして電子メール（担当佐藤まで rtm08@mac.
com）にてお送り願います．

・ テキスト形式のファイルで送っていただく場合，機種
依存文字（①，VIIなど）や行頭インデントや字間
を揃えるための余分な空白スペースなどは使わない
ようにお願いいたします．

・ １ページ内に掲載できる図の最大面積は，図キャプ
ションのスペースも含めて14.5cm×21.0cmです．原
図をページいっぱいにレイアウトしたい方は前記の
数値を参考にしてレイアウトをお願いいたします．

・ 印刷までの基本的な流れは，いただいた原稿に基
づいて博物館でレイアウトを作成し，著者校正を行
います．その後，印刷会社にデータ入稿を行い，出力
された印刷原稿を担当者が確認後，最終的な印刷
が実施されます．

・ 表については，特殊な表組以外はこちらでレイアウト
ソフト用の表組に変換してから配置しています．厳密
なレイアウトを求める表の場合は，いただいた表を
画像または PDF ファイルとしてレイアウトソフトに張
り付けますので，どちらかお好きな方法をお申し付
けください．

・ 図の入稿は近年ではほとんどが電子ファイルでいた
だくことが多くなってきています．精密な図の印刷
が必要な場合は，できるだけ高解像度をもったオリ
ジナルファイルをお送りください．なお，図は縮小し
て版下に貼り付けることになりますが，印刷の仕上
がり上 0.25mm以下のラインは不鮮明になったり，
場合によっては欠落することもあります．縮小倍率
を考え，十分余裕をもったラインの太さを設定して
ください．また，従来通りの原図送付による入稿も

受け付けますが，A4 以上の大判の原図の場合は印
刷会社にスキャンしていただくことになりますので，
事前にお尋ねいただけますようお願い申し上げます．

スタイルの統一にご協力を !

・句読点は「，」「．」を使います．「、」「。」は使いません．
・文中における引用は年代順に「…が示されている（佐
藤，1892；川端，1945；松枝，2001)．」「立花・
高橋（1999）によれば，…」「Sasaki & Nishijima 
(1993) では，…」のように記し，３名以上の文中の
引用は「太田ほか（2001）は」「Abe et al. (2001)
では」のようにします．

・文献番号は基本的につけず，著者のアルファベット
順，年代順に並べます．以下の例をご参照願います．

小杉和樹，1993．利尻島に夏を運ぶ鳥たち．遠藤
公男編， 夏鳥たちの歌は， 今：8-10． 三省堂．
東京．

宮本誠一郎・杣田美野里，1997．利尻　山の島　
花の島．北海道新聞社．札幌．95pp．

佐藤雅彦・小杉和樹，1994．利尻島で記録された
コテングコウモリ．利尻研究，(13): 1-2．

Sunose, T & M. Satô, 1994. Morphological and 
ecological studies on a maine shoredolichopodid 
f ly, Conchopus borealis Takagi (Diptera, 
Dolichopodidae). Japanese Journal of Entomology, 
62: 651-660.

Wood, D. M. & A. Borkent, 1989. Phylogeny and 
classification of the Nematocera. In McAlpine, J. E. et 
al. (eds.), Manual of Nearctic Diptera, 3: 1333-1370. 
Research Branch, AgricultureCanada, Monograph 
(32).
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時下，益 ご々清栄のこととお慶び申し上げます．
当館の運営につきましては，日頃より格別のご協力をいただき厚くお礼申し上げます．
さて，この度当館では「利尻研究第32号」を刊行いたしましたので，お送りいたします．ご高覧いただ

きますとともに，ご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます．
なお，お手数ですが，下記受領書をご返送くださるようお願い申し上げます．
受領のご連絡はファックス（0163-85-1282）または電子メール（rtm08@mac.com）においても可能

ですので，その場合は下記１）～５）の項目についてお知らせ願います。
１） ご芳名とご住所
２） 発送先などの変更（なし，あり:変更先を記入）
３） 次号発送のご希望（なし，あり:未記入や受領のご連絡がない場合は発送されないことがあります）
４） 次号発送をご希望の場合，PDF ファイル化した利尻研究を電子配布可能かどうかお知らせ願いま
す．電子配布による経費節減に皆様のご協力をいただけましたら幸いです（否，可能 :可能な場合
の送付先メールアドレスを明記願います）．

５） その他，年報に関してのご意見・ご感想などございましたらお書きください．
また，文献交換も希望しておりますので，刊行物などございましたら，ご恵贈いただければ幸いです．

平成 25年 3月
利尻町立博物館　 
館長　川端一輝

受　領　書
年　　月　　日

利尻研究　第 32号
ご住所 〒

ご芳名

以下のご希望などがございましたら，ご記入をお願いいたします．
・次号の発送について（ぜひ送付を希望する ・ 発送を希望しない）
・PDF ファイルでの受取りも可能である（可能 ・ 否）
　送付先メールアドレス :
・発送先の変更（受領書に変更後の新しい発送先をお書き願います）
・その他，ご希望・ご連絡事項など

＊お手数かと思いますが上記ご記入の上，当館へご返送お願いいたします．
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